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　プロローグ




　山やま基き桜さくら之の介すけは数日前の出来事を思い出していた。男子が等しく持つ権利、人類の基本的エロ権が著いちじるしく侵しん害がいされた、忌いまわしき日のことを。

　思春期の欲求に素す直なおすぎる男子たちの組織、『アンダーハート』を率いる桜之介は、体育館で入学式が執とり行われるなか、壮そう大だいな計画を実じつ施しした。

『きゃああああああああっ！』

　床ゆかに仕し込こんだいくつもの送風装置。カメラを片手に、体育館の各所に潜ひそんだ同志たち。

　桜之介率いるアンダーハートはこの日、女子たちのスカートを一いつ斉せいにバンザイさせ、青い欲求を満たす生エロ写真を乱らん獲かくするはずだった。

　だが、舞ぶ台たい袖そでの放送室から桜之介が見たのは、眩まばゆい秘密の花園ではなく、

『……バカな、何だあれは!?　何なんだ!?』

　奇き妙みようなクリーム色の光。

　ＫＥＥＰ ＯＵＴという文字が赤で浮うかび上がる、Ａ４サイズの、不思議な光。突とつ如じよ現れたその障しよう壁へきにより、すべてのスカートの中身は、まったく見えなかった。

【おいおいおいなんだありゃ!?】

【ダメです！　おいしいところが撮とれません！】

【山基さん！　あの光は何なんですか!?】

　トランシーバーから響ひびいたのは、光に撮さつ影えいを邪じや魔まされた同志たちの叫さけび。

『俺が聞きたいくらいだ！　ふざけやがって！　あの光、深夜アニメによくある規制の真ま似ね事ごとだとでも…………規制？　ちょっと待て、ま、まさか!?』

　そのとき脳のう裏りをよぎったのは、この英えい知ち学園に流れる眉まゆ唾つばモノの噂うわさのことだった。

『あれは……あれが！　「秩ちつ序じよの光」なのか！』

　叫ぶのと同時に、放送室の扉とびらが勢いよく開かれる。

　振ふり向けば、赤い腕わん章しようをつけた女子……風紀委員が、そこにいた。

「…………はぁ」

　桜之介はそこで回想をやめ、ため息をついた。

　いま桜之介がいるのは、病院のベッドの上である。

　体は包帯ぐるぐる巻き。あのあと風紀委員に捕つかまって手て酷ひどく制裁を受けた桜之介は、こうして入院するハメになっていた。

「山基さん、俺たち、もうどうしたらいいのか……」

　現在の状じよう況きようを桜之介に伝えにきた同志が、ベッドの脇わきでがっくりうなだれた。

　彼によると、あの憎にくき光は入学式を皮切りに、日常生活の中でもことごとく現れるようになったらしい。

　英知学園にいくつか流れる、眉唾モノの噂のひとつ。『秩序の光で女によ体たいの神秘を守る、正体不明の超ちよう能のう力りよく者しや』。

　いったい誰だれが言い出したのか。その超能力者に与あたえられた通つう称しようは。

「モラリスト……か」

「やっぱり俺たちは、隙すき間ま産業でいるべきだったんでしょうか……」

　もしアンダーハートが上を求めず、これまでの小規模活動に甘んじていたら。

　エスカレートする自分たちの活動こそが、眠ねむれる獅し子しを起こしてしまったのではないか。

　桜之介だって、そんな風に思わなくもなかった。

　だが、起きてしまったことはもう変えられない。

「おいおい、絶望するのはまだ早はえぇだろ？」

　これから自分たちはどうするのか。どうするべきなのか。

　桜之介は決意を胸に、体の包帯をみずから解き始めた。

「や、山基さん？」

「超能力者だか何だか知らないが、借りは、倍にして返してやらなきゃな」

　戦わなければならない。そして、乗り越こえなければならない。

「え？　そんなこと……できるんですか？」

「できるできねぇじゃねぇ。やるんだ。勝つんだ。どんな手を使ってでも、俺は撮ってみせる……撮るまで、絶対にあきらめねぇ」

　桜之介は解いた包帯を投げ捨て、ベッドから飛び降りた。

「だからよ、アンダーハートは全員、黙だまって俺についてきな！」

　掲かかげる旗は打だ倒とうモラリスト。すべては青い欲求を満たすため。

「戦争を始めるぜ！　この『性戦』……必ず勝つ！」

　下心の勇者たちはこの日、秩序への反逆を決意する。







　それから、三カ月の時が流れた……。








　第一章　妹バカ少年の受難




　カキーン！　工こう鳴な翔かけるが打ち返したボールが校庭の砂利じやりにぶつかり、ロケットよろしく、ものすごい勢いで空にかっ飛ぶ。体育の授業で行っていたソフトボールの、五回裏。試合の勝敗は、終了直前になってひっくり返ろうとしていた。

　翔はいわゆる、高校二年生の平均を地で行く、文武ともに特とく徴ちようのない、かつ容姿も平へい凡ぼんな男子。だが三つほど、人とは違ちがうところがある。そのひとつが……。

「すごい偶ぐう然ぜんだけど……いいのかな、これ」

　一塁るいを抜ぬけ、二塁に走りながら空を見上げるが、ボールが落ちてこない。翔が三塁につこうかという頃ころになって、ボールはようやく校庭を跳はねた。だが、そこは外野を守る生徒の遥はるか後方。つまり……ランニングホームランである。

　ここぞという場面に強い有名人がよく『何か持っている』などと言われるが、まさにそれ。翔はたまにこうして、ちょっとした運に恵めぐまれるのだった。もっとも、ささやかな幸運の一度や二度くらい誰にでもあるのだから、特別すごいわけでもないが。

「いやぁ工鳴、やってくれんじゃねぇのよ……このこのっ！」

　相手ピッチャーだった男子ソフトボール部のエース、佐さ藤とうが、笑え顔がおで翔の肩かたを叩たたいた。

「ははは、まあ、佐藤くんのミスのおかげだけどね」

　試合は一対〇で、翔たちのチームが負けていた。それがいまこうして逆転できたのは、翔の直前の打者で、佐藤が珍しくデッドボールをやらかしてくれたからである。

「良かったらウチの部に来ないか？　普ふ段だんは一いつ般ぱん人じんだが、おまえ、見どころあるぜ？」

「お誘さそいは嬉うれしいけど、ごめんよ。僕の放課後は永久に品切れなんだ」

　長期入院中の妹、工鳴深み彩あや。放課後に深彩のお見み舞まいに行くのは、翔の日課であると同時に使命であり、生き甲が斐いでもあった。

　五年前、翔たちが両親を失った不幸な事故のあと、原因不明の病気にかかってしまった深彩は、ずっと入院しっぱなし。小学五年生になる年ねん齢れいながら、いまだに学校という施し設せつには一度だって行ったことがない。

　そんな深彩の寂さびしさを少しでもやわらげ、笑顔にするために、使える時間はすべて割さく。できることはすべてする。深彩の完治と引き換かえに死を要求されれば、喜んで死ぬ。

　それが、工鳴翔という妹バカであり、翔が人と違う点のふたつ目だった。

「ま、やっぱそうなるか。ったく、この妹バカの変態さんめ！」

　もちろんクラスの面々は、そのことを知っている。だから佐藤は、おふざけ気味に翔の頭を掴つかみ、髪かみをぐしゃぐしゃとやった。

「自覚してるさ。でも、僕なら別に、変態で結構だよ」

「まったくよぉ、妹の裸はだかを見放題とは羨うらやましい限りだぜ」

「そういう目で深彩を見たことはないんだけど……」

　確かに翔は、入院中の深彩の体を拭ふいてやるなど、妹の裸に直面することも多い。だが、そこに変な感情はない。翔は純じゆん粋すいに、家族として深彩を大事にしているのだ。それは深彩も同じで、これまで翔は、深彩にそうしたことを嫌いやがられた例ためしはなかった。

「なぁ工鳴、そうは言うけどよ、興味くらいあるだろ？　な？　あるよな？　女の裸、見たいよな？　妹モノなエロ本の一冊や二冊、こっそり持ってるんだろ？」

「……佐藤くん、持ってないし、興味もないから、そこまでにしておいてよ」

　これが翔が人とは違う点の三つ目。

　翔にはいわゆる、思春期の欲求というものが欠けていた。それがどういうものかは何となくわかるが、淫みだらな妄想をして興奮することはないのである。

　ふしだらな兄では深彩が呆あきれるだろうから、別に困りはしない。だが、周囲からはおかしいとよく言われる。事実おかしいのだろうが、とにかく、とことん興味がなかった。

　少なくとも、これまでは……。

「妹のことでこれ以上僕をからかうなら……本当に怒おこるよ？」

　佐藤は妙みように真しん剣けんな顔で翔と目を合わせていたが、やがて、ため息と共に首を振った。

「…………すまんな。確かく認にんしたかっただけだ。忘れてくれ」

　翔がそういうお堅かたい男であることは、クラスの皆みなが知っていることなのに。

　どうして佐藤がそんなことを確かめたがったのか。理由はさっぱりわからなかった。




　　　　◆




　時刻は昼休みを迎むかえ、教室の生徒たちが各おの々おのの時間を過ごすべく動き出す。

　そんななか、窓側最さい後こう尾びの席に座る翔は、机を見下ろしてため息をついた。

　机の上に並ぶのは、カキフライにトンカツなど、精力のつきそうなおかずばかりのお弁当。そして目の前には、机に肘ひじをついてニコニコしている少女がいた。

「翔ちゃん、食べて食べて？」

　身長は他ほかの女子よりも頭ひとつ小さく、髪は地毛なのにかなり茶色い。大きな瞳ひとみを持つ顔は、まだほのかに幼さを残している。体だけではなく、女子特有の発育も遅おくれ気味のようで、残念ながら体の凹おう凸とつはほぼない。

　清せい野のあいす。ぬいぐるみのような印象すら受けるのに、風紀委員長なんて似合わない肩かた書がきを持ち、『マスコット風紀委員長』などと揶や揄ゆされることもある少女である。

　彼女の腕うでには、風紀委員であることを示す赤い腕章。腰こしには螺ら旋せんのゴム紐ひもでスカートと繋つながる物ぶつ騒そうなシロモノ……護身用の電磁棒スタンロツド、なんてものもぶら下がっていた。

「清野さん、僕のことは放ほうっておいてくれていいって、いつも言ってるのに……」

「お隣となりさんの誼よしみだもん。気にしないでって、私もいつも言ってるよ？」

　一年半ほどまえ、この樂らく乃の市に引っ越してきたあいすは、工鳴家の隣りん家かに住んでいる。そして、こうして何かと、ひとり暮らし同然の翔に良くしてくれる。

　ひとりの男として、そういう女性がいてくれるのは幸せすぎることなのだろう。だが、翔は喜ぶどころか、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「ほら、深彩ちゃんにも翔ちゃんのこと、頼たのまれてるし！」

　あいすは深彩のワガママに付き合ってくれているだけ。純粋に人が良すぎるだけで、そこに他意などない。深彩が保護者ぶって家の鍵かぎを渡わたしてしまったから、あいすは責任を感じて、翔の世話なんていうお荷物を、下ろしたくても下ろせないに違いないのである。

「だから余計に申し訳ないん…………うっ」

　グ────。盛せい大だいな欲求を聞かれ、思わず赤面する。

　言葉とは裏腹に、腹の虫は素す直なおだった。

「ふふっ。大だい丈じよう夫ぶだよ。翔ちゃんの気持ちはちゃんとわかってる。だから、我が慢まんしないで食べて？　味の感想も聞きたいし、私の料理の練習を助けると思って……ね？」

「本当に、いつもいつもごめんね……いつか必ず、ちゃんとお礼はするから」

「別にいいよ～。ふふ。はい、それじゃ、あ～ん」

　だが、これにはさすがに従えない翔だった。

　そういうのは恋こい人びと同士でやることである。何より、

「あらあら、うふふ。まるで新しん婚こんさんみたいですわね」

　こういう風に、からかう人もいるのだから。

　ふわふわにカールした長い髪。男子の平均よりも身長が高く、スタイルも抜ばつ群ぐん。上品な言こと葉ば遣づかいのおかげで、どこかのお嬢じよう様さまのように思えなくもないが、

　清せい楚そな顔立ちの左半分は、三角形の黒く大きな眼帯で隠かくされている。さらに、肩にはいつでも竹刀しない袋ぶくろ。結構な美人のはずなのに、その容姿は物騒な品で色々と台無しだった。

　斎さい藤とう悠ゆう子こ。彼女もあいすと同じ風紀委員である。ただし、武ぶ闘とう派はだが。

「さすがは工鳴くんの『嫁よめ』。わたくし、今日もあいすの溢あふれる愛に感激ですわ」
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「わ、わわわ、私は翔ちゃんのおよよよめさんじゃないよ!?」

　あいすが真っ赤になって取り乱した。

「そうだよ斎藤さん、誤解だっていつも言っているじゃないか」

　極度の妹バカである翔は、一般的には十分に『変態』だ。そんな男の嫁だと言われたら誰だれでも迷めい惑わくだし、怒る。色いろ恋こいに興味はない翔でも、それくらいはさすがに理解していた。

「火のないところに煙けむりは立ちませんわよ？」

「ただの無責任な噂うわさだって……ああもう、本当にごめんね清野さん、また嫌な思いさせて」

「へ？　あ、いや、いやややややや、大丈夫、だよ？　あはは……は……はぁ」

　誤解がよほど嫌だったのか、あいすは力なくため息をついた。

「相変わらずの三文芝しば居いですこと。まったく、工鳴くんは本当に……」

「きゃああああああっ！」

　廊ろう下かに女子の悲鳴が響ひびき渡ったのは、ちょうどそんなときだった。

「まさか、アンダーハート!?」

　あいすが真剣な顔で立ち上がり、腰の電磁棒を手に取る。

「……の、ようですわね。ここ数日は静かだと思ってましたのに。でも、出てきた以上はぶちのめして差し上げないと……うふふ」

　悠子もまた、肩の竹刀袋を手に回した。

「翔ちゃんごめん、さきに食べてて！　ちょっとお仕置きしてくるから！」

　あいすと悠子があっという間に、教室を飛び出していく。

「アンダーハートってことは……また？」

　翔とは正反対に、思春期の欲求に素直すぎる一部の男子が結成したという秘密組織『アンダーハート』。ちょっとエッチな生写真を流通させているらしいその組織は、この三カ月で飛ひ躍やく的に活動をエスカレートさせ、秘密どころか、その名を広く知られていた。

　驚きよう異い的な科学力で作ったアイテムにより、女子に淫いん行こうを働く不ふ埒らちな集団、として。

「僕も行ったほうがいいかな」

　翔は少しでもあいすの助けになれればと思って、自分も教室を出た。

　廊下には四つん這ばいの女子がふたり。その周囲の床ゆかだけが、ピンク色で妙にネバネバしており、女子たちの体を拘こう束そくしていた。

「これはまた、変なものを持ち出して……」

　女子たちが手を持ち上げても、ネバネバがゴムのように収縮して、その体を再び床に縫ぬい付ける。トリモチか何かだろうか。まったくけしからんネバネバである。

　動けない女子たちの背後。主にお尻しりの後ろには、屈かがんでカメラを構える男子が数人。彼らの狙ねらいはあまりに明白だったが、

「ちっくしょおおおおおおおおおおおおおっ！」

　男子たちは、涙なみだながらに叫さけんでいた。

　本来なら丸見えのはずのスカートの中身が、まったく見えないからである。

　ノートサイズのクリーム色の光。『ＫＥＥＰ ＯＵＴ』と赤い文字を浮うかび上がらせる光の障しよう壁へきが何枚か出現し、女子たちの下着が衆目に晒さらされることを防いでいるのだ。

　常識的に考えてあり得ない現象だし、もし英えい知ち学園に転校生が来たら、まず自分の目を疑うだろう。だが、現実にその不思議な光は存在する。

　入学式……翔たちにとっては二年生としての始業式だったあの日から、三カ月。そして、アンダーハートの活動がエスカレートし始めてから、三カ月。この英知学園からチラリズムを奪うばい去った『秩ちつ序じよの光』について、知らない者はもういない。

　英知学園で囁ささやかれるいくつかの超ちよう能のう力りよく者しやの噂。これは、そのひとつ。

　不思議な光で女によ体たいの神秘を守る、正体不明の超能力者『モラリスト』の仕し業わざである。

「ふざけんなよモラリストォォォォォ！」

「ふざけてるのはそっちだよ……」

「いつも俺たちの想いを阻はばみやがっ……うごごごごごごっ！」

　悲痛の叫びが、悲鳴に変わる。男子に背後から接近したあいすが、バチバチと鳴る電磁棒でさっそくお仕置きしていた。

「想い？　性欲の間ま違ちがいでしょ？　男女の営いとなみには守るべき順序があるんだよ？　女の子への気持ちは優やさしく、慎つつましく。エッチな悪い人は、お仕置きしなきゃ……」

　口元が微笑ほほえみながらも、その目はどこか怖こわい。声も、トーンが低かった。

　彼女のことをマスコット風紀委員長と言い出した人は、きっと知らなかったに違いない。

　あいすはこの手の……いわゆるエッチな行こう為いや本などを前にすると、取りわけ厳しく、容よう赦しやがなくなる女の子なのだということを。

「はぁ、本当に、モラリストって誰なんだろうね？　風紀委員に入ってくれたら、もっと仕事がやりやすくなるのに」

「マスコットが来たぞ！　総員、指令を思い出せ！」

　男子たちが蛍けい光こう色な安物の水みず鉄でつ砲ぽうを取り出し、あいすに向ける。

　その直後、あいすの脇わきを一陣の風が吹ふき抜ぬけた。

「謎なぞの白い液体、発し……『快楽煩ぼん悩のうキラー』!?」

「ぎゃあああああああああああああああああっ!?」

　ドガガガガッ！　砕くだけた水鉄砲とともに、アンダーハートの男子全員が宙に浮く。

　その下には、竹刀を振ふり抜いた状態で止まっている悠子がいた。

「……僕の出る幕はなかったかな」

　もはや超人と呼んでも差し支つかえない強さを誇ほこる武闘派、斎藤悠子の、あっという間の鎮ちん圧あつ劇。学園の風紀が守られたことに、翔はひとり安あん堵どしたが……。

　床に落ちた男子たちに遅おくれ、砕けた水鉄砲の中身が、廊下に降り注ぐ。

「って！　ふたりとも上っ！」

　ビシャッ。翔の叫びも虚むなしく、ふたりは頭から牛乳をかぶったようになってしまった。

「ちょっ、な、何これ!?」

　鼻はな頭がしらを垂れる液体を、指で掬すくい取るあいす。その姿が、妙みように艶なまめかしい。

　悠子に至っては掬い取った液体をペロリと舐なめたものだから、余計にだ。

「どこかの乳にゆう酸さん菌きん飲料の味ですけれど、これは……」

　液体が白いだけで、なぜこうも卑ひ猥わいに見えるのか。けしからん妄もう想そうをしてくださいと言わんばかりの光景だった。もっとも、翔の堅けん固ごな精神は何の反応も示さないわけだが。

「清野さん、斎藤さん、とりあえずこれで」

　翔はただ冷静に、ポケットからハンカチとティッシュを取り出した。

「え、ちょま……こっ、これ、うううう嘘うそでしょ!?」

　だが、あいすは何やら慌あわて出していた。彼女の髪かみから滴したたった白はく濁だく液が、制服の肩かたに染しみを作り、徐じよ々じよに広がって……違う。

　肌はだが、現れ始めている。あいすと悠子の制服は、肩口から徐々に溶とけ始めていた。

　健康的な肌はだ色いろが少しずつ面積を増し、やがてツヤのある肩が丸ごと露あらわになる。途と中ちゆうで見えたブラジャーの肩かた紐ひもすらも、まるで虫食いのように穴が開き、消えてなくなった。

「本当に才能の無む駄だ遣づかいですこと。そういう液体でしたのね」

　呆あきれてため息をついた悠子とは対照的に、

「い……いいいいいやああああっ！」

　頬ほおを朱しゆに染め、涙目になるあいす。彼女は切れたブラ紐を手で押さえながら、自分を抱だく格好でペタンと座り込んだ。

　だが、白濁液の侵しん略りやくは止まらない。袖そでを残したまま下へ、さらに下へ。制服の溶よう解かいは容赦なく進み、あいすの肌色の面積は、秒刻みで広がっていった。

　首元のリボンも溶け、ボタンを止める糸も溶けて、シャツの前面が開いてしまう。

　あいすが交差した腕うでの隙すき間まから、鎖さ骨こつが覗のぞく。さっきブラ紐は溶けてしまったから、このまま溶解が下に進むと、当然……。

「やああああーっ！　翔ちゃん見ないでぇぇ！　あっち行っててぇぇ！」

　あいすの悲鳴で、翔は反射的に手を顔に寄せ、視界を真っ暗にした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　何も見えてないから！」

　一いつ瞬しゆんで罪悪感が沸わき上がり、思わず慌ててしまう。

　ひとまずこのまま教室に戻もどって、何か体を隠かくせるものを持って来ないと。

「ちょっと待ってて。いまタオルか何かを……ぬあっ!?」

　だが、目を塞ふさいだままの翔は、教室のドアの縁へりに当たって、尻もちをついてしまった。

　目を覆おおっていた手が離はなれる。その瞬間、翔が見たものは……。

「…………あ」

　あいすのあまりの取り乱しように流されて、翔はつい忘れてしまっていた。

　制服の溶解が進行したあいすは、白い肌がお腹なかに至るまで晒され、鎖骨も見えているし、オヘソも見えているしと、確かにあられもない格好で座っている。

　だが……ＫＥＥＰ ＯＵＴ。

　鎖骨とオヘソの間にある控ひかえめな胸むな元もとは、おそらくクロスしているだろう腕と秩序の光の二重防ぼう壁へきによって、そこだけしっかりガードされていた。

「見たくても見せたくても見えないのが、この学園の常でしょうに」

　悠子が平然と、ネバネバに拘束された女子たちに歩み寄る。

　こちらは女子ならまず羨うらやむだろう引き締しまった腹部、普ふ通つうの男子なら憧あこがれずにはいられないだろう理想的なくびれが、惜おしげもなく衆目に晒されている。だが、その豊満な胸だけは、やはり秩序の光によって守られていた。

「皆みなさん、とっくに慣れてますわよ？　……ふっ！」

　スパン！　一いつ閃せんされた竹刀しないはまるで刃は物もの。女子たちを拘束していた床のネバネバは、ものの見事に斬きり裂さかれた。

「ありがと斎藤さん。ホント、面めん倒どうだよねぇ。制服弁べん償しようしてよって感じ」

　女子たちも制服はすっかり溶けていたが、あいすのように慌ててはいない。それどころか、腰こしに手を当て胸を張り、床に転がっている男子たちを蹴け飛とばす有様だった。

「まったく、あいすは恥はずかしがり屋さんすぎますわ」

「いや、あまり堂々としてるのもどうかと思うよ？」

　せめてもう少し、恥じらいというものを持った方がいい。

　モラリストがいるからといって慎つつしみを失なくすのは、それはそれでダメだと思う翔だった。




　　　　◆




　六時間目の終しゆう了りよう間ま際ぎわ、翔はまだかまだかと、解放の瞬間を待っていた。

「さて、では今日はここまでとするが……」

　サラサラの髪は長すぎず短すぎずの真ん中分け。凜り々りしさと清潔感を併あわせ持つその容姿は、人気の若手俳優もまさに顔負けで、まるでＣＧか何かのよう。

　そんな翔たちの担任教師、虹にじ元もと統とう治じが、教きよう壇だんから翔を睨にらんだ。

「工鳴、俺も大事な妹がいるから気持ちはわかるが……授業中の貧びん乏ぼうゆすりはやめろ」

　蛇へびに睨まれた蛙かえるのごとく、ぞわっと鳥とり肌はだが立つ。

　統治は最さい後こう尾び窓まど際ぎわの席に座る翔のかすかな貧乏ゆすりを、教壇から把は握あくしていた。

「どうしても授業に集中できないなら、『ルール』の制定も検討する。注意するように」

　超がつくイケメンで複数の博士号を持ち、格かく闘とう技ぎの世界王者にも余よ裕ゆうで勝てるらしい反則級の完かん璧ぺき超人。そんな統治がなぜ今年、しかも入学式の次の日からという微び妙みようさで、英知学園に赴ふ任にんしてきたのか。噂うわさによると、完璧な先生の完璧な妹として校内では有名な、一年の学年首席、虹元夢む依いとかいう少女のためらしい。

　翔はその統治の妹を見たことはないし、噂の真相も実際のところ不明だ。だがとにかく、彼の作ったいくつかの『ルール』（廊ろう下かは走るな、授業中は携けい帯たい電話の電源を切れなど、ごく当たり前のことが大半）に逆らえば、手ひどく指導されることは明日。

　以前授業中にこっそり漫まん画がを読んだ男子などは、統治に派手に蹴けり飛ばされ、教室から校庭にあるサッカーゴールに放ほうり込まれたほどだった。

「はい、気をつけます。すみませんでした」

　モラリストとはまた違った、恐きよう怖ふという名の秩序に逆らうなんて自殺行為、翔には到とう底ていできるわけがなかった。

「よろしい。ではこのままホームルームだ。妹バカな工鳴のために、手短に済ませてやろう。連れん絡らく事じ項こうは特にないが、明あ日すの体育からプールだ。女子は水着を忘れるな。以上」

　クラスの委員長の号令で、生徒たちが起立する。

「では、本日は終業とする」

　礼の号令とピッタリ同じタイミングで、六時間目終了のチャイムが鳴った。

　続く着席の号令と同時に、翔は鞄かばんを手に取り、席を離れた。

　これでやっと深彩に会える。翔はすぐに駆かけ出したい気持ちでいっぱいだったが、

「工鳴、『ルール』は守れよ？」

「も、もちろんですよ。廊下は走りません。大丈夫です！」

　目の前に統治がいたため、競歩のようにずんずんと、早足で歩くことになった。
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　校庭を走る翔の姿を、とある教室の窓から、ひとりの男子が見守っていた。

　赤茶けたツンツン頭で、ワイルドな顔つきの彼の名は、山やま基き桜さくら之の介すけ。その手には、翔の情報を細かくまとめたレポートが握にぎられていた。

「指示通りに逆転可能状じよう況きようをわざと作れば、案の定、でした。あの逆転はやはり……」

　男子ソフトボール部のエース、佐藤が、桜之介の背に声をかける。

「最初は驚おどろいたがな。もう必然だろう。『クライマックスブラザー』とでも呼ぶか」

　桜之介が満足げに腕を組み、背後を振り向く。

　その教室には、十数人の男子のみがたむろしていた。

「救世主。決まりだな」

「ええ、長かったですね。これで俺たちは……」

「それじゃ、さっさと引き込みましょうぜ！」

　男子たちが全員立ち上がる。だが、桜之介は……。

「まあ待て、まだだ。まだ早い」

「山基さん、なぜです!?　俺たちはもう三カ月も辛しん酸さんを嘗なめ続けてるんですよ!?」

「だから超ちよう能のう力りよく者しやには超能力者だって、モラリストに匹ひつ敵てきする人材を探しに探して……やっと見つけたってのに！」

「今日だって、工鳴の対応を見るためだけに何人犠ぎ牲せいになったと思ってるんですか！」

「八人。尊い犠牲だった……」

　桜之介が悲しそうな顔で即そく答とうした。

「だが、嫁よめの脱だつ衣いにあの反応で、冷静に隠すのを手伝う始末だ。工鳴……ブラザーがいかに必要な人材でも、志こころざしが違ちがいすぎる。いま加入させても、災いを招くだけなんだよ」

「そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合ですか！」

「大丈夫、ブラザーも男だ。その日は必ず来る。ああいう奴やつほど一度で壮そう絶ぜつに花開く！」

「でも！」

　興奮する男子たちを、桜之介が神しん妙みような顔で見つめる。

「すまんが、もう少しだけ耐たえてくれ。勘かんだが……あいつの覚かく醒せいは近い気がするんだ」

　男子たちはそれで落ちついたのか、やがて各おの々おのが椅い子すや机に座り直した。

「すみません、山基さんがそう言うなら」

「あなたの勘と切り札なくして、俺たちは……。わかりました。待ちます」

「ありがとう同志諸君。その下心のアツさは、確かに受け取ったぜ。そんじゃ、今日はひとまず仕込みといこうか。いつブラザーが覚醒してもいいように、な」

　桜之介が再び、窓の外を見る。もう翔の姿は見えないが、それでも桜之介は呟つぶやいた。

「待ってるぜ、ブラザー。おまえの覚醒の日を……」
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　英知学園を出た翔は、病院に向かうまえに、自営業の小さな書店に立ち寄っていた。深彩に頼たのまれていた本を買っていくためである。

　深彩は歳とし不相応に、翔にも難解な文学書を好んでいた。時折、そうと知らずに卑ひ猥わいな単語の意味を尋たずねてくるのは困りものだったが、おかげで、同年齢の子供よりはかなり博学……のはずだと、翔は思っていた。

「あった。えーっと、二巻だから……」

　書店で翔が見つけたのは、世界的に有名な作家によるらしい長編小説『カラマーゾフの兄弟』の第二巻。翔も第一巻は読んだが、イマドキの文庫本とは表現や文体が大おお幅はばに違い、読み終えるのは正直に言って辛つらかった。

「でも、読まなきゃ話が合わせられないし……はぁ。またがんばろう」

　目的の本を手に取り、レジへと向かう。

　小さなレジの前には、英知学園女子の制服を着た先客がいた。

　綺き麗れいな黒くろ髪かみは腰ほどまでの長さ。身長的にはあいすと同じくらいで、足元は白黒縞しま々しまなニーソックス。そこまでは良いが……。

　背中には登山さながらの、パンパンに膨ふくれた巨きよ大だいリュック。左右の肩かたには、何かのキャラクターが描えがかれたトートバッグがひとつずつ。さらにスカートの上には、いくつものホルダーがついた奇き妙みようなベルトが巻かれている。電気工の人が使いそうなものだが、それにしてはホルダーのサイズが少し大きく、彼女の異様さに拍はく車しやをかけていた。

「えーっと……本当にいいんですか？　全部同じ本ですよ？　十冊も？」

　店員が困ったような顔で言った。翔もまた、首を傾かしげた。

「『ご存じないのですか!?』です。これだからニューカマーは……ええ、構いません。最低でも三つはＢＵＹする。可能であれば平らげる。プロならばこれは仕様です」

　彼女は最初以外をクールに言ったが、内容は見事に意味不明である。

　不ふ審しん者しやを見るような目になった店員を急せかして精算を済ませると、女の子はゆっくりした足取りで、店の出入り口に向かっていった。

　女の子の黒髪がふわっと舞まい、顔が見える。釣つり目気味で気は強そうだが、その造型は出来すぎなほどに整っていた。以前翔は、彼女を学園で見た気がするが、どこだったか。

　なんて思っていたら、女の子が書店の入り口で足を止めた。

「ぬっ!?　……くっ……くぅぅぅっ！」

　どうやら膨らみすぎたリュックが、ドアの枠わくに引っ掛かかったらしい。

「ぅぅ……フ、フフ。私の中の闇やみが疼うずく……約束された理想郷はもうすぐそこなのに、猛たける獣じゆう性せいは抑おさえがたい。ああ、言うことを聞いてくださいよ、マイボディ」

　だからつまりどういう意味なのか。

「こんなところで手間取ってはやっていられないんですよ……ふぉおおおおっ！」

　女の子はやがて、力いっぱい体を前に出し……ブチッ。

「ふぅ。これで『問題はすべてクリアー』です。さあ、行きましょう。私の世界へ」

　何事もなかったように、書店をあとにした。

　翔はただ茫ぼう然ぜんと、奇妙な言動をくり広げた彼女の背を見送る。

「……あ、す、すいません！　すぐ会計します！」

「あ、いえいえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　店員と共に気を取り直した翔は、自分の会計を済ませて、本を鞄にしまった。

　そして、書店を出ようとしたところで……ふと、気がついた。

「ん？　これ、もしかしてさっきの？」

　書店の入り口に、一冊の文庫本が落ちていた。

「あの子の落とし物……か」

　翔は文庫本を拾い、持ち主に届けようと、すぐに書店を出た。

　だが、あたりを見回しても、あの女の子はどこにも見当たらない。

「あれ？　見失うはずはないと思うけど……。でも、いないんじゃあなぁ……」

　拾った文庫本の表紙には、学生服を着た男女が漫画のようなイラストで描かれていた。女子の方の手は、どういうわけか雷かみなりを帯びている。タイトルは『ヤヴォール・マインヘル』の第二十四巻。サブタイトルと思おぼしき文字列の末まつ尾びには（前編）と書いてあった。

【『教えて。君の本心……』。今度の能力者は寡か黙もくなテレパシスト!?　またまた新章突とつ入にゆう！　ハイスピード異能バトル『ヤヴォール・マインヘル』第二十四巻、本日発売！】

　と、書店の入り口にある小さな広告用モニターから、その本の題名が聞こえてきた。

　モニターではちょっとしたアニメが流れたあとに、付属の抽ちゆう選せん券をインターネットで応おう募ぼすると……といった具合で、キャンペーンが告知されていた。

「う～ん、困ったなあ。早く深彩のところに行きたいんだけど……」

　翔はモニターを見ながら唸うなったが、大事な妹の名前を呟いたら、一刻も早く深彩の顔が見たくてしょうがなくなった。

　あの女の子は英知学園高等部の生徒。それなら、明日学園で捜して届ければいい。

　翔は落とし物の文庫本を『カラマーゾフの兄弟』第二巻と共に鞄にしまい、深彩が待つ病院へとダッシュした。
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　樂乃市の中心にそびえ立つ、そこだけ盛り上がってできた山『樂らく山ざん』。そのふもとに、大きな白い建物……五年前から深彩がずっとお世話になっている大病院がある。

　ここのところ深彩の体調は悪化しがちだったが、今日は大丈夫だろうか。なんてことを考えながら、病院のエントランスに入った翔だったが……。

「あれ？　珍めずらしいな。どうしたんだろう」

　見慣れた若い看護師の姿を見つけると、何やら嫌いやな予感がした。深彩を担当する彼女は、基本的に深彩がいる病びよう棟とうのナースステーションに常じよう駐ちゆうしているはずなのに。

　と、看護師が翔を見つけ、慌あわてた様子の小走りでこちらにやって来た。

「翔くんたいへん、深彩ちゃんがいなくなっちゃったの」

「はぁ!?　な、何ですって!?」

　一いつ瞬しゆんで身の毛がよだつ。

　だが、深彩の病気は、恒こう常じよう的に体温が四十度を超こえ、原因不明のまま体が弱り、ときに心肺停止すらしかけることもある、という、現代医学の枠を超えたシロモノだ。そもそも、満足に病室からも出歩けないはずなのに……。

「まさか……深彩の体調、良くなったんですか？」

「良くなったどころか、昼過ぎには体温が四十一度を超えて……」

　瞬間、激げつ昂こうした。

「なら無理なことくらいわかるでしょう！　病院の中はちゃんと捜したんですか！」

「もちろん捜したわ。でも、どこにもいないのよ」

「患かん者じやのことくらいちゃんと看みて…………ぐっ。すみません。取り乱しました」

　高熱のままなら、きっと深彩はどこかで倒たおれて動けなくなっている。怒ど鳴なっている暇ひまがあるなら、一刻も早く深彩を捜すべきだった。

　ゴロゴロと、病院の中まで雷の音が聞こえてくる。続いて、激しい水音。外ではいつの間にか、雷混じりの豪ごう雨うが降り出したらしい。

　もし深彩が病院の外にいるのなら、今いま頃ごろは……。

「ねぇ翔くん、深彩ちゃんの行き先、心当たりないかしら？」

　翔は兄として、この五年間毎日深彩を見続けてきた。その幸せを願い続けてきた。だから見落としなどない。あってはならない。

　深彩は何を求めていた？　どうしたいと願っていた？　何に興味を持っていた？




『ねぇあにー。あにーは、でんせつのきのうわさってしってる？』




　翔が記き憶おくから探さぐり当てたのは、翔を『あにー』と呼ぶ深彩の、そんな言葉だった。

　伝説の樹きとは、樂山の頂上にある樹じゆ齢れい不明の巨きよ木ぼく『樂乃大樹』のことである。

　その樂乃市のシンボルには、大樹に宿る精せい霊れいが願いを叶かなえてくれる、という噂うわさがあるのだった。もっとも、大半の人はその噂はデタラメだとして信じないが……。

『わたしはしんじたいな。とおくからでもおねがいしたから、たすかったきがするの』

　かつて深彩の体調が過去最大級に悪化し、一時は心肺停止しながらも、何とか持ち直してくれた日。目覚めた深彩は、確かにそう言っていた。

　あの時、翔は深彩が元気になったら、いっしょに樂乃大樹にお参りに行こうと約束し、自分は帰りに樂乃大樹に寄って、深彩の病気が治るようにと願いをかけた。

　以来、深彩はよく窓から樂山を眺ながめていた。だから、きっと。

「これお願いします！　深彩を捜さがしてきます！」

　翔は看護師に鞄かばんを押し付け、深彩を抱かかえるための手を空けて、病院を飛び出した。

　豪雨で制服がすぐにずぶ濡ぬれになり、体に張りつく。

　病院の裏手から、樂山を登る林道へ。翔はどこかに深彩が倒れていないか、周囲を見回しながら、林道を走る。

　息が切れても足を止めず、翔は雨の中、ひたすらに樂山を駆かけ登った。

「どこだ、どこにいるんだ！　深彩！」

　翔の叫さけびの直後、空で激しい雷らい鳴めいが響ひびいた。

　ピカッと閃せん光こうが迸ほとばしり、見たこともない赤色の雷が、翔の遥はるか前方に落ちる。

　爆ばく発はつのような轟ごう音おんに、バリバリと木が裂さける音が続き？

「なっ!?　うおわっ!?」

　翔は反射的に頭を抱えてうずくまった。風切り音とともに、前方から迫せまってきていた木々の破は片へんが、いくつも頭上を通過する。背後では、さらに木々の割れる音が連れん鎖さした。

　やがて、音の連鎖が完全に止まる。翔は恐おそる恐る顔を上げ……驚きよう愕がくした。

「何だ、これ……嘘うそだろう？」

　雷の落下地点を中心に、直径五十メートルほどのクレーターが出来上がっている。一発の落雷がもたらした被ひ害がいにしては、それはあまりに大きすぎた。

　またひとつ、樂山の向こう側に赤い雷が落ち、爆音を響かせる。

　大昔の予言にあったように、もしも世界が滅ほろびるのだとしたら、終わりの始まりはきっとこんな感じではないのか、という気すらした。

　だが、仮にこれが世界の滅びなのだとしても、いまはどうでもいい。

「無事だよな!?　巻き込まれてないよな!?」

　深彩の安否のほうが、翔にはずっとずっと心配だった。

　クレーターを一直線に駆け抜ぬけ、翔は林道の続きを、最後まで登って行く。

　しばらくすると、林道と山頂の広場を分ける柵さくが見えてきた。

　深彩はきっと、あそこにいる。翔はそう信じて、山頂の広場に入った。

　広場の奥にあるちょっとした崖がけの手前に、昔テレビのＣＭで見たような巨木……樂乃大樹がそびえ立っている。パラソルのように広がる枝葉は、まるで屋根のような趣おもむきだった。

「あれ……は……？」

　翔はまだやや遠い樂乃大樹の幹を見て、思わず目をこする。

　大樹の根元に見える、奇妙な赤い光。そこに、誰だれかが倒れていた。

「見つけた！　深彩！」

　白黒ツートンカラーの服は、深彩が好んでいるパジャマに違ちがいない。

　赤く光っているのは、深彩の背中にある、星型を歪いびつにしたような大きなアザだ。

　もちろん、アザが光るなど常識では考えられない現象である。だが、翔は以前にもその光を見たことがあったから、すぐに確信できた。あの時、深彩は……。

「まさか……生きてるな!?　生きてるよな!?」

　深彩に駆け寄り、一四〇・二センチの体を抱だき起こす。

　部分的に三つ編みを作った長めの髪かみは、木こ陰かげにいたからか、少しも雨に濡れていない。だが、いつもは熱すぎる深彩の体は、ずぶ濡れの翔ですらわかるほどに冷たかった。

「深彩、返事をしてくれ！　深彩！　深彩！」

「…………あ……れ？　あにー……、そこに、いるの？」

　か細く弱々しい声と共に、深彩がうっすらと目を開けた。

「ああ！　ああ！　ここにいる！　深彩、目が見えないのか？」

　宙をさまよう深彩の手を、翔は優やさしく、しかしぎゅっと握にぎる。

「ごめんね……どうしても、ここに……きたくて……」

「しっかりするんだ深彩！　そんなことはもういいから！　何でもいいから！」

「わたし、こんどこそ……だめ……みたい」

　耐たえ難がたい感情が溢あふれすぎて、おかしくなりそうだった。

　翔が以前、深彩のアザが光るのを見たのは、心肺停止の寸前、だったのだから。

「ダメだなんて言うな！　ほら、兄ちゃんがすぐ病院に連れてってやるから！」

「あにー……あいすおねぇちゃんと、なかよくね？」

　深彩が一瞬だけ微笑ほほえむと、その体から力が抜け……。

「深彩！　気をしっかり持つんだ！　深彩ぁ！」

　翔は滑すべり落ちようとする深彩の手を握り直し、叫んだ。

　しかし、深彩は目を閉じる。その瞼まぶたから、一筋の涙なみだがこぼれ落ちた。




「…………バイバイ、あにー」




　脈が……止まった。

「じょ、冗じよう談だんはやめ………………う、嘘……だろ？」

　赤い雷がまた、樂山のどこかに落ちる。その轟音が、翔のショックを代弁した。

「嘘だって言ってくれ！　深彩ぁ！」

　豪雨の音がピタリと止やみ、大樹の枝葉の隙すき間まから一筋の光が差し込んでくる。その光に導かれるように、深彩の周囲にオーロラのような、七色に輝かがやく光の粒つぶが浮うかび上がった。

　光の粒が、深彩の頭上でクルクルと回る。それはとても神秘的な光景だったが、翔にはまるで、天使が深彩を遠いところに連れていくように思えて……。

「だ、ダメだ！　深彩！　逝いっちゃダメだ！」

　パリン！　七色の光の粒が、ガラスが割れたような音とともに弾はじける。深彩の背で輝いていた赤が、虹にじ色いろとともに消えていく。

「深彩ああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁっ！」

「五う月る蠅さいわっ！」

　ゴッ！「ぐあぁっ!?　…………え？　な、ななな、何が!?」

　瞬間、翔の思考はかつてないほどに混乱した。

　深彩が翔を殴なぐり飛ばした挙げ句、自力で、しかも軽々と立ちあがった？

「まったくひどい寝ね起おきであるな。む？　貴様は、まさか……」

　木陰にあって、うっすら赤く光って見える深彩の瞳ひとみが、翔を見み据すえる。

「小こ僧ぞう、この器うつわ、『貴様の関係者』か？」

　だが、とにかく深彩の体が動いているわけだから？

「よ、良かった！　深彩！　生き返ったんだな！」

「なっ!?　痴しれ者めが！」

　ゴッ！　感極きわまって抱だきつこうとした翔の腹に、深彩の拳こぶしが埋うまった。

「ぐあっ……深彩、どうしちゃったんだ！　兄ちゃんだ！　わからないのか!?」

　そこで翔はふと思い出した。深彩がこういう変な言動をする時はいつも……。

「そうか、また悪ふざけなんだな？　こんなときに、まったく……。でもそれなら……はははっ、兄ちゃん完全に引っかかっちゃったじゃないか」

「……小僧、何を笑っておる？」

「あれだろ？　また小説の登場人物の真ま似ねだよな？　カラマーゾフの兄弟の。深彩、あのフョードルっていう爺じいさんを気に入って、がんばって低い声出して真似してたじゃないか。『いま貴方あなたの前にいるのは、本物の道どう化けにございます！』って！」

「ええぃ！　寄るなと言っておろうが！」

　再び抱きつこうとした翔の襟えり元もとを、深彩が掴つかむ。

　深彩は腕うで一本で翔の体を振ふり回し、樂乃大樹の幹にドカンと叩たたきつけた。

　衝しよう撃げきにむせるなか、翔を幹に押しつける深彩の腕から、パキッと嫌いやな音が聞こえた。
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「むぅ……もろいな。注意せねば」

　と、深彩の腕に一いつ瞬しゆん、虹色の光が浮かび上がって……パリン！

　深彩が光の弾け飛んだ手を放はなして、尻しりもちをついた翔を見み下くだした。

「小僧、貴様の妹はこのような真似ができる体だったのか？　否いな、であろう？」

　赤く光る瞳が翔を射い貫ぬく。言われてみれば、それは確かにそうだった。

　深彩は大人しいのだ。純真なのだ。ちょっと悪ふざけをするし、おませなところもあるが、間違ってもこんなに野や蛮ばんではない。瞳が赤く光ったりも、していない。

「じゃあ君は何だっていうんだ！　深彩の隠かくれた二重人格だとでもいうのか！」

「我われは樂乃大樹の精せい霊れい、ティファレだ。いまは、この器に宿っておるがな」

「精霊だって？　そんなこと、信じられるわけが……」

「言うとは思ったがな。では問おう。さきほどの赤せき雷らい、この世で自然に起こり得ることではなかろう。それがなぜ、突とつ如じよとして始まり、突如として止まったと思う？」

　深彩の体に宿る精霊とやらが、ピッと指を突つき出す。

　樂乃大樹の枝葉と地面の間に見える空は、さきほどの豪ごう雨うと雷鳴などなかったかのように、もうすっかり青空になっていた。

「我が抑おさえたからなのだよ。あれはこの器から溢れ出た力の奔ほん流りゆう。此こ度たびの大事は、この器に宿る七種類もの『神しん種しゆ』が競合して起きたことだ」

「は……？　え？　何？　神種？」

「平たく言えば超ちよう能のう力りよく者しやの種である。本来、神種はひとりひとつ。だが、この器にはどういうわけか七つも着ちやく床しようしていてな」

「深彩が超能力者……だって？」

　そんなはずはない。翔の知らない深彩の情報など存在しない。だからそれは嘘うそ、

「正しくは、これから超能力者になる可能性がある、だ」

　……ではないのかもしれない。

「本来は神種の発芽後にできるものだが、この背のアザこそ、その証明。この器の内ではな、小僧。神種同士が争っておるのだ。その衝しよう突とつによる力の奔流は器からこぼれ続け、そしてついに今日、器そのものに穴を開けた。器がこの場に来たのは、神種の根源である我を、本能的に求めてのことであったのだろうよ」

　深彩のアザ。光るアザなんていう滑こつ稽けいな代しろ物ものは、五年前の事故でできたものだとばかり思っていたが、それが神種とやらに関係しているのなら？

　翔は自じ称しよう精せい霊れいの言うことを頭を働かせて噛かみ砕くだき……答えを導き出した。

「じゃあ、深彩の病気ってまさか……」

「五年前から、であろう？　我が神種を世に放った時期と同じはずだ。異常な発熱でも起こしていた……か？　よくもまあもったものだ。資質があるのだろうな。この器には」

　この精霊の話はずいぶんファンタジーだが、そもそもが常識的には考えられない深彩の病気。それを即そく座ざに言い当てているのだから、翔としては信じるほかなかった。

「え、でも、ちょっと待てよ？　それじゃあ……」

　だが、混乱する頭が冷静さを取り戻もどしてきたら、翔はまた別の問題に気づいてしまった。

　深彩の体に宿る精霊……ティファレは確かに言ったのだ。我が神種を世に放った、と。

　なんてこった、最悪じゃないか……。

「……出て行ってくれ」

　翔は沸わき上がった怒いかりに身を任せ、凄すご味みを利きかせて言った。

「深彩の体から出て行ってくれ！　神種の根源？　なら君のせいで深彩が病気になったんじゃないか！　だから深彩は……死んで……くぅっ」

　そんな奴やつにこれ以上、大事な妹の体を好きにされてたまるか。翔の何より大事な深彩……その亡なき骸がらを使うなど、万ばん死しに値あたいする。

「深彩の亡骸を冒ぼう涜とくなんてさせない！　せめて最後まで僕が……守り抜ぬく！」

「なっ、貴様!?　……くっ！」

　翔は深彩の体に飛びかかる。ティファレはなぜか、今度は抵てい抗こうしなかった。

　背中と膝ひざの裏に手を回し、翔は深彩の体を持ち上げる。お姫ひめ様さま抱だっこ、だった。

「……何のつもりだ？　器の問題さえなければ消し炭にするところだぞ」

　翔はティファレを無視して、広場の奥にある崖がけに向かった。

「こ、小僧、貴様まさか……」

　柵さくを大おお股またで越こえ、崖っぷちに立って下を覗のぞく。これだけ高さがあれば、きっと。

「深彩、兄ちゃんはずっと深彩のそばにいるからな……」

　翔は空を見上げ、亡なき妹を想おもって呟つぶやいた。

「待て！　待て待て待て待て小僧！　ええぃ！　待てと言っておろうが！」

「邪じや魔まをしないでくれ！　僕は深彩と逝ゆくんだ！」

　ティファレが慌あわてて翔の腕から逃のがれようと暴れたが、翔はその体を放さず、

　天国への一歩を、踏ふみ出した。

「この器は死してなどおらぬぞ！」

「……え？　っと、ととととととぉおおおおおああああっ！」

　だが、迷いなく踏み出した足は当然すぐには止まらない。

　翔は大おお慌あわてで、深彩の体を後方に投げ……、

「ぬあああああああああああああああああああぁっ！　でやああああっ！」

　自分は思い切り体をねじり、崖の縁へりに手を伸のばした。

　普ふ通つう、無理。自分でもそう思う。だからこれは、本物の奇き跡せきだったのかもしれない。

　翔の手は『偶ぐう然ぜんにも』崖の縁を捉とらえ、落ちゆく体を支えていた。

　両手で崖っぷちに掴まって体を安定せ、火事場の馬鹿力で這はい上る。

「いま何て言ったんだ!?」

「痴しれ者ものが！　器が割れれば樂乃市が吹ふっ飛ぶのだぞ！　だから我が降臨して」

「そんなことはどうでもいい！」

「いいわけないわ馬鹿めが！」

「いいから早く答えてくれ！」

　と、ティファレはものすごく呆あきれた顔で、深いため息をついた。

「……生きておるし、助かる方法もある。まったく、早とちりおって」

「深彩が……生きてる？　本当に？　……ああ……ああっ！」

　翔の心中で踊おどる天使が、歓かん喜きで狂くるい死にしそうだった。

「そういう大事なことはさきに言ってくれないかな！」

「言ったであろうが！」

　ティファレは怒おこっていたが、その言葉が本当か嘘かは、考えるまでもなかった。

「嘘だ！　深彩が生きてるって聞けば、この僕が喜ばないわけがない！」

「ぬ…………ぬぅ？　い、言ったであろう？」

　後ろめたそうな顔で言い直されても、説得力は皆かい無むである。

「聞いてない！　断じて何も聞いてない！」

「……そ、そうで、あった……か？　ええい！　そんな些さ事じはもう良い！　また暴れられてはかなわぬからな！　面めん倒どうだが、我が貴様に事情を説明してやろう！」

　一転して強気になったティファレが、はぐらかしにかかっているのは明らかだった。

　だが、何より大切なのは深彩が生きているというただ一点のみ。危あやうく無理心中しかけたが、とにかく助かっているのだから、翔としてはもう何でもよかった。

　ティファレがひと息ついてから、翔を見み据すえて説明を始める。

「まず大前提だ。この器うつわが秘ひめる力が器の死で一いつ斉せいに溢あふれると、吹っ飛ぶのだよ。ここいら一帯、丸ごとな。ゆえ、我が猛たける神種を抑え、危機を止めた。ここまでは良いか？」

「あ、ああ。とりあえずは……」

　翔が頷うなずくと、ティファレもまた、「よし」と頷いた。

「この器が積み重ねた破損はすでに限界。少量だが、力は漏もれ続けている。我が神種を抑えようとやがて自じ滅めつし、再び今日のようなことを起こすだろう。ゆえ、我は処置をしたいのだ。破は壊かいか、それとも、調整か。仔この宿主を無下にはできぬゆえ、我としては後者を選びたい。それなら器は健全な体も取り戻す。悪い話ではなかろう？」

「ほ、本当かい!?　本当にそんなことが……いや、できる、んだろうね」

　ずいぶんと都合のいい話だったが、翔はこれまで見てきたファンタジーな流れから、もうすべてを受け入れることに決めた。

　翔が納なつ得とくしたのを見届けると、ティファレは説明を続ける。

「だが、調整はいわば猟りよう犬けんの躾しつけでな。いまの我では養分……まあ、『えねるぎー』？というやつが足りず、根本的な処置ができぬ。ゆえ、契けい約やく者しやを得て、不足の養分を集めさせる必要があるのだ。わかったか？　そのために貴様は」

「ああわかったよ！　深彩のためなら何だって喜んでやる！　僕は何をすればいい!?　いまここで死ねばいいのか!?　悪あく魔まに魂たましいを売り渡わたせばいいのか!?」

　数分まえまでの怒りはどこへやら。翔にはいま、ティファレが救世主に見えていた。

「小こ僧ぞう、落ち着け。悪いが、貴様には無理だ」

　え？　と、思わず間ま抜ぬけな声が出る。てっきり、自分が契約者になるとばかり……。

「貴様はこの器とより親しい雌めす……女を我に宛あてがえば良い。あとはこちらでやる」

「そんな……いや、でも！　深彩のことを人任せになんてできない！」

　一瞬、あいすの顔が脳のう裏りに浮うかびはした。だが、すべては深彩の完治のためだ。どう考えても翔が最適任だし、誰だれかに譲ゆずる気も、あいすに迷めい惑わくをかける気も起きなかった。

「そう言われても困るな。我が契約者に証あかしとして授さずける『神しん芽が』……まあ、神種が芽め吹ぶいたものだが、我を元とする神種は、我と根源の同じ雌めすにしか着床せぬのだから」

「そんなのやってみなくちゃわからないだろう！」

「わかるのだよ。無理なものは無理だ。昔も、今もな」

「深彩のためなら僕は命だって懸かけられる！　どんな困難だって乗り越えてみせる！」

　翔はティファレの肩かたを掴つかんで、立て続けに叫さけんだ。

「だから落ち着けと言っておるだろうが……」

「なら無理と決めつけずに、せめて挑ちよう戦せんくらいはさせてくれ！　でなきゃ譲れないし、落ち着けるはずもない！」

　視線が交こう錯さくする。赤く光る瞳ひとみを、翔はかつてない真しん剣けんさで見据えた。

　妙みように鋭するどいティファレの眼光を浴びせられ、首筋がピリピリする。統治に睨にらまれたときの緊きん張ちようとは根本的に別種の、得体の知れない恐きよう怖ふを感じた。

　だが、それでも翔は引かず、息を呑のむこともせず、ティファレと目を合わせ続ける。

　やがてティファレが目を閉じ、深いため息をついた。

「わかりきった失敗の先に待つのは……死だ。それでも、貴様はまだやると言えるか？」

「聞くまでもない！　世界一大事な妹のために命を懸けるのは当たりまえだ！」

　もとより深彩のために生きている身だ。深彩の完治……幸せという希望が見えているのに、ここで尻しり込ごみする程度では、真に妹バカは名乗れない。

「一いち途ず……か。誠まことに真しん摯しで、眩まぶしいな。……ならば、良かろう」

　杯さかずきを持つようにしたティファレの手に、七色の光の粒つぶが現れる。それらはやがて混ざり合い、虹にじ色いろの釘くぎへと形を変えた。

「そこまで言うのなら、致いたしてあきらめ、散るがよい。小僧、胸を晒さらし、名乗れ。滑稽なる強き想いの残ざん滓しとして、その名、我の記き憶おくに刻んでおく」

「……工鳴、翔だ」

　言われたとおりにワイシャツの胸むな元もとを開き、翔は深呼吸する。

「貴様が雌であったらと、残念でならぬよ。さらばだ……翔」

　ティファレが掌てのひらにある虹色の釘の先せん端たんを、ゆっくりと翔の胸に刺さした。

　釘が回転しながら、翔の胸を掘ほり進む。視界がぐらりと歪ひずみ、心臓に何かが食い込むような、不思議な感覚がやってきた。

「うっ……ごほぁっ!?」

　猛もう烈れつな吐はき気けと痛みに襲おそわれ、翔は地面に手をついて嗚お咽えつを漏らす。内臓まで出て来てしまいそうな、激しい嘔おう吐ともくり返した。

　翔は地べたに倒たおれ、胸を搔かき毟むしる。苦しい。それ以外、どう形容したらいいのか。

　持っていかれる？　いや、これはそんな生なま易やさしいものではなく…………死ぬ？

　ダメだ！

「深彩を残して、死ねるかあああああああああああああああ！」

　全身にあらん限りの力を込め、喉のどが潰つぶれそうなほどに、気持ちをぶちまける。

「深彩ああああああああああっ！　うおおおおおおおおおおおおっ！」

　世界で一番大切な妹の笑え顔がおを思い浮かべながら、翔は痛みと不快感に耐たえ続けた。

　やがて、虹色の釘が胸に溶とけて消える。直後、痛みと不快感はなぜか急速に和やわらいだ。

　ふと胸を見下ろせば、釘が消えた胸の中央には、硬こう貨かサイズの黒い染しみ。林檎りんご形のアザが出来上がっていた。

「ぬ？　バカな、成功する……だと？　そのような……」

　パリン！　と、甲かん高だかい音が響ひびいた。同時に翔の体から虹色の光の粒が弾はじけ飛び、完全に痛みと不快感が消える。

「なっ!?　貴様いま何を『消した』!?　何を持っていたというのだ!?　これはいったい……わけがわからぬぞ！」

　あからさまに驚おどろいて後ずさるティファレの視線を受け、翔はゆっくりと立ち上がった。

「よくわからない、けど……合格って、ことで、いいの、かな？」

　乱れまくった息を整えることもせず、絶え絶えに言った。

　だが、ティファレは口元に手を当て、未いまだに目を丸くしたままで……。

「……翔、貴様はいったい、何者だ？」

　そんなの、わかりきったことだった。

「ただの、妹バカだよ……」




　　　　◆




　洗せん濯たく物ものを干せる程度の小さな庭を持つ、どこにでもありそうな二階建ての一いつ軒けん家や。

　ティファレとの出会いから数時間が経過した夜。翔は我が家の玄げん関かんを開けた。

　手を繋つないだままの深彩を、笑顔で家に招き入れる。もちろん、目は赤く光ってなどいない。もうティファレではなく、正真正しよう銘めい、翔のよく知る深彩に戻もどっていた。

「たっだいま～！　むふ～。ひさしぶりのおうち～」

　翔たちが両親を亡なくしてから初めて。深彩にとってはじつに五年ぶりの帰宅だった。

「あれ？　あにー、いいにおいがするよ？　……にゅふふ、もしかして？」

　深彩が口をアルファベットのｗみたいにして、翔に笑みを向ける。ああいう口をしているとき、深彩はまずおませなことを考えているわけで……。

　言いたいことは何となくわかったから、翔はひとまずため息をついて、家に上がった。

　ガチャッ。玄関のすぐ脇わきにあるリビングの扉とびらを開けると、おそらく夕飯であろうおいしそうな匂においが、一層強まる。

　その直後、翔はリビングの中を見て……時が止まったように硬こう直ちよくした。

「……へ？」「……あ」

　リビングには、いままさに制服の上を脱ぬごうとしているあいすがいる。

　彼女は家の鍵かぎを持っているし、夕ご飯を用意してくれていたのだろうから、いること自体は何ら不思議ではない。だが、どうしてまた、こんなことになっているのか？

　無防備にもこちらに向けられている、あいすの白いお腹なか。そしてオヘソ。

　その上には、わずかにピンクのブラが見えていた。

　ドキッ、と、心臓が強く鼓こ動どうを打つ。心はひどく揺ゆれて、頭には血が上る。

　いつもならこういうとき、すぐに目を離はなすのに。今日に限って翔はなぜか、じっとあいすの肌を凝ぎよう視ししてしまっていた。

「か、かかかか翔ちゃん!?」

　あいすが我に返り、脱ぎかけた制服を慌あわてて元に戻す。

「こ、これはちょっと、こぼしちゃってね！　それで！　べ、別に他意は……」

　制服の腹部には、茶色い染みができていた。そして彼女の足元には、学園で使うジャージの上が転がっている。

　彼女がポカをやらかすなど珍めずらしいが、どうも調味料か何かで制服を汚よごしてしまったから着き替がえよう、ということらしい。

（ああ、何だそれなら……って、何で、こんなに体が熱いんだ？）

　これまで感じたことのない奇き妙みような熱さに、翔は違い和わ感を覚える。

「……って、あれ？　か、翔ちゃん？　怖こわい顔してどしたの？　いつもなら、大だい丈じよう夫ぶだよって、さらっと流すところ……だよね？」

　そんななか、翔の背後から深彩が飛び出す。

「あいすおねぇちゃん、たっだいま～！　ぬふぅ……すりすり～」

　小こ柄がらなあいすに、もっと小さい深彩が飛びついて、その胸に顔を擦こすりつけた。

「って、ふぇええっ!?　翔ちゃん、深彩ちゃん帰ってきて大丈夫なの!?」

「え？　あ、あ～、うん。その……僕もびっくりしたんだけど」

　聞かれてハッとした翔は、気を取り直してあいすに事情を説明する。

「深彩の体調、突とつ然ぜん回復したみたいなんだ。お医者さんも奇き跡せきだって驚いてたよ」

　だが、神種やティファレといった実情については、はぐらかしておいた。

　深彩の神種が過か剰じよう反応する可能性があるらしく、翔はあの精せい霊れい……ティファレから、今回のことを深彩に聞かせるな、と警告されていたのである。

　あの樂乃大樹での出来事のあと、翔が深彩を病院に連れて帰って検査してみたら、深彩はこれまでの入院生活が嘘うそのように、健康体となっていた。

　それは間ま違ちがいなくティファレの仕し業わざなのだろうが、彼女は翔との契約後に何かを考え込んで、警告しただけで翔の質問にも答えず、深彩の中に引っ込んでしまっていた。

「僕としては本当は、まだ様子を見たかったんだけど、深彩が駄だ々だをこねてさ」

「だってもうすっかりけんこうさんだもん。からだ、かるいよ～？　にゅふふ！」

　深彩があいすに抱だきついたまま顔だけで振ふり向き、満面の笑みを浮かべた。

「そ、そうなんだ。そっか。それじゃあ……。深彩ちゃん、よかったね……」

　深彩の頭を優やさしく撫なでるあいすの方は、何やら元気がなさそうだった。

「清野さん、もしかして、どこか具合でも悪い？」

「え？　あ、うん……じゃなくて、大丈夫だよ。じゃあ私、今日は帰るね」

　あいすが優しく深彩の手を解き、翔たちと入れ替かわりでリビングを出る。

「え～、おねぇちゃんかえっちゃうの？」

「うん。制服、早く洗わなきゃ染みになっちゃうし。兄妹きようだい水入らずも邪じや魔ましちゃ悪いし」

「おねぇちゃんはもうかぞくだよ？　あにーとヨイデハナイカ～ってしてないの？」

「ぶっ！」「ふぇえっ!?」

　翔は噴ふき出し、あいすも素すっ頓とん狂きような声を出した。

　その瞬しゆん間かん、翔の脳内に、思いも寄らない映像が浮かび上がり……？




　　　　♥　♥　♥





『私、翔ちゃんのこと、好きだよ』

　すでに陽ひの落ちた夜。翔の部屋で、ベッドに腰こしをかけたあいすが、隣となりにいる翔にもたれかかる。その頬ほおは……ほんのり赤い。

『僕も、ずっとまえから清野さんのことが……その、好き……だよ』

『ちゃんと言ってくれて、嬉うれしいな……。ねぇ翔ちゃん、ぎゅっと、してもいい？』

『もちろん。むしろ、こっちからお願いしたいくらいだよ』

　あいすが恐おそる恐る、でも、ひっしと、翔の体に抱きつく。

　その小さくも柔やわらかい体を壊こわしてしまわないように。翔はあいすの腰に手を回し、最大限に優しく、抱き締しめた。

『本当はね、ずっとずっとまえから、こうしたかったんだよ？　なのに、翔ちゃんいつまで経たっても手を出してくれないから』

『怖かったんだよ。嫌きらわれちゃうんじゃないかって』

　ＯＫだとわかっていたら、もっと早く言い出したに決まっている。でも、怖がって、耐えて、ずっと、気持ちを我が慢まんしてきたからこそ、この幸せが、何より尊い。

　なのに……、沸わき上がる衝しよう動どうはもう、抑おさえられそうになかった。

『清野さん……いい、かな？』

　そっとあいすをベッドに寝ねかせ、その上に覆おおい被かぶさる。

『そんな堅かた苦くるしい呼び方、もうやめよ？　本当に恋こい人びとになるのに、余よ所そ余よ所そしいよ』

『じゃあ、その……あいす。僕は、君と……』

『翔ちゃん……』

　徐じよ々じよに近づいていくふたりの顔。その唇くちびるが、いよいよ……。






　　　　♥　♥　♥




　ガラスが割れるようにして、突とつ如じよ脳内の映像が砕くだけ散る。

「ぬぁっ!?」

　我に返った翔は、思わず額に手を当てた。

　時間にしてほんの一瞬だったが、あれは間違いなく翔の…………妄想？

　そんなこと、これまで一度だってなかったのに、どうしていきなり。

「あ、でもあにーなら、ヨイデハナイカーじゃなくて、『いいかな？』とか、そんなかんじかも！」

　ギクッ、と、胸がざわめかずにはいられない。

「うんめいのひとだもんね！　ん～～～って、もうした？　にゅふふ！」

　深彩が口を尖とがらせたのは、きっと、キスのフリ。

「ぼ、僕は何もしてない！」

　咄とつ嗟さに事実を口にしたが、変な妄想のせいか、妙みように後ろめたい気持ちになった。

「清野さんごめんね。深彩がまたおませなことを言って。本当にごめん」

　だから、すぐさま謝る。

「だ、大丈夫だよ。むしろ……な、何でもない！　とにかく私帰るね！　私の分のご飯は深彩ちゃん食べて！　片付けしないけどごめんね！　翔ちゃん深彩ちゃんまた明日あした！」

　あいすは早口でまくし立てると、足早に玄関から出ていった。

　バタンと、玄関の扉が閉まる。きっと深彩のおませが行き過ぎて、怒おこらせてしまったのだろう。

　本当に申し訳ない。翔は改めて、明日朝一番で彼女に謝罪しようと、心に誓ちかった。

「ふぉぉー！　せーりょくつきそーなごはんだよあにー！」

　リビングに戻ってみれば、テーブルの上には、あいすが作っておいてくれた晩ばん御ご飯はん。メニューはウナギの蒲かば焼やきと、オクラとなめこの餡あんかけと、スッポンの汁しる物ものだった。

「やっぱりあいすおねぇちゃんは～……にゅふふ！」

「はぁ……あのなぁ深彩、そんなこと、あるはずないだろ？」

　そう、あるはずがない。あいすは純じゆん粋すいに人が良いだけで、そこに他意はない。

（でも、もしかしたら、なんてことも……いやいや、何を考えてるんだ、僕は）

　数時間前に深彩の死に直面したとき、頭がおかしくなりそうだったが、まさか本当におかしくなってしまったとでもいうのだろうか。

　翔はまた不ふ埒らちなことを考えそうになった頭を、コンコンと小こ突づいた。




　　　　◆




　日付の変わった深夜二時。翔は膝ひざ枕まくらで寝ね息いきを立てる深彩を見て、幸せに浸ひたる。

　深彩は翔が録画した映画をずっと見続けていたが、さすがに疲つかれたのか。三本目の映画の穏おだやかなエンディングテーマを子こ守もり歌うた代わりに、すっかり眠ねむってしまっていた。

（よっぽど楽しかったのかな……）

　深彩を起こさないように、翔は心中で呟つぶやく。

　この五年間翔は、高熱による痛みや苦しみなど、何かを我慢しているような、どこか苦しさを残す深彩の寝ね顔がおばかりを見続けてきた。なのにいま、翔が持ってきた毛布からそこだけ出ている深彩の顔は、本当に嬉しそうで、幸せそうで。

　純真無む垢く。天使の寝顔とはまさにこのことだった。

　家族贔屓びいきなのは百も承知だが、深彩は……かわいい。造型的にももちろんだが、見ているだけで癒いやされるような、ぽややんとした雰ふん囲い気きが、翔はたまらなく好きだった。

　深彩の口元が、悪戯いたずらっぽくｗを描えがく。おませな夢でも見始めたのだろうか。

（それはそれで困るかもしれないけど……今日くらいは、まあ、いいかな）

　本当は深彩に夜よ更ふかしなんてしてほしくない。だが、深彩にはこれまで、好きなだけテレビを見るなんていう小さな自由すらなかった。だから翔は、せめて今日くらいはしたいようにさせてあげようと、膝枕に映画にと、深彩の要望にすべて応こたえていた。

（ああ、かわいいなぁ、癒されるなぁ……って、おっと）

　映画のエンドロールが終わると、テレビが地上波に切り替わって騒さわがしくなった。

　翔はテレビを消そうと、すぐさまリモコンに手を伸のばし、

（こんな時間にアニメなんてやって……ってこれ!?）

　思わず、テレビを二度見した。そのアニメは何やらエッチな感じで、女の子が服を脱ぎ始めていたが、重要なのは断じてそこではない。

　翔が注目したのはあくまで、女の子の胸が、不自然な光で唐とう突とつに隠かくされたからだった。

（もしかしてモラリストって……こういうのを真ま似ねてるのかも？）

「にゅあ～……あに～、おね～や～ん、けお～ん、にゅふふ……やた～」

　呂ろ律れつの怪あやしい深彩の寝ね言ごとを聞くと、翔は考えるのをやめてテレビを消した。

　危あやうく深彩の安あん眠みんを妨さまたげるところだったと自じ戒かいし、妹の頭を優しく撫でる。

　だが、次の瞬間、翔は身の毛がよだった。

　おもむろに開かれた深彩の瞳ひとみが、赤く光っていたから。

　……ティファレだ。

「神樹、光臨……」

　呟きと同時に、周囲に樹きの根を寄せ集めて壁かべにしたような、奇妙な空間がうっすらと見え始める。まるでリビングの景色という絵に、薄うす紙がみに描いた絵を重ねたようだった。

　樹の空間には、蔦つたのようなものでできた椅い子す、というか玉座らしきものがあるが……。

「これはいったい……って、うおっ!?」

　翔の膝枕から、ティファレが虹にじ色いろの光球と化して、勢いよく玉座に向かっていった。

　光球からティファレが歩み出て、玉座に座る。その体を包むのは、もう深彩のパジャマではない。お姫ひめ様とでも言わんばかりの、豪ごう奢しやな深緑色のドレスだった。

　袖そでや裾すそには白いフリルがあしらわれ、胸から上は露ろ出しゆつ。ロングタイプの手て袋ぶくろは、その根元が胸部と繋つながっている。ふんわり曲線を描くスカートは前面が開いており、隙すき間まから覗のぞく足には、ドレスと同色のニーハイブーツを履はいていた。

「異常を考えるばかりでも始まらぬ。ひとまずは尻しりを叩たたきに来たぞ。契けい約やく者、工鳴翔よ」

「ティファレ、この景色はいったい、どういうことなんだい？」

「神樹……我の『世界』を降ろしたにすぎぬよ。もっとも、神種の抑よく止しに力を割さいておるし、器うつわも刺し激げきできぬから……まあ、本来の百分の一程度しか力は出せぬがな。矮わい小しような構築であることは認めよう。まったく、人の身を器とするのは難なん儀ぎなものだよ」

　これまた奇き妙みような物言いだったが、言わんとすることは何となくわかった。

　と、ティファレはなぜか、不満げに眉まゆをひそめ？

「それよりも翔よ、何な故ぜ動かぬ？　暴走する神芽の宿主を探し出し、不足の養分を回収するのが、契約者たる貴様の役目であろうが」

　無理を通してティファレとの契約を成功させた翔は、深彩のために、どこからか養分を集めてくる。そこまでは翔もわかっていたが……。

「待ってくれ。養分を回収する、とは聞いたけどさ。それ以外は初耳だよ？」

「呆あきれた奴やつだな。説明したであろう？」

　ティファレが落らく胆たんした様子で肩かたを落とす。

「いやいや聞いていないことをどうしろと!?　せめてもうちょっと具体的に説明してくれ！　神芽の宿主なんて、いったい僕はどうやって探したらいいんだ！　というか養分をどうやって回収するのかだって、まだ聞いてない！」

「む？　…………言ったであろう？」

　言い返してもなおこの様子。こうなると、呆れたいのは翔のほうだった。

　この精せい霊れい、どうやら言っていないことを言ったと勘かん違ちがいする癖くせでもあるらしい。

「だから言ってないって！　僕が聞くのを無視して深彩の中に引っ込んだのは君だろ!?　ああもう！　どっちでもいいから、僕は何をどうすればいいのか具体的に教えてくれ！」

「むぅ、言ったはずだが……まあ良かろう。だが、ひとまずは探すゆえ、しばし待て」

　ピアノのような単音と共に、ティファレの足元から黄緑色の輪が広がり、壁を抜ぬけていく。それから少しして、まるでソナーか何かのように、同じ音がもう一度響いた。

「なるほどな。反応が不安定なのは気になるが……まあ、暴走の第一段階に入っている神芽がひとつ、そこそこ近くにはあるようだ」

「またずいぶんと曖あい昧まいだね。それじゃあ全然探せないと思うんだけど？」

「本気を出せぬからな。まあ許せ。だが、宿主を探す手は…………ある！」

　ティファレが何やら、自信満々な感じで腕うでを組んだ。

「翔よ！　貴様は超ちよう能のう力りよく者しやの噂うわさを、何か聞いたことはないか!?」

　彼女は神種が超能力の種だと言っていた。なら、その神種が育った『神芽』を宿す者というのは、もちろん超能力者のはず。

　その手の噂は、英知学園にはいくつかある。なかでも、ひときわ有名なのは……。

「秩序の光……かな。体の局部……まあ要は女子のエッチなところを、不自然な光で隠して守る超能力者。モラリスト、っていうのが、学園にいるよ。正体は不明だけど」

「ふむ。ならばその者が宿主なのはほぼ確定だろうな。神種から成る力の関かかわらぬ怪かい異いなど、この世には万に一つも存在しないのだから」

　彼女の言い分を鵜う呑のみにすれば、古今東西の英えい雄ゆうの伝説や魔ま法ほうや怪かい物ぶつといった各種ファンタジーはすべて、神芽の宿主によるものということになるわけだ。

　だが、神芽の元となる神種は雌めす……女にしか宿れないのではなかったか。眉まゆ唾つばな話の主役というのは大たい抵てい男。まさかすべてが翔のように、無理を通した存在でもあるまいに。

「しかし、局部の隠いん匿とくとはな。神芽は純粋な力ぞ？　そのように珍ちん妙みような能力を芽め吹ぶかせるなど、なんとも笑える話ではないか。ふふ、ふははっ！」

　ティファレがひとしきり笑ってから、「ふぅ」とひと息ついて、気を取り直した。

　翔も大人しく、話の続きを聞くことにする。さきの彼女の発言に疑問は残るが、ここで揚あげ足を取ったところで、深彩が助かるというわけでもないのだから。

「翔よ、神芽の宿主は性質上、基本的に力を隠す。目立つと面めん倒どうだからな。だが、その『もらりすと』とやら、大だい胆たんに力を使っている。おそらく己おのが意思の流出、他者への強要。つまり、暴走の第一段階だ。さきの反応は、そやつに違いあるまい」

　ティファレが満足そうに、ひとりでうんうんと頷うなずいた。

「貴様はその超能力……秩序の光とやらを見たことはあるか？」

「そう多くはないけど、何度かは。今日も見てる」

「ならばその『もらりすと』とやら、そのとき近くにいた可能性が高かろう。まずは任意発動から。それが神芽の能力の定番だ」

　だが、翔は首を振ふった。なぜなら、モラリストの秩序の光は……。

「でも、学園内ならいつでもどこでも光は出るよ？　トイレですら問答無用だから、女子が逆に困ることもあるくらいだし。さすがに、その場にいたとは限らないと思う」

「広域展開の線もある……ということか。まあ、良い。ともかく真しん偽ぎはどうあれ、まずは貴様が光を見た場にいた者から、容疑者として調べるが良かろう」

　翔はモラリストの正体を暴あばき、その神芽の宿主から回収した養分で、深彩を完治させる。そのために、まず翔が秩序の光を見たとき、周囲にいた女子生徒から調べる。

　ひとまず目標が決まれば、事態は段々とわかりやすくはなってきた。

「でも、調べるって、どうやって？　何か目印とかはないのかい？」

「印の存在を忘れたか？　貴様とこの器は例外だが、通常の神芽は体の何ど処こか……主に胴どう体たいに、動物形の黒い印……アザを作る。それで見分けよ。神芽が暴走中であれば、印に赤い斑はん点てんができておる。もしくは、すべてが赤に染まっているはずだ」

「……一応聞くけど……養分の回収方法は？」

　嫌いやな予感がして尋たずねると、ティファレは、じっと翔の目を見て、

　溜ためて、さらに溜めて、まだまだ溜めて……。




「…………接せつ吻ぷんだ」




　バカな……。

「貴様がその口で直接印に接吻をして、宿主を感じさせることができたなら、暴走した神芽のみが持つ、余よ剰じようの養分を吸い出すことができる」

　接吻＝キス。そんなこと、当然ながら翔はしたことがない。しかも感じさせるなど、言葉は知っていても、どうやればいいかは見当もつかなかった。

　というかそれ以前に、そんな暴挙がまかり通るはずがない。宿主を探すところからして、最悪の場合、警察のお世話になってしまいかねないのに……。

「貴様が二枚目ならば、本来契約者たり得る雌よりも話は簡単だったのだろうがな。これは貴様の我わが儘ままの結果だ。責任は、果たしてくれよう？」

「そんな……できるわけ……」

「何を言っておる。着き替がえでも覗いて、印があれば襲おそえば良いだけであろうが」

「なっ!?　無茶を言わないでくれ！」

「ならばひとりずつ拉ら致ち監かん禁きんして裸はだかに剥むけ」

「もっとひどくなってるじゃないか！」

「妹のために命を賭として無理を通したのだろうが。いまさら何を躊躇ためらう？」

　それはもちろんわかっている。だが、覗きなど本物の変態の所業である。そして当然、女の子を襲うなんて許されることではない。れっきとした罪だ。

　だけど、深彩のためには……。でもダメだ。いやしかし……。

　翔の中でかつてない激しさの葛かつ藤とうが巻き起こる。

　だが、実のところ、翔の結論は最初から決まっているようなものだった。

　比ひ較かく対象が深彩である以上、たとえどれだけ苦く悩のうしたとしても。最終的に翔が深彩を選ばない、なんてことは、絶対にないのだから。

「ふむ……やる気を出させてやった方が良いかな？」

　と、傲ごう慢まんな感じだったティファレの顔が、途と端たんにやわらかい微笑ほほえみに変わった。

　それはまるで、本物の深彩のような癒いやされる笑みで……。

「ねぇあにー、ち●●ついてるの？　おとこのこなら、やるときはやらなきゃだよ？」

「なっ!?　なな何を言っ……やめてくれ！」

　深彩はおませだが、あんな直接的な表現は絶対にしない。それがいま、あろうことかかわいらしい深彩の声、その口で……。

「おっ●いも、おま●●も、ぜんぶみちゃえばいいよ。いっそさわってみたら？」

　深彩が穢けがされる!?

「や！　め！　ろおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ティファレがいる玉座まで、翔は叫さけびながら猛もうダッシュした。

　伸のばした翔の手が、ティファレの腕を掴つかむ。

　だが……ビリィィィィッ！　「って、あれ？」

「……な……に？」

　紙を破るくらいの感かん触しよくで。掴んだ腕の手袋を中心に、そこから繋がるドレスの胸部と腹部をも巻き込んで。翔はティファレのドレスを、あっさり破り取ってしまっていた。

　適度なプニプニ感を誇ほこる深彩の二の腕はいまや、完全に露あらわだ。痩やせ気味で肋ろつ骨こつは多少浮うかぶものの、色白で綺き麗れいな脇わき腹ばらも見える。まだまだ小ぶりだが、将来は有望だといまから信じて疑わない下した乳ちちまでもが、その姿を晒さらしてしまっていた。

　これまで深彩の世話で何度も見た半はん裸ら。改めて見てもその体は、生き甲が斐いとするに相応ふさわしい。何より誰だれより翔にとっては最高だった。……中身が別人でなければ。

「……ほーう、いい度胸だな、下げ衆す」

　ティファレの口元がヒクつく。彼女はいまや、完全に怒おこっていた。

「いや待て！　何で服がこんな簡単に破れるんだ!?　おかしいだろ！」

「器の中では使える力が少なすぎるからな。まったく、ああ、ああっ！　済まぬなぁ～。形だけの構築で……もろくて！」

　ティファレがどこかふざけた感じで皮肉を言った。

　その目が……ものすごく、冷たい。

「そうかそうか。貴様は妹の体を裸に剥くのが好みだったのか」

「ちょっ!?　そんなわけないだろ！　これはただの事故だ！」

「何とまあ。借り物とはいえ異性に肌はだを晒すなど、人であった頃ころからついぞまともに経験はなくてなぁ～。いやぁ～、これは我としても、正直困りものだ」

　もろすぎるドレスを自分で着ておいて、言うに事欠いてそれか!?

「なぁ翔よ、いまここで、誓ちかい決めてはくれぬか？　我の要求に応こたえ、己おのを曲げてでも『もらりすと』を探すか。それとも……」

　今度は皮肉っぽさすら消して、ティファレは満面の笑みを浮かべ……。

「……死ぬか？」

　超能力の一種なのか、ティファレの手から突とつ如じよ、大きな火柱が立ち上る。

「そうか死ぬか。よし、消し炭にしてやろう。さらばだ下衆」

「待て待て待ってくれ！　そもそも君が深彩の口で変なことを言うから！」

「遠えん慮りよをするな。いま使える力だけでも、我は人体ひとつ程度、数秒で灰にできるぞ？」

「殺やる気満々じゃないか！」

　心がどれほど痛もうと、翔の身が恥はじと罪に染まろうとも、深彩を穢される辛つらさ、失う悲しみに比べたら。断じてエッチなことを進んでしたいわけではないが、仕方がない。

　そのくらい、翔はとっくに割り切れているのに……。

「とにかく落ちついてくれ！　冷静になって話し合おう！　やるって！　ちゃんとやるから！　だからその炎ほのおを早く引っ込め……アっつっ!?」

　いったいどれほどの逆げき鱗りんに触ふれてしまったのか。

　翔はキレつつもなぜか笑顔なティファレを宥なだめるのに、結局朝までかかったのだった。








　第二章　アンダーハートの勇者たち




　登校中の翔かけるが何度目かのため息をついたとき、視界にいきなりあいすの顔が現れた。

「ねぇ、翔ちゃん聞いてる？」

　小こ柄がらな彼女は背せ伸のびして、翔の顔を心配そうに覗のぞき込んでいた。

「……ごめん、ちょっと考え事をしてた」

　ティファレの怒いかりを鎮しずめるのに一晩を費ついやしてしまった翔は、どうやってコトを起こすかをいまになって考えては、そのたびにため息をついていた。

　ゴールは深み彩あやの病気の完治で、必要なものは、暴走する神しん芽がの宿主……おそらくモラリストが持つという養分。それを手に入れる方法はともかく、前提として、翔はモラリストが誰かを特定するために、何とかして女子の素す肌はだを確かく認にんする。

　……自分の良心をかなぐり捨てて、覗きでも何でもして、だ。

「元気ないね。私で良ければ相談に乗るよ？　手伝えることとかもあれば……」

「ああいや、そんなに大したことじゃないから」

　実際はかなり大したことだが、翔は咄とつ嗟さにはぐらかしていた。

　朝一番で謝って許してもらえたが、昨日もあいすを怒らせてしまっている。そうでなくとも迷めい惑わくをかけっぱなしなのだから、できれば彼女は巻き込みたくなかった。

「元気になった深彩をどうやって楽しませようかって、考えてたんだ」

「それって翔ちゃん的には大したこと……だよね？」

「うっ……いや別に深刻な話じゃなくてね！　映画のチョイスの話なんだ！　深彩がおもしろい映画を見たいって昨日から言ってるんだけど、清せい野のさん、何か知らないかな？」

　あいすの鋭するどさに一いつ瞬しゆんドモッてしまった翔は、大おお慌あわてで話題をすり替かえる。

「ふぇ？　私が見るのって恋れん愛あい映画ばっかりだけど、それなら、う～ん……」

　ああでもないこうでもない。あれはちょっと行き過ぎだ、などと、あいすがブツブツと呟つぶやく。どうやら追つい及きゆうは免まぬかれたらしい。これからは不安が態度に出ないように気をつけようと、翔は気持ちを切り替え、顔に笑みを張りつけた。

　あいすお勧すすめの映画について聞きながら、通学路を歩いていく。

　程ほどなくして、英えい知ち学園に到とう着ちやくした。だが、小中高一いつ貫かんである英知学園の敷しき地ちはケタ違ちがいに広いため、翔たちが通う高等部の正門までは、フェンスに沿ってまだ歩く。

「はぁ、今日からプール、かぁ……」

　あいすの視線を追うと、フェンスのすぐ向こうに、学園の屋外プールが見えた。

　ズキンと、胸が痛む。その施し設せつを見ると、翔は意識せずにはいられなかった。

　今日、翔は女子のプールの授業、そして、女子の着替えを覗く、ということを。

「ねぇ翔ちゃん、お願い、聞いてくれる？　またアンダーハートが何かするんじゃないかって、ちょっと心配なんだけど、翔ちゃんなら安心だから」

「な、何だい？　いきなり改まって」

　あいすは言いづらそうにもじもじとしていたが、やがて勢いよく顔を上げた。

「あのね！　女子の着替え中、更こう衣い室見張っててくれないかな!?」

「え？　……えぇぇっ!?」

　クラスの女子たちは、翔が秩ちつ序じよの光を見たとき、大体近くにいた。その着替えの場に、合法的にいられる。これは翔にとって、突とつ然ぜん降って湧わいたチャンスに違いなかった。

　あいすの信しん頼らいを裏切ることにはなる。だが、深彩のためには……。

　翔はさらなる罪悪感を胸に、引きつった笑顔で、ぎこちなく頷うなずいた。




　　　　◆




　赤い光に照らされる工こう鳴な家のリビング。

　翔が登校したあと、家に残った深彩の体を、ティファレが支配する。深彩の神しん種しゆのアザが発光を始めたため、抑よく制せいのために表に出てきたのだった。

「この器うつわ、難なん儀ぎにも程があるぞ……」

　ティファレは全身から虹にじ色いろの光を滲しみ出させ、アザの光を虹色で塗ぬり潰つぶす。次の瞬間、虹色の光が粒つぶとなって弾はじけ飛ぶと、深彩のアザの光もいっしょに消えていた。

「ふぅ。零こぼれた養分が余よ所その宿主に入り込みでもして、異常を引き起こさねば良いのだがな……。まったく、前例がないゆえ、万ばん能のうに近い神樹たる我でもさっぱりわからぬ」

　ティファレがソファーに身を預け、目を細める。

　そうして想いを馳はせるのは、五年前の出来事。百年に一度の、神樹の役目だ。

　人が持つ意思を強く育はぐくみ、世界に新たな可能性を見み出いだすため。ティファレは五年前のとある夜、樂らく乃の大樹から何百何千もの、虹色に光る粒りゆう子し……神種を、世に放ったのだった。

　神種は宿主を求め、皆みなバラバラに飛散した。だが、数個はなぜかまとまって山を下った。

　ティファレはそれが妙みように気になって、一団の行き先を、人ならざる目で見通した。そして、窓まど越ごしに見ていたのだった。赤十字を掲かかげた白く大きな建物の一角。ひときわ目立つ赤い光のもとで、ひとりの少年が泣き崩くずれているのを……。

　──ひとりにしないで！　何でもする！　僕のすべてをあげるから！　誰か！

　あの神種の一団は、少年のそんな願いに惹ひかれていた。しかし哀かなしいかな、雄おすでは、女性の精せい霊れいたるティファレの神種は宿せない。だからティファレは少年の才を惜おしみつつも、やがてあの仔こらも別の宿主を見つけるだろうと、放置して眠ねむりについた。

　それからまどろむこと五年。時が満ちるのを待っていたティファレは昨日、突如樂乃大樹を取り巻いた強きよう烈れつな力の奔ほん流りゆうに叩たたき起こされた。

　何事かと思えば、神種を七つも宿す器はいるわ、あの少年の面おも影かげを残す翔が、できるはずのない契けい約やくを成し遂とげるわ、ティファレが翔に与あたえた神芽がいきなり何かを『打ち消す』わ。予想外の事態が続きに続いた。

「とはいえ、最後のひとつは、原因がわからなくもないか」

　神種は発芽と同時に、神芽というものの存在と、どんな力が発現したのかを宿主に自覚させる。そして、翔ほどの強い意思の持ち主が、種があるのに発芽しないはずがない。

　何も知らなかった翔が、以前にも昨日のような例外を成し、すでに神芽を宿していた可能性は皆かい無むだ。となれば、あとは自然と限られてくる。

「やはり、他者の力による干かん渉しよう、であろうな」

　他者が意思の根幹に関かかわれば、その他者の思考が引き金で、宿主の自意識が矛む盾じゆんする。ゆえに神芽の能力発現は基本的に、宿主の自意識内で完結する。その枠わくの中で、複数の派生能力を獲かく得とくすることはあるが、根っこから外れることはほぼないと言っていい。

　だが、歴代の宿主の中には、他者の願いを勝手に、一方的に叶かなえたり、他者の思考を読み取ったりと、矛盾を超こえて酔すい狂きような能力を発現させた異い端たんがいたのもまた事実。

「絶対に死なない、死なせない。そのような力の影えい響きよう下にあったと考えれば……」

　昨日、樂乃大樹の傍そばにある崖がけから翔が落ちた時。普ふ通つうなら助かるとは思えない状じよう況きようで、翔は不思議と生き延びた。そして、性別上の問題で失敗……つまり死が確定しているはずの、ティファレとの契約まで成功させた。

　ならば翔は、死の概がい念ねんを止められているのではないのかと、ティファレは憶おく測そくする。

　ではなぜ、翔が他者の力の影響下にあったのか、だが。

「かつて死ぬような傷を負って、聖職者気取りの宿主にでも助けられたか？　もしくは、あやつの母親が宿主で息子むすこの窮きゆう地ちを……いや、ないな」

　血を分けた親族ならあり得そうな話だが、時じ間かん軸じくが合わない。翔の両親は五年前、ティファレが翔を目もく撃げきするまえ、神種が撒まかれる以前に亡なくなっている。もっとも、百年前に翔の曾そう祖そ母ぼあたりが発芽させた能力、というのなら話も通るが。

「些いささか、現実味に欠けよう。他の例外もあるにはあるが……所しよ詮せんは憶測。実際のところどんな力だったのかは気になるが……まあ、良かろう」

　ティファレはそこで思考を止め、ため息をついた。

「この器に、翔に、どこぞの干渉者。ただでさえ有望な異端が三人……。取らぬ狸たぬきの皮算用などしたくはないが、これは期待せずにはいられぬな。我の役目の、終しゆう焉えんを……」

　ティファレはひとり肩かたを竦すくめて、ゆっくりと目を閉じた。

「……はわ？　あ、あれ？　わたし、いまなにしてたんだっけ……」

　深彩のとぼけた声を聞きながら、器の内へと引っ込む。深彩が宿す七つの神種、そのひとつに募つのる強い想いを感じながら、ティファレは再び、浅い眠りについた。




　　　　◆




　英知学園の体育の授業は、二クラスの男女を性別で分けて再編成し、異なる授業内容を交こう互ごに行う。今日の体育は、男子は体育館で球技。女子はプールで水泳だった。

「じゃあ翔ちゃん、お願いね」

　プールの隣となりにある更衣室。クラスの女子たちに続き、最後に入室したあいすが、扉とびらを閉めて施せ錠じようする。

　更衣室前にひとり残った翔は、女子たちがはしゃぐ声を聞きながら深呼吸した。なのに、逆に鼓こ動どうは速まってしまっている。拳こぶしを握にぎると、じわりと汗あせの感かん触しよくもあった。

　更衣室の周囲には誰だれもいない。あまり悠ゆう長ちようにしている時間もない。

　着き替がえを覗くなら、いましかなかった。

「……割り切れ……割り切るんだ、翔っ！」

　やめろ、まだ間に合う、なんて叫さけぶ自分の良心を無視して、カッと目を見開く。

　そして翔は、更衣室の中を覗ける場所を探し始め、

「え、これ……なんで？」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり、見つけた。

　更衣室の扉の下部に、線上の細い穴がふたつ開いていた。

　いったい何のためにあるのか。風ふ呂ろやトイレ、掃そう除じ用具ロッカーといった扉の下には、こういう線状の穴が開いていることがたまにある。だがその穴は、膝ひざを折ってよく見てみれば、ややデコボコ。つまり、人じん為い的に開けられた穴だった。

　おそらくアンダーハートの仕し業わざなのだろうが、女子たちは誰もこの穴に気づかなかった。思考の盲もう点てんを突ついた、実に巧こう妙みような手口である。

　もし翔がこの穴の製作現場を見たなら、絶対に止める。そんな非道は見過ごせない。

　だがいま、翔は遺い憾かんながら、その犯行に礼を言わなければならないらしい。

（ごめん清野さん……でも、僕は……）

　翔は深彩のために、あいすの信頼を裏切ってでも、覗のぞきに走る。断じて……、断じて自らの欲を満たすためではないが……罪を、犯おかす。

　誰が神芽の宿主か、確かめる。いまこそまさに、絶好のチャンスだった。




　　　　◆




　翔が覗きに及およぼうとしている頃ころ、桜さくら之の介すけとふたりの男子が、更衣室手前にある校舎の角で向き合っていた。

「できれば『ゴールデンヴィーナス』のクラスが良かったですが……」

「おまえらの好みは否定しないし、あの金きん髪ぱつ碧へき眼がんの人気もわかるが、あれだけが美少女というわけでもないぜ？」

「そうですが、どうせ死ぬなら……いえ、やめましょう。山やま基きさん、あとを頼たのみます」

　風紀委員の目を本命から逸そらすためのかく乱。ふたりの男子はたったそれだけのために、いま死地に旅立とうとしていた。

「すまねぇな、鉄てつ砲ぽう玉だまなんてやらせることになっちまって」

「謝らないでください。万が一ってヤツで、拝めるかもしれませんし」

「すべては最終的な勝利のため。山基さん、必ず、素す敵てきな写真を撮とってくださいね」

「ああ。おまえらの犠ぎ牲せい、絶対に無む駄だにはしねぇ。約束するぜ、勇者たち」

「…………下心のために」

　男子たちが覚かく悟ごを決めて、校舎の角から歩み出る。

「え、ちょ、あれ……やべっ!?」

　だが、男子たちはすぐさま出で戻もどり、校舎の角に身を隠かくした。

「どうした？　何があった？」

　桜之介が校舎の角から顔を半分出して、更衣室の様子を確かく認にんする。

　その視線の先には……翔がいた。

「ブラザーの見張りか。確かに、あり得ん話じゃないが……」

「まずいっすよあれ。工鳴、気づいたんじゃないですか？」

　翔はいま、更衣室の扉の前で膝を折っている。

「なぜだ？　あの穴に気づけるのは同志だけのはず」

　桜之介は眉まゆをひそめ、翔の行動に疑念を抱いだいたが、

「……おおっ!?　なっ……にぃぃい!?」

　翔が地面に伏ふせて覗きに及ぶと、その表情は、疑念から驚きよう愕がくへと変わった。

「山基さん、ああ、ああ……山基さん！　あれって！」

「ああ、間ま違ちがいない！　昨日の今日でとは驚おどろきだが、やはり俺の勘かんは……ふははっ！　よぉし予定変へん更こう！　いますぐ全会員に伝令だ！　来れる奴やつだけでいい、体育館に集めろ！」

　男子たちは目め尻じりに涙なみだすら浮うかべ、桜之介の指示に頷うなずいた。

「来たぜ……その時ってヤツがよぉ！」




　　　　◆




　地面に伏せて穴を覗き込むと、女子たちの膝から下が見えた。

　するりという衣きぬずれと共に、下着が床ゆかに落ちていく。

（ぬあっ…………耐たえろ！　耐えるんだ翔！）

　仕方がない。深彩のためには仕方がない。翔は心中で念仏のように唱えながら、高鳴る鼓動を胸に、神芽のアザを探し始めた。

（……ない、ない、ない、彼女も違ちがう……くっ）

　女子たちの膝から下に目立った黒色、もしくは赤色のアザはない。翔は次に女子たちの太ふと股ももへと、視線をゆっくり持ち上げる。

　そこには、膝下とは比べ物にならない肉質が並んでいた。

　ムチムチ、とでも言えばいいのか。いつもはスカートで半分隠れてしまう太股だが、完全に晒さらされたその肌はだの張りは、微び妙みように光こう沢たくを生み出している。

　女子たちが動くたびに、やわらかそうな肉がこぞってぷるんと揺ゆれていた。

「委員長って足細いよね～。羨うらやましいな～」

「ふぇっ!?　そ、そうかな？」

　女子の声に呼応して、他よりも細めの足がたじろぐように動いた。まだスカートで半分太股が隠れているその足は、おそらくあいすのものだろう。

　肉質という意味では劣おとるが、細さというのも足の魅み力りよくのひとつ。あいすの容姿を考えれば、優しく触さわらなければ折れてしまいそうな足というのは、絶ぜつ妙みようにマッチしていた。

「一長一短、ですわね。うふふ」

「じゃあ全部持ってる斎さい藤とうさんはどうなのよ……ずるい」

　筋肉のバランスが良く、太さも絶妙。何より長い。非の打ちどころが見当たらない足が、モデル立ちというやつか、妙みように艶なまめかしい感じで交差する。

「そこらの男子より身長が高いというのも、結構悩なやみどころですのよ？」

「きゃっ!?　ちょっと斎藤さん！　委員長助けて～！」

　何が起きたのか、更こう衣い室内でいきなり嬌きよう声せいが上がった。

「こら悠ゆう子こちゃん！　ふざけて悪戯いたずらしない……のひゃぁっ!?」

　あれは悠子の手か。あいすの太股がプニッと摘つままれ、撫なで回される。

「あちょ……やめっ、ひゃぁっ!?」

　ごくり。翔は無意識のうちに、生なま唾つばを飲み込んでいた。

　と、翔の頭がまた変なことを考え始め……？




　　　　♥　♥　♥





『ちょ、悠子ちゃん！　やめ、やめてってば！』

『うふふ……あいすは敏びん感かんですのね！』

　更衣室の中で、悠子がたじろぐあいすを壁かべまで追い詰つめる。まるで男が女に強ごう引いんに言い寄る図のように、悠子はあいすの顔の脇わきにある壁に手をついた。

『さあ、もう逃にげられませんわよ？』
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　するり。悠子の手によって、あいすの制服の首元にあるリボンがほどかれる。

『かわいいかわいいわたくしたちのマスコットのために、ひと肌はだ脱ぬがせて下さいな』

　悠子は続けて、あいすの制服のボタンを、片手で器用にはずしていった。

　完全に前が開はだけ、あいすのブラジャーが露あらわになる。色白の肌も、おヘソも。ほんのちょっとだけあるくびれも、丸まる裸はだかにされる。

　さらに悠子の手は、あいすの控ひかえめな胸部へと伸のび……。

　力強く、揉もみしだき始めた。

『ひゃあっ!?　い、痛いっ！　痛いよ悠子ちゃん！』

　あいすの頬ほおが朱しゆに染まる。やがて彼女の呼吸は乱れ、首筋には汗あせが浮かんだ。

『邪じや魔まなブラなど、取ってしまいましょうか』

　次に悠子の手が伸びたのは、あいすの背中。その中央。

『そのかわいらしいお胸。わたくしが大きくして差し上げますわ。うふふ』

　パチッ。ブラのホックが外され、あいすの胸が、いま露わに……。






　　　　♥　♥　♥




　ガラスが割れるようにして妄もう想そうが砕くだけ散り、翔はふと我に返った。

（ぼ、僕はいったい何を考えて……くっ）

　女子と女子が絡からむようなことは、百ゆ合りと言うのだったか。翔は自分がそんな妄想をしたことがまだ信じられなくて、思わず歯を食いしばった。

「悠子ちゃん怒おこるよ？　そーゆー悪ふざけ嫌きらいだって、私、いつも言ってるよね？」

　トーンの低いあいすの声。どうやら昨日アンダーハートの男子に向けたのと同じように、彼女は悠子に怒っているらしい。

「あら？　やりすぎましたかしら？　うふふ……ごめんなさいね、あいす」

（と、とにかく探せ！　変なことは考えず、アザを探すんだ！）

　女子の太股を睨にらむように目力を増し、アザ探しを再開する。断じて興奮しているわけではないが、呼吸が過度の緊きん張ちようによって、自然と荒あらくなった。

　そうして翔は、太股の高さまでチェックしたが、神芽のアザはどの足にも見当たらない。

　さらに姿勢的に、女子との距きよ離り的に、角度が足りず、これより上は見られなかった。

（それなら、これでっ！）

　翔はすかさず仰あお向むけに姿勢を変える。上下は逆だが、これなら腰こしどころか胸までだって見えるはずだった。だが、もう一度穴を覗のぞき込んだ翔の視線は。

（くっ、モラリストか……）

　一番アザの有う無むを確かめたい胴どう体たい……具体的に腰回りと胸回りは、モラリストの光によって完全にＫＥＥＰ ＯＵＴされていた。

　お願いだから、消えてくれ。少しだけでいいから、見せてくれ。

　これまで感謝を抱きがちだった秩ちつ序じよの光を、初めて、恨うらめしく睨む。

　と、いきなりどこかでパリン！　と、花か瓶びんでも割れたような音が鳴り？

（うわぁっ！　ご、ごめ！）

　翔は咄とつ嗟さに、覗き穴あなから目を逸そらした。

（って、ちょっと待って。いま確かに!?）

　願いが通じたのか、目力が光を破ったのか。それとも、別の何かのせいなのか。

　いま翔が見ていたモラリストの光は、その一枚だけがなぜか割れて消えた。おかげで翔は一いつ瞬しゆんだが、女子の素す肌はだを直視してしまったのだった。

「いまの音、何だろ？」

「どなたかが虹にじ元もと先生に逆らったか、それとも、桜ちゃんか。念のため急いだほうが良さそうですわね。あいす、あなたも早く着き替がえてくださいな」

　悠子があの音で警けい戒かい心しんを強め、まだ着替えが済んでいないらしい女子を急せかす。

（しまっ……え、ちょ!?　そ、そんな！）

　翔が慌あわてて覗き穴に目を戻もどしたときには、もう遅おそかった。

　着替えが終わっていない女子というのはつまり、風紀委員たちで、残りは全員……。

（制服の下にスクール水着だなんてっ！）

「翔ちゃ～ん、みんな終わったよ～」

　タイムアップ。翔の覗きは、失敗に終わってしまった。

「……あ、ああ。わかったよ」

　すかさず立ち上がり、極きわめて冷静を装よそおう。乱れた呼吸を、音が聞こえないように慎しん重ちように整え、気持ちもいっしょに切り替かえた。

「えっと……じゃあ、僕は体育館に行くね」

　覗きに及およんだうえに、変な妄想までしてしまった以上、彼女たちの顔を見れば間ま違ちがいなく、良心の激しい呵か責しやくに苛さいなまれる。だから翔は、一刻も早くこの場を離はなれたかった。

　モラリストを見つけた暁あかつきには、必ず罪を清算する。翔は歩きながら、そう自分の良心に誓ちかいを立てた。

　だが、翔が大きく深呼吸をしながら、校舎の角を曲がったとき。

「桃とう源げん郷きようは見えたか？　『クライマックスブラザー』、工鳴翔」

「なっ!?　き、君は!?」

　角の向こうにツンツン頭の男子がひとり、満面の笑えみで仁に王おう立だちしていた。

　見られていた？　と、翔の心中で即そく座ざに警けい鐘しようが鳴り始める。

「皆みなまで言うな。わかっているさ。思春期男子に必要なのは、勇気！　努力！　下心ッ！　不安になることなんてない。おまえの覚かく醒せいは必然、必ず誰だれもが通る道だ！」

　男子が何やら、ひとり興奮した様子で叫さけんだ。

「え？　あ、あの、君は何を言って……」

「認めたくないか？　ッフ、わかるぜ。強がって興味がないフリをすることはよくある。で、誰のが見たかったんだ？　やはり嫁よめの『マスコット風紀委員長』か？」

「ち、違っ……くっ」

　なまじ変な妄想をしてしまっていたため、翔は言い切ることができなかった。

「本命用のウォーミングアップということなら、やはり狙ねらいは一番人気の『ゴールデンヴィーナス』か？　それとも『第二図書室の妖よう精せい』か……『アルティメットイーター』という線もあるか。まあいいさ。俺の脳内美少女メモリには高等部全女子のデータが詰まっている。おまえが望むなら、誰でも俺たちが総力を挙げて狙ってやるさ！」

　男子は矢や継つぎ早ばやにまくし立て、翔に言葉を返す暇ひまを与あたえてはくれなかった。

「ともかくブラザー、共に行こう！」

　男子が翔の手を引き、どこかへと走り出す。

　どうやら彼はかなりのパワーを持っているらしく、翔が懸けん命めいに手を振ふりほどこうとしても、びくともしなかった。それどころか……。

「ちょ、ちょっと待って！　いきなり何を……うわぁっ!?」

　体が宙に浮うき、翔の足が地面から完全に離れる。

「待てねぇな！　衝しよう動どうを感じたなら熱いうちに行こうぜ！」

　翔はされるがままに、名前も知らない男子に拉ら致ちされてしまった。




　　　　◆




　体育館に授業開始のチャイムが鳴り響ひびく。だが、授業は始まらない。

　ツンツン頭の男子に引っ張られて体育館に来た翔は、集まった男子たちの盛せい大だいな拍はく手しゆに迎むかえられ、わけもわからぬまま壇だん上じように上げられていた。

「こ、これはいったい……って、授業は？　先生は？」

「安心しろ。体育教師なら買収済みだ」

　戸と惑まどいながら館内を見み渡わたす翔の肩かたに、男子が笑顔で手を置く。

　翔の眼下には、百人を超こえる男子たちが、軍隊のごとく整列していた。

「諸君！　クライマックスブラザー、工鳴翔が覚醒した！　ついに、時が来たんだ！」

「「「うおおおおおおおっ！」」」

　ツンツン頭の男子の呼びかけに、男子たちが一いつ斉せいに沸わく。

「いや、あの、覚醒とか会員とか、僕にはもう何が何だか……」

「ああ、すまん、説明がまだだったな。俺は山基桜之介。責任者だ」

　ツンツン頭の彼が名乗り、翔と向き合って両手を広げた。

「ブラザー。俺たち『アンダーハート』は、おまえの下心の覚醒を歓かん迎げいするぜ」

「アンダーハートだって？　それじゃあ……」

　たびたび学園で騒さわぎを起こすエッチな男子たちの組織、アンダーハート。それは『一部の男子』が、という噂うわさだったのに、まさかこんなに構成員がいたなんて、翔は思ってもみなかった。こんな人数が一斉に動いたら、果たして風紀委員は対応できるのだろうか。

「僕は君たちには賛同できない！　女子への淫いん行こうなんて馬ば鹿かなことはもうやめるんだ！」

「馬鹿なこと？　自分のやったことを忘れたとは言わさんぞ、このムッツリさんめ」

　桜之介と名乗った男子が、翔の反論を鼻で笑う。

「そ、それは……でも、僕は違」

「違わないさ！　マスコットの信しん頼らいを裏切ってまで更こう衣い室を覗いたんだからな！」

　その即そく突つっ込こみに、翔はまたもドモってしまった。

「ッフ、まあ、しかし、だ。おまえの否定したい気持ちはわからなくもないぜ？　覚醒直後にフルオープンってのは、確かに難題だ。……そうだな。じゃあブラザー、こう考えろ。おまえはただ、俺たちの計画に巻き込まれて、仕方なく、偶ぐう然ぜんにも本ほん懐かいを遂とげるんだ」

「……なんだって？」

「俺たちはこれから、Ｐ計画……プール強きよう襲しゆう激写計画を実行する。まず……」

　桜之介がＰ計画の概がい要ようを、勝手に翔に語って聞かせる。

　それは普ふ段だんの翔なら絶対に止めさせる無茶苦茶な計画だった。だが、いまの翔は思わず耳を傾かたむけ──最後まで、説明を聞いてしまった。

「どうだ、便乗する気になっただろう？」

　彼らの計画に加担すれば、翔がひとりでやるよりも遥はるかに効率的に、神芽の宿主を探せる。翔の罪は重くなるが、この一回で、モラリストが見つかる可能性は高い。

　そう思ったら、ダメだった。

　いまは深彩のためにすべてを割り切り、暴挙にも目を瞑つぶる。

　翔はそう決めて、再び制止の声をあげる良心を抑おさえつけた。

「……わかった、やるよ。でも、君たちはどうして僕なんかを引き込もうとするんだい？　これだけ人数がいるんだ。僕ひとり増えても何も変わらないだろうに」

「『逆転力』をアテにしているのさ、クライマックスブラザー」

　桜之介がニヤリと口元を歪ゆがめる。

「え、逆転力って……何？　というかブラザーって」

「おまえはここぞという逆転場面に限り、統計上約三十パーセントの高確率で勝ちを引き寄せている。だからそうあだ名をつけた。おまえも……超ちよう能のう力りよく者しやなんだろう？」

「は？　超能力者だって？　僕が？」

　確かに翔は『何か持っている』なんて言われるが、さすがに超能力ではない。

「自覚はなかったのか。だが、安心しろ。俺たちはここ一年のおまえのデータを洗った結果、確信を持っている。たとえば、昨日のソフトボールの試合だがな」

　翔がサヨナラのランニングホームランを打った、昨日の体育の授業。確かあのときは、ボールが砂利じやりに当たって、妙みように空高く吹ふっ飛とんで……。

「おまえのあのサヨナラヒットは、物理法則を無視していたんだぜ？」

「確かにすごい偶然だったけど……風の影えい響きようとかかもしれないじゃないか」

「一機一現象をもって同時達成可能な限界、六十六パンチラの壁かべを超えている計算になるんだぞ？　偶然なものか。できるなら俺がとっくにやっている。あんな常識の枠わくを超えたパンチラ力、超能力以外であるわけがない！」

　桜之介は奇き怪かいなことを口走りながらも、ものすごく自信満々に微笑ほほえんだ。

　跳はね上がったボールが、打者が三さん塁るいに至るまで地面に落ちないなんて話だ。確かに改めて考えてみれば、おかしいような気もするが……。

　パンチラ力とかいう怪あやしい言葉のおかげで、どうも現実味が湧わかなかった。

　だが事実、さっき更衣室で、翔は秩序の光の向こう側を目にしている。あれが桜之介の言う逆転力のおかげだとすれば、もしかすると翔は本当に？

「あの忌いまわしき日から三カ月。あらゆる方法を試ためし、幾いく度どとなく敗れてきた俺たちが救世主として希望を託たくすんだ。信じろよブラザー。モラリストと同じく物理法則を無視するおまえの逆転力が発揮されれば……勝てる！」

　桜之介が男子のひとりに合図して、何かを持ってこさせた。

「俺が開発した超望遠仕様の特『性』カメラだ。通信機能は受信のみだが……」

　それは大きなスコープのついた、狙そ撃げき銃じゆうのような形をしたカメラだった。グリップの底からは、イヤホンも生えている。

「画素は一億。サーモグラフにＸ線など各種機能を満まん載さいした、モラリスト対策の結けつ晶しようだ。こいつは撮さつ影えい時、全機能で並行して情報を収集し、光の壁を無視して、撮とったはずの女によ体たいを逆算、完全再現する。まあ、秩ちつ序じよの光は突とつ破ぱできず、モラリストには敗れたシロモノだが、これをおまえがベストスポットで使えば、逆転力発動の可能性は高まるはずだ」

　さっきのパンチラ力とは違って、これは平均的な成績の翔でもわかる。桜之介が言ったことは、科学的な意味でケタ違いにすごい。だが、同時に呆あきれもした。

　その才能を正しく使えば、間違いなく偉い大だいな人になれるだろうに……。

「Ｒ‐15、Ｒ‐18生エロ写真の生産が完全停止して三カ月。長い、忍にん耐たいだった」

　桜之介が再び両手を広げて、男子たちに語りかけた。

「すべては憎にくきモラリストを破り、青い心を満たすため！　俺たちは今日、ブラザーと共に反はん撃げきの狼煙のろしを上げる！　おまえら、死ぬ覚かく悟ごは、あるかぁ─────っ！」

「「「「「うおおおおおおっ！　ある！　ある！　あるっ！」」」」」

　男たちが大だい音おん声じようで吠ほえると、比ひ喩ゆでも何でもなく、体育館が地じ震しんのごとく揺ゆれる。

「エッチな生写真が、欲ほしいかぁ─────っ！」

「「「「「うおおおおおおおおおおおっ！　欲しい！　欲しい！　欲しい！」」」」」

「浪漫ロマンが俺たちを呼んでいる！　皆、一分で配置につけ！　下心のために！」
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「「「「「「「「「「下心のために！」」」」」」」」」」

　唱和のあと、男子たちはそれぞれの持ち場につくべく、体育館から散って行った。




　　　　◆




　高等部本校舎の隣となりにある、三階建ての特別教室棟とう。翔が佐さ藤とうに案内された撮影場所は、その屋上にひっそり佇たたずむプレハブ小屋。今年になって新設された、第二図書室だった。

　翔は来るのは初めてだったが、その部屋には『誰だれも入れない開かずの第二図書室に、時々妖よう精せいが現れる』という噂があることは知っていた。

　しかし、佐藤は合い鍵かぎであっさり第二図書室の扉とびらを開き、

「あれがベストスポットだ。頼たのむぜ、工鳴」

　室内の奥にある窓を指さすと、自分も配置につくと言って、去って行った。

「な、なんだ、この部屋」

　第二図書室に入った翔は、室内の異様な光景を目にして、思わず呟つぶやいた。

　図書室のはずなのに、ほとんど本がない。壁には高く積み重ねられた大量のダンボール。そして、小型の冷蔵庫。撮影場所となる窓の右に、申し訳程度に本ほん棚だながあるが、そこには漫まん画がや、漫画のような絵の描かかれた文庫本。そして、フィギュアがある。

　窓の左側には、高級なオフィスを思わせる大きなデスク。卓たく上じようのパソコンに接続されたヘッドホンからは、かすかに音楽や声が漏もれていた。

「もしかして……誰か、いるのかい？」

　翔はざっと室内を見回して言ったが、人ひと影かげはなく、返事もない。正直かなり異様な部屋ではあるが、無人であるのならどうでもいい……と、翔は気を取り直すことにした。

　第二図書室の鍵を内側から閉め、撮影ポイントとなる窓まど際ぎわに寄る。

　特別教室棟はプールから比ひ較かく的遠いが、屋上の第二図書室にあるこの窓からなら、いっさいの遮しや蔽へい物ぶつなしで、遠くのプールを見下ろせる。超望遠仕様のカメラという前提があれば、確かにこれ以上のベストスポットはなかった。

　窓まど枠わくにカメラを引っかけてスコープを覗のぞくと、プールにいる女子の姿がハッキリ見える。

「モラリストも警けい戒かいしてるのかな」

　まだ何も起きていないのに、スクール水着姿の女子たちの胴どう体たいは、すでに胸と股もものあたりが、モラリストの光でＫＥＥＰ ＯＵＴされていた。ならばと翔は即そく座ざに、いま見えている女子たちの腕うでや首回りにアザがないか、視線を巡めぐらせてチェックしたが……。

「ない、ない…………これで、もう」

　残すは胴体のみとなってしまった。

　悠子がプールでも眼帯をつけたままなのは不自然な気もしたが、その例外については、

【よし。じゃあ発進するぜ。計画発動だ。各員の健けん闘とうを祈いのる。下心のために！】

　イヤホンから桜之介の声が聞こえてきたため、ひとまず置いておくことにした。

　スコープから目を外すと、本校舎の屋上から飛び立ったグライダーが目に入る。

　桜之介が高高度からプールに接近し、これまた桜之介が開発したらしい、液状の『人体無害の衣類融ゆう解かい剤ざい』（昨日あいすたちの制服を溶とかしたアレ）を、通り魔ま的にプールに散布。これで水着が溶けた女子たちの裸ら体たいを、百を超こえる男子たちが、学園内の各ポイントから、一いつ斉せいに撮影する。

　それが、このプール強襲激写計画……Ｐ計画の全容だった。

「乗り気にはなれないけど……やらなくちゃ」

　グライダーから撒まかれた白い液体が、プールへと降り注いでいく。

「きゃああああああああああああっ！」

　女子たちの盛せい大だいな悲鳴が、特別教室棟まで聞こえてくる。

【おい何だあれ！　光の形が変わった!?　ダメだ！　やはり我々のカメラでは！】

【こちらもお通つ夜やだ！　だが……工鳴！　頼む！　工鳴ならイケるはずだ！】

　同時にイヤホンからも、悲痛な叫さけびが聞こえてきていた。

　いま秩序の光は、プールを丸ごと覆おおうドーム状に変化し、男子たちの視線を遮さえぎっている。だが、三十パーセントという確率ながら、逆転力とかいう超能力があるらしい翔なら。

　翔は更こう衣い室のときと同じように、眉み間けんに皺しわを寄せ、『光よ消えてくれ』、と懇こん願がんする。

　と、遠くからかすかにパリンという音が聞こえ、

「ほ、本当にやれた!?」

　まるで箱の蓋ふたを開けたように、光のドームの天てん井じようが、割れた。

　ベストスポットからプールを見下ろす翔にとっては、それで十分。むしろ、完全に女子たちが衆目に晒さらされたわけではないため、好都合ですらあった。

　翔は本当に超能力者だったという事実が、いまさらながらに実感される。だが、いまはどうでも良かった。とにかくいま翔だけは、プールの女子たちの姿を見られるのだから。

「くぅっ……ごめんみんな！　モラリストが見つかれば、必ず罪は償つぐなうから！」

　スコープを覗く翔が見るのは、白はく濁だく液にまみれた女子たちの胸、お腹なか、お尻しり、そして。

　更衣室の覗きの比ではない圧あつ倒とう的効率で、翔は神芽の宿主を探す。見み逃のがしてもあとで確かく認にんできるように、何度も何度もシャッターを切った。

　その間にも、女子たちの水着は徐じよ々じよに徐々にと消えていく。

　ある女子は水着の穴を手で塞ふさぎ、またある女子はプールにもぐって隠かくれるが、無む駄だだ。

　プールに混ざっても融解剤の効果は続いており、水着を容よう赦しやなく溶かし続けていく。

　紺こん色いろの布は細目の網あみへと変わり、やがては、それすらもなくなった。

　唯ゆい一いつ、悠子だけは融解剤をすべて避さけでもしたのか、水着が完全に残っている。だが、それ以外の女子は……すっぽんぽん。

　生まれたままの姿となった女子たちを見て、翔の心臓が早はや鐘がねを打った。

　もはや女子たちの身を隠すのは、二本の手のみ。だが、二本では当然隠しきれない。

　そこかしこに肌はだ色いろ。肌色。肌色。そして、幾いく本ほんもの白い筋。

　体を流れ落ちる白濁液が、女子たちの肌はだをいやらしく彩いろどっている。差し込む太陽光で妙みようにテカテカしている白濁液が、眩まぶしい。色々な意味で。それは彼女たちが何をされたか、現状とは違ちがう何かを想像してしまいそうな光景だった。

　……何かとは、何だ？

（牛乳だ！　牛乳をかけられただけだ！　それ以外にあるものか！）

　そう断定して、翔は首をもたげかけた妄もう想そうを強ごう引いんに引っ込ませた。

（僕はエッチな光景が見たいわけじゃない！　神芽のアザを探しているんだ！）

　すでにプールでは風紀委員が動き出している。妄想している暇ひまはどこにもなかった。

　胸を手で隠したあいすが、頬ほおを赤らめながらも懸けん命めいに、女子たちを避ひ難なん誘ゆう導どうしている。その瞳ひとみには、涙なみだが滲にじんでいた。だが、それでも彼女は、懸命に職務を果たしていて……。

（下心なんて僕にはないッ！　なかった……はず……なのに……くぅっ！）

　よく知る隣りん人じん、そして恩人でもある少女の健けな気げな姿が、翔の胸を強く打った。

　片手で胸を隠すだけで、その太ふと股ももも、お尻も、腰こしも、ふくらはぎも、下した乳ちちすらも、みんな見えてしまっているのに。ほかの女子に手をひとつ貸し、大事なところを隠してあげて、中ちゆう腰ごしの内うち股またでそろりそろりと、女子たちを更衣室へと避ひ難なんさせていくあいす。

　それに比べて翔は。深彩のために、女子の裸はだかを見てアザを探さなければならないのに。

　こともあろうに、ずっとお世話になりっぱなしの彼女の裸に魅み入いってしまって。頭は堪こらえても堪えても、彼女をいかがわしい妄想に使おうとしていて。

「……くっそおおおおおおおおおおおおっ！」

　途と轍てつもない罪悪感に苛さいなまれながらも、がんばっているあいすから目が離はなせない。

　気がつけば、カメラを動かしていた翔の手は、完全に止まってしまっていた。

【……終わりだな。各自速すみやかに持ち場を離れ、体育館に再集結してくれ】

「あっ……そ、そんな」

　イヤホンから響ひびく桜之介の声で我に返っても、もう遅おそい。

　すでに女子たちは全員が更衣室に避難を終え、プールはもう無人になっていた。

「くぅっ！　どうしちゃったんだよ、僕って奴やつは！」

　変な妄想も、あいすへの執しゆう着ちやくも、深彩への想おもいを半はん端ぱにすることも。全部全部、つい昨日までは、微み塵じんもなかったことなのに。

　思考が乱れに乱れ、翔は自分を見失いかける。そんなときに、

「終わりですか？」

「なあぁっ!?」

　突とつ然ぜん声をかけられ、翔は声を裏返らせた。

　窓の左にあったデスクに、女の子がひとり、片かた膝ひざを立てて座っている。

　長く綺き麗れいな黒くろ髪かみ。気の強そうな釣つり目。でもびっくりするほど整っている顔。その体の発育は、あいすと同じくらいに後おくれている。制服のスカートの表面には、ホルダーがいくつもついた奇き妙みようなベルト。そして、足には白黒縞しま模も様ようのニーソックス。

　翔が昨日、書店で見かけた女の子だった。

　解かい錠じよう音おんはしなかったのに、彼女はいったいいつの間に第二図書室に入って来たのか。

　まさか本当に、この部屋の噂うわさにある『妖精』だとでも……？

「あ、あの、これは！」

「言い訳ですか？　人の部屋で熱中してたくせに。ねぇ、工鳴先せん輩ぱい？」

「え？　ひ、人の部屋だって？　それに、僕の名前？」

「病気の妹のために生きる真しん摯しな兄。聞いていますよ。もっとも、期待はずれでしたが。名は体たいを表す。やはり『エロ鳥』は『翔はばたく』運命だった……と」

　もったいぶった口調で話す女の子が、肩かたをすくめて呆あきれ顔になった。

「え、えろ……僕はそういう気はない！　本当だ！」

「説得力という言葉を知っていますか？　『抵てい抗こうすると無む駄だ死じにをするだけ』ですよ、先輩。ヒロインとの攻こう略りやくルートに入りたいのなら、まずはきちんとフラグを立ててくるべきです。パンピーが神芽に抗ったところで、ノーフューチャーでしかないんですから」

　その瞬しゆん間かん、翔の全身に鳥とり肌はだが立った。

　彼女の発言は意味がよくわからずおかしな感じがするが、いま彼女はさらっと、

　神芽、と言わなかったか。

　まさか、まさか、まさか。そんな都合のいい偶ぐう然ぜんが……いや、偶然？

　もしかすると、これも翔が持つ逆転力とやらのおかげか？

「光の排はい除じよはブルーレイを購こう入にゆうした者の特権。ヒロインをモノにしたいから、ちゃんとイベントをこなして、なだれ込むところになだれ込む。簡単なことでしょうに。直結的ナンセンス集団に属したら、その程度のことにも気づけないわけですね」

　女の子が翔に見せつけるように、パソコンの画面をぐるりと回す。

　画面に流れている映像は、まさに昨夜、翔がリビングで目にしたアニメだった。

「そんなに獣じゆう性せいが猛たける、救いが欲ほしいのなら、幻げん想そう世界の住人になればいいんです。たとえばこの『ヤヴォール・マインヘル』。原作はラノベですが、見境なく古今東西の超ちよう能のう力りよく者しやが入り乱れるバトルは、アツクなれること請うけ合いですよ？　このバイブルを読んで、人生を変えてみてはどうですか？」

　昨日の書店での奇き行こう。意味のわからない単語が乱らん舞ぶする、もったいぶった口調。第二図書室を『人の部屋』と言い切る私物化。そして、翔への蔑さげすみと、奇妙な誘さそい。

　どれを取っても、正常な人間のやることとは思えない。そして、昨夜あのアニメを見て、翔が抱いだいた疑念のこともあるわけで。ここからなら、プールは見み渡わたせるわけで。

「神芽の宿主……」

　頭の中で線が繋つながったら、翔は無意識のうちに口に出していた。

　女の子が目を丸くして、翔を見つめる。

「……これはこれは、食いつかれるとは驚おどろきましたね。ええ、そうですよ。ということは、先輩も、神芽の自覚を得たご同類……と」

　しかも彼女は自分で認めた。もう間ま違ちがいない。翔は心中でガッツポーズを取った。

「君の神芽のアザは、どこにあるんだい？」

「は？　……聞いてどうするんです？」

「暴走する神芽の養分を吸い出させて欲しい。僕の妹……深彩のために、その養分がどうしても必要なんだ！　頼たのむ！　このとおりだ！」

　恥はじも外聞もなく、いきなり土ど下げ座ざして頼み込む。

「吸い出す？　ああ、これはあれですか。私から神芽を奪うばう、ということですか」

　だが、彼女はなぜかそういう風に事態を捉とらえ、デスクに手をついてジャンプ。向こう側に軽かろやかに着地した。

「ですよね。こんな超常の力がノーリスクのはずがない。いつかそういう展開が来るんだろうなとは思ってました。……先輩は力を回収する側、と。なるほど」

「ち、違うんだ！　ちゃんと僕の話を聞い」

「そんなに欲しいならどうぞ私を捕つかまえてください。でも、リアル鬼おにごっこなら私はアルティマニア。鬼がツートップだろうと、連戦連れん逃とうのスコアは揺ゆるぎません」

　と、女の子はさっき変えたパソコンの画面を、元の向きに戻もどす。そしてなぜか……。

「はうぁっ！」ゴンッ！　と、画面の縁ふちに頭を強打していた。

　何が起きたのか理解できず、翔はただ茫ぼう然ぜんと少女を見つめる。

「くぅっ…………ッフ、私の注意を逸そらし不発を狙ねらうとは、やってくれますね」

「え？　いや、僕は別に何もしていないんだけど」

「しかし、一度防いだとて同じこと」

　直後、翔は目の前の光景に度ど肝ぎもを抜ぬかれた。予想外すぎて、止めることもできなかった。

「アウフ・ヴィーダーゼーエンさようなら、エロ鳥先輩」

　オーロラのようにうっすらと画面が光ったと思ったら、女の子の手が、アニメの流れている画面にズブリと入り込む。

　これも神芽の力なのか。彼女はそのまま画面の中に入り、忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。




　　　　◆




　男子たちが壇だん上じようで胴どう上あげしているのは、ほかならぬ翔……が使ったあのカメラ。体育館に集まった男子たちはいま、歓かん喜きに沸わいていた。

「まったく最高だぜブラザーよぉ！　これでようやくパトロンにも顔向けできる！」

　第二図書室からあの女の子が姿を消したあと。翔は彼らにカメラを渡わたすまえに、女子たちの気持ちを考こう慮りよし、写真の大半を削さく除じよしていた。残りは翔の厳しい基準で『セーフ』と断言できる、腕うでや足だけの写真や、ブレてよくわからない写真だけである。
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　だから当然、ガッカリされるとばかり思っていたのだが、

「勝利の光明が見えたんだぞ？　失敗の写真が何だってんだ！　Ｒ‐18？　んなもんはこれからいくらでも撮とればいい！　『撮れる』んだからな！」

　桜之介たちはそんな調子で、ダメ写真でも大喜びなのだった。

「ブラザー、これからもぜひよろしく頼むぜ！」

　だが、彼らには悪いが、翔の返事はもう決まっていた。

「やめておくよ。僕はこれっきりだ」

「冗じよう談だん言いやがって！　ま、いまは満足だろうが……ッフ、すぐにまた見たくなるさ！」

　そんな日はもう来ない。

「それより山基くん、高等部全女子のデータを知ってるって言ってたけど……『第二図書室の妖よう精せい』のこと、教えてくれないかな？」

　あの女の子は第二図書室を自分の部屋と言い切ったのだし、桜之介も美少女のあだ名として数えていたから、きっとその呼こ称しようで合っているはずだった。

「……ほう。次のターゲットが妖精とは、大きく出たな。確かにアレはＳ級にかわいいが……色々とＳ級にデンジャラスな女子でもあるぜ？」

「詳くわしく教えてくれると助かるんだけど」

「ガチでプロなオタクだ。あの見た目であの性格だからな。大量の一年生が幻げん滅めつさ。推おしているコンテンツのグッズは全種類最低三つは手に入れないと気が済まない猛も者さで、現在進行形の推しコングッズが、第二図書室に詰つまっている。ちなみにその金の出所は」

　桜之介が体育館の脇わきに複数ある扉とびらのひとつから、遠くに見える豪ごう邸ていを指さした。

「あれ、我らが理事長の邸てい宅たくなんだが……妖精の家でもある。第二図書室は理事長が職権乱用で造った、妖精の趣しゆ味み部屋なのさ。ま、妖精はそんなわがままを通す、そして多額の小こ遣づかいをもらう代だい償しようとして、誰だれより陰かげで努力し、払はらう成績を払っているわけだな」

　学園長ならともかく、理事長と言われても、翔は名前も知らない。だというのに桜之介はなぜか、翔がある程度彼女について知っている前提で話していた。

「ちょ、ちょっと待って、説明はほら、名前とか、もっと簡単なところから」

　ピピピ───────ッ！

　そのとき、翔の言葉を遮さえぎって、体育館に笛の音が響ひびき渡った。

「とっつげきぃ～～～！　かくほ～～～！」

　あいすの怒いかれる声と同時に、体育館の正面入り口から風紀委員の女子たちがなだれ込み、次々と男子たちを張り倒たおし始める。

「風紀委員だと!?　バカな、どうしてここが……クソッ！　逃にげろおまえら！」

　桜之介が壇上に向かって走って行く。同時に、周囲の男子たちは散り散りに逃とう走そうするつもりなのか、体育館の脇にいくつもある扉を目指し始めた。

　そんななか、翔はただその場で立ち尽つくす。

　第二図書室の妖精のことは、またあとでも聞ける。家の場所もわかったのだから、彼女の言った鬼ごっこだって、終わったも同然。そう思ったら、今日過度に虐しいたげられた良心が、誓ちかいを果たせと、罪の清算を激しく求め出したのだった。

「そう……だね。責任は取らなきゃ。罪は、償つぐなわなきゃ」

　怖こわい顔で男子に電磁棒スタンロツドを押し当てるあいすを見つけると、翔はゆっくり歩き出した。

「エッチな人にはオシオキだって、私、昨日も言ったんだけど……って、え？」

　翔に気づいたあいすが、困こん惑わくの表情を浮うかべる。本当に、申し訳ないと思う。

　だが翔は、信しん頼らいを裏切ってしまった彼女にこそ、断罪をお願いしたかった。




「は～いそこまで♪」

　特性カメラに伸のばした桜之介の手が、すんでのところで悠子の竹刀しないに弾はじかれる。

「なにっ!?　ぐあああああああああっ！」

　続けて頭頂部に衝しよう撃げきを受け、桜之介は壇上に叩たたきつけられた。

　悠子が倒れた桜之介の首を片手で掴つかみ、軽々と持ち上げる。

「ぐぅっ、馬ば鹿かな、なぜここが割れた……」

「芋いもづるですわよ？　蠅はえを一匹ぴき捕つかまえて、拷ごう問もんして吐はかせましたの。うふふ。わたくしそのために、水着のまま校内を走り回るはめになってしまいましたわ」

　桜之介は悔くやしさに顔をゆがめた。だが、それは桜之介たちを売った同志への怨うらみではなく、ただその安否を心配しての苦く悶もんだった。

　中等部時代……アンダーハートの活動がエスカレートする以前から、風紀委員の悠子と幾いく度どとなく対立してきた桜之介は、誰よりも知っていた。

　人を人と思わない、悠子の拷問の恐おそろしさというものを。

「『快楽煩ぼん悩のうキラー』め、よくも同志を……」

「そのあだ名、嫌きらいですのよ、わたくし。もっといいのを考えてくださいな」

「ぐっ、あああああああああっ!?」

　首が締しめあげられ、メリメリと嫌いやな音が鳴った。

「さすがに今回はやりすぎですわよ、桜ちゃん。本当なら没ぼつ収しゆう止まりですけれど」

　悠子が足元のカメラの下につま先を潜もぐり込ませ、真上に蹴けり上げた。

　カメラが勢いを失って、床ゆかに落ちていく。

「ここらで少し、懲こりてみることをお勧すすめしますわ」

　直後、悠子は桜之介から手を放し……。

「や、やめろ！　やめてくれ！　それは俺たちの、俺たちのきぼ」

　ガシャーン！　竹刀の直ちよく撃げきで、特性カメラが真っ二つになった。

　さらに悠子は、空中のカメラに追撃を加えて粉ふん砕さいし……。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああっ！」

　もはや閃せん光こうと化した竹刀が、立て続けに桜之介を襲おそった。




「どうして翔ちゃんが、ここに？　えっと……あ、そっか！　体育だもんね！　翔ちゃんはたまたま居合わせちゃって、巻き込まれちゃっただけなんだよね？」

　あいすが両手をオーバーに広げ、震ふるえる声で言った。

「……違ちがうよ。僕は、自分から彼らに加担したんだ」

　翔は断頭台に向かう囚しゆう人じんになった気分で、ただそう答えた。

「嘘うそだよ！」

「嘘じゃない！　さぁ、清野さん、皆みんなと同じようにやってくれ！」

「翔ちゃんどうしちゃったの!?　何言ってるの!?」

　翔が両りよう腕うでを広げて無む抵てい抗こうをアピールしても、あいすは首を振ふるばかりだった。

「僕は君の信頼を裏切ったんだ！　だからお願いだ！　どうか僕を断罪してくれ！」

「やだよ！　翔ちゃん悪くないもん！」

「僕は自白しているんだ！　悪いんだよ！」

　翔が一歩進むたびに、あいすが一歩下がる。しかもあいすはなぜか半泣き状態。これではまるで翔があいすをいじめているようで、翔の心の痛みはさらに増していった。

「ふたりとも……どんな夫婦めおと漫まん才ざいですの、それは」

　悠子がやって来ると、あいすはすぐさまその背に隠かくれた。

「ゆ、悠子ちゃん助けて！　翔ちゃんが変なこと言ってるの！」

「変も何も、僕が彼らに加担したのは事実なんだよ！」

「それはまた、珍めずらしいこともありましたわね。工鳴くんに限って、この稀き代たいの変態にそそのかされた、なんてこともないと思いますけれど」

　悠子が翔の足元に、無む惨ざんにもボコボコにされ、白目で泡あわを吹ふく桜之介を放ほうり投げる。

「一応聞いておきましょうか。工鳴くん……言い訳はあります？」

「本当に、すまなかったと思う。ごめん。謝って済むことではないけれど」

　翔は桜之介の状態に物もの怖おじすることなく、すぐさま深々と頭を下げた。

「潔いですわね……。わかりました。では、やることはやらせていただきますわ」

　悠子が竹刀を構える。その理解の早さは、いまの翔にはありがたかった。

　と、あいすが両手を広げ、なぜか悠子の前に回り込み？

「やめて！　翔ちゃんは悪くないの！　きっと何か理由が！」

「あいす、旦那だんな様の決断を見守るのも、嫁よめの務めですわよ？」

　悠子が竹刀でそっとあいすを押し、横に退かせる。

「大だい丈じよう夫ぶ、初犯で自白に反省もしてますから、情状酌しやく量りようで加減はしますわよ」

　あいすが歯を食いしばり、辛つらそうに翔を見た。

　そんなあいすに、翔は穏おだやかな面おも持もちで声をかける。

「清野さん、僕なんかをかばってくれてありがとう。でも僕は、罰ばつを受けなきゃ」

「翔ちゃんお願い。約束して？　もう二度と、今日みたいに変なことはしないって」

「約束するよ。もう、大丈夫だから」

　言われるまでもなく、翔は覗のぞきなんてこれっきりにするつもりだった。

「……わかった。翔ちゃんだって男の子だもんね。ショックだけど……忘れる」

「ありがとう。清野さん」

「あ、あのね、でも、その……もし、もしどうしても……」

「さあ斎さい藤とうさん！　やってくれ！」

　翔は覚かく悟ごを決め、再び両手を広げて叫さけんだ。

「本当に空気を読めない人ですわね……。はぁ…………行きますわよ？」

　悠子はため息をついてから、キッと鋭するどい目つきになって、腰こしを落とした。

「どっ……せいっ！」

　竹刀の動きは本当に一いつ瞬しゆんで、見えなかった。ただ、気がついたときには、

「ぐっ……は……かはっ！」

　翔の体は吹っ飛ばされ、体育館の壁かべに激げき突とつしていた。

「ちょっ!?　悠子ちゃん！　手加減するって言ったのに！」

「うふふ……ついカッとなってしまいましたわ。ごめんなさいね、工鳴くん」

　竹刀の直撃を受けただろうみぞおちが、ひどく痛む。きっと、ひどいアザにもなるだろう。だが……これは、罰なのだ。

　翔はそう自分に言い聞かせて、ただひたすら、償いの痛みに耐たえた。




　その後、初犯ということで厳重注意で済んだ翔を除き、捕つかまった男子たちは全員、数日の停学処分を受けることになった。

　桜之介は救急車で運ばれ、そのまま入院である。体育館に現れた救急隊員たちは、桜之介を前にするとなぜか、『何回入院したら気が済むんだ？』なんて、呆あきれ果てていた。




　　　　◆




　腹の痛みのおかげで、いつもの三倍以上の時間をかけて帰宅した翔。そんな翔を待っていたのは、予測不能の事態だった。

「あにー！　おかえ……え？　ど、どうしたの!?　あに…………きゅうっ」

　家に上がって力ちから尽つき、仰あお向むけに倒れた翔を見て、出で迎むかえた深彩が意識を失う。

「なっ!?　や、やめろ！　やめてくれ！」

　次の瞬間には、翔の体の上……具体的には股こ間かんに、ティファレが馬乗りになっていた。

「ティファレ！　深彩の体でまた何てことを！」

「少し黙だまっておれ、未熟者め」

　何を血迷ったのか、ティファレが翔のワイシャツを、乱暴に左右に開いた。

　ティファレが指先でつつーっと、翔の腹を撫なでる。

「ここか？　まったく、面めん倒どうをかけさせおって」

「や、やめぐああああっ!?」

　腹部の痛みで、抵てい抗こうが封ふうじられる。翔の腹に手をついて前ぜん傾けい姿勢を取ったティファレが、呆れた感じに翔の顔を覗き込んだ。

「いちいち五う月る蠅さい奴やつだな。すべて我に任せておくがよい」

「任せられるわけないだろ！　いったいナニをするつもりなんだ！」

「案ずるな。優やさしくしてやる。辛つらさなど、すぐに忘れられよう……」

「ま、まさか？　……降りてくれ！　いますぐあああぁっ!?」

「むんっ！」

　直後、腹の痛みが急速に和やわらぎ始める。

「……え？　い、いったい何が？」

　ふと腹を見れば、腹に触ふれるティファレの手が、オーロラのように光を帯びていた。

「力の大半が使えずとも、この程度は容易たやすい。神樹を甘く見るでないわ」

　言葉通りの手当て。どうやらティファレは、翔の傷を治してくれているようだった。

「な、なんだ、それならそうと早く……」

「？　言ったであろうが」

「言ってない！　また言い忘れたのか！」

「む？　…………い、『いま』言ったであろう？」

「言い直してももう遅おそいって！　せっかく見直そうと思ってたのに！」

　翔はティファレという精せい霊れいの性格について、段々わかってきた気がした。

「騒さわぐな痴しれ者が。黙らぬと、またこの口で卑ひ猥わいなことを口走るぞ？」

　すぐ脅おどしに出るところ、とか。

　それからものの数秒で、ティファレの手が放つ虹にじ色いろの光が、パリンと弾はじける。

　悠子にやられた腹のアザは跡あと形かたもなく消え、痛みも完全になくなっていた。

「えーっと、そ、その…………ありがとう」

「些さ事じである。それより何があった？　話すがいい」

「そのまえにまず、降りてほしいんだけど？」

　ティファレは翔の目を見た後、改めて自分が座っている場所を見下ろし、

「……ん、んんっ！」

　大おお仰ぎような咳せき払ばらいとともに、勢いよく立ち上がった。

「わ、我としたことが……契けい約やく者しやの危機に焦あせり、他意を抱いだかせるような真ま似ねをしてしまったな。すまぬ。うむ……すまぬ」

　いま彼女は赤面していたようだったが……気のせいか。

　ティファレがそっぽを向いてしまったため、その表情はわからなくなってしまった。

「い、一応聞くが、貴様よもや、妹の体に欲情などしておらぬだろうな？」

「何を言ってるんだ君は……」

　彼女は何か、大事なところを間違えている気がする。翔に限って、深彩の体に変な感情など抱かない。むしろ深彩なら、おふざけで乗ってもらっても結構である。

　問題は、中身がティファレで深彩の体が穢けがされることにこそあるというのに。

「そ、それで……だ。翔よ、なぜ敗北したのだ？」

「敗北って、何の話だい？　意味がわからない」

「宿主を見つけてしっぺ返しをもらったのだろう？　まったく、神芽の力ごとき、貴様の神芽で消してやれば楽勝であろうに」

　誤解はともかく、ティファレの発言は聞き捨てならなかった。

「ちょっと待ってくれ。消す？　だって？　何だよそれ」

「貴様にやった神芽の能力であろうが。言ったであろう？　それで『もらりすと』とやらの光を打ち消して宿主を特定したものの、返り討うちに遭あってきたのではないのか？」

　またか、と、翔は深いため息をついた。

「……そういう大事なことはさ、ちゃんと最初に言っておくべきだと思うんだよ」

「む？　な、なんだ翔、なぜそのような目で我を見る？」

「僕の神芽の能力？　光を打ち消すだって？　……いま初めて聞いたよ」

　翔の指し摘てきに、ティファレはまたしばらく、さっきのように硬こう直ちよくし……。

「…………疲つかれた。眠ねむる」

「ちょっ！　逃にげる気かティファレ！」

　目を閉じさせまいと、翔はすぐさまティファレに襲おそいかかった。

　伸のばした翔の両手が、ティファレの両手とがっちり噛かみ合う。

「寄るなと何度言えばわかるのだ痴れ者が……」

「痴れ者はどっちだよ!?　まず説明！　ちゃんと説明してくれ！」

「ならばまずこの手を放すがよかろう……」

「そしたら寝ねるだろ!?　逃げるだろ!?　ほかにも聞きたいことがいくつかあるんだ！　そっちもちゃんと教えてから寝てくれ！」

　そんな悶もん着ちやくの末、ティファレから説明を受けた翔は、頭を抱かかえた。

　翔がティファレとの契約で移植された神芽。名を『救済イレイザー』。

　その能力は、ひとつではないのだった。




　その一、救済。暴走する神芽のアザにキスをすることで、余よ剰じようの養分を吸い出す。

　その二、消しよう滅めつ。翔に見ることができる神芽の力に限り、消えろと念じれば打ち消せる。

　その三、減げん衰すい。翔の身に作用する神芽の力を、百分の一程度に軽減する。




　知っていれば、他ほかにやりようがあったどころの騒ぎではない。もちろん、翔がモラリストの光を消せたのは完全にコレのおかげである。

　……逆転力とは何だったのか。

　答えはひとつ。本当に本当の、ただの偶ぐう然ぜん。桜之介の勘かん違ちがいだ。パンチラ力なんていう滑こつ稽けいな計りかたを信じた自分がどうかしていた。

　翔が人より少し運がいい、という点はわかる。だが、ここ一番に強いなんていうのはよくある話だ。では世の中の『何か持っている』有名人は全員超ちよう能のう力りよく者しやか？　そんなはずはない。そもそもどうやったら、『運の良さ』でモラリストの光が消えるというのか。

『救済イレイザー』のことを知らず、場の勢いに流されていたとはいえ。逆転力なんてものを信じてその気になっていた自分が、翔は少し……というかかなり恥はずかしかった。








　第三章　第二図書室の妖精




　翌日の放課後、翔かけるは妖精を捜さがして、その住処すみかへと足を運んでいた。

　第二図書室の正面側にある小窓。そのカーテンの隙すき間まから、室内を覗のぞく。

「またいない、か。今日は来ないのか、それとも」

　休み時間からの通算で六回目の空から振ぶり。もはや鬼おにごっこではなくかくれんぼである。

　こうなったら、直接彼女の自宅を訪ねよう。翔はそう決めて、特別教室棟とうの中に戻もどろうとしたが……。

　ガチャッ。屋上のドアが、いきなり向こう側から開かれる。

「うげ、エロ鳥先せん輩ぱい……」

　長い黒くろ髪かみに整った顔。奇き妙みようなベルトに白黒縞しま々しまのニーソックス。第二図書室の妖精その人が、ちょうど向こうからやってきた。

「はぁ……そうでした、鬼はふたりになったんでした。『やれやれだぜ……』です」

　彼女は両手の平を上に向け、けだるそうに首を振る。

「話があるんだ。大事な話なんだ。お願いだから、逃げずに聞……ってちょっと！」

　喋しやべっているうちに、彼女は踵きびすを返して駆かけ出していた。

　翔は彼女を追って階段を下り、三階の廊ろう下かを走り抜ぬけて、校舎の反対側にある階段を下りる。だが、全速力にもかかわらず、彼女との差は瞬またたく間に広がっていった。

（くっ、これじゃ追いつくどころか振り切られる……）

　と思ったら、翔が階段で一階に下りたとき、前方を走る女の子が突とつ然ぜん、廊下を逆走してきた。彼女は翔と目が合うと、今度はその場で足を止める。

　いったいなぜ？　その奇き怪かいな動きの答えは、すぐに判明した。

「工こう鳴なか、礼を言うぞ。追い詰つめる手間が省けた」

　一階の昇しよう降こう口ぐちから、担任の統とう治じが特別教室棟に入ってきていた。そして……。

「どうして逃げる、夢む依い。今日は兄さんと勉強をする約束だろう？」

「捏ねつ造ぞうはやめてください、お兄さま。『まったく記き憶おくにございません』……です」

　統治の超ちよう優ゆう秀しゆうな妹。話題の一年生首席、虹にじ元もと夢依。イコール、第二図書室の妖精。

　翔は彼女のことを以前から知っていた。ただ、顔と名前が一いつ致ちしていなかっただけなのだと、この瞬間に理解した。桜さくら之の介すけが説明を省いた理由も、それなら納なつ得とくがいく。

「夢依、帰って兄さんと帝てい王おう学を学ぼう。これはおまえのためなんだ」

「ウザいです。『いっぺん、死んでみる？』されてみては？　あとウザいです」

「ウザかろうが、おまえの成績が落ちたのは見過ごせん。ゲームばかりしているから」

「全国模試一位が二位になっただけ。決めごとなら許容範はん囲いのはずです。お父様はとっくにわかってくれたというのに、どうしてお兄さまという……人はっ！」

　夢依が唐とう突とつに、恐おそるべき速さで統治に飛びかかった。

「父さんがあんなだからこそ、俺が夢依を正しく導かなければならんだろう！」

　くり出された夢依の拳こぶしを、統治が片手で受け止める。そして、今度は統治が。

　しゅばばば、とでも言えばいいのか。アクション映画さながらの高速組手が、いきなり翔の目の前で展開された。

「くだらない趣しゆ味みはいい加減にやめろ！　精神が悪あく影えい響きようを受ける！」

「ラノベもアニメも漫まん画がもビジネスソフトも、どれも人生のバイブルです！　映画や純文学と何も変わりません！　大人の勝手な都合で、名作をディスらないでください！」

「学生の本分は勉強だ！　将来を決める大切な時間を無む駄だにするなと言っているんだ！」

「無駄？　私はビジネスソフトから『人生』を学びましたよ？」

「どうぼかして呼んだところで、アレは十八歳未満が購こう入にゆうしてはいけないシロモノのはずだ！　おまえは法律を何だと思っている！」

「法律も何も全ぜん年ねん齢れい版の話です！　思い込みも大たい概がいにしてください！」

　統治と夢依は互たがいに攻こう撃げきをくり出し、互いの攻撃を防ぎ合う。そのスピードはどんどん上がり、翔には虹元兄妹きようだいの腕うでや足がブレて、もうまともに見えなくなっていた。

　翔は見えてきたふたりの兄妹関係を、自分に置き換かえて考える。

　夢依の……いわゆるオタク趣味は、きっと深み彩あやにとっての文学書のようなもの。もし翔が統治のように、文学書を好ましくない表現が多いからという理由で取り上げ、興味のない勉強を強要したら、深彩はどう思うか？　……決まっている。

　だから翔は、深彩といっしょに楽しむ形を取っている。理解を示せば、注意するべきところや有効な諭さとし方、妥だ協きよう点てんも、いくらでも見えてくるのだ。

「何と言おうとダメなものはダメだ。夢依、ちゃんと現実を見るんだ！」

　なのに、いま統治がやっていることは、取りつく島のない一方的な否定で……。

「リア充じゆうになれと？　何をバカな。私はオタ充をやめません！　私のバイブルを体験すらしないで、知った風な口を利きかないでください！」

　まるで雷かみなりのようにバチン！　と鳴り、統治と夢依が廊下の前後に飛び退のく。

　夢依はそのまま逃げるつもりなのか、すぐに振り向いた。

「っ!?　しまっ、忘れ……」

　背後の翔と再び目が合うと、夢依は驚きよう愕がくして足を止める。

　その一いつ瞬しゆんで、たったいま離れたはずの統治が、夢依の背後に現れた。

　統治は夢依の手を掴つかむと、遠心力で振り回し、大事なはずの妹を階段の踊おどり場の奥……逃げ場のない廊下の終点に放ほうり投げる。

「きゃうぁっ!?」

「視野の狭せまさとツメの甘さは、おまえの悪い癖くせだな。まだまだ未熟だ」

　勢いよく壁かべに背をぶつけて尻しりもちをついた夢依に、統治が悠ゆう々ゆうと歩み寄った。

「さあ、帰るぞ夢依。いや、力ずくでも連れ帰る！」

「お兄さま、どうして……っ」

　夢依の瞳ひとみに、かすかにだが涙なみだが浮うかぶ。それを見た瞬間、翔は心がざわめいた。

　過去に見た深彩の姿がいま、夢依に重なって見える。

　趣味を共有したい。なのに、わかってもらえない。わかってほしいのに……。

　あれは、そういう悲しみを宿した表情に違ちがいなかった。

　かつて翔は、深彩をあんな風に悲しませたくない一心で、魅み力りよくがさっぱりわからずに敬遠していた小難しい文学書を、自分も読むことにした。

　だが、統治は。あの兄は。妹のあんな目を見ても、何も思わないのか？

「え、せん……ぱい？」

　気がつけば翔は、虹元兄妹の間に割って入っていた。

　自分でも驚おどろくほどに苛いら立だちが募つのる。これは……これだけは、許せない。

　統治と同じ兄として。翔はひとこと言ってやらなければ、気が済まなかった。




　翔がトチ狂くるったとしか思えない超展開に、夢依は警けい戒かい心しんを強めた。

「工鳴、何の真ま似ねだ？　退どけ」

　だが、夢依はふと気づく。翔の謎なぞ介かい入にゆうによっていま、夢依は脱だつ出しゆつルートを開くチャンスを手にしているのだ、と。

「どけませんよ先生。だって……」

　翔を囮おとりにして、統治の魔まの手からエスケープ、なう。

　夢依は音もなく立ち上がり、統治に隙すきを作るべく、翔の背を押し出そうとしたが、

「妹さん、泣いてるじゃないですか！」

「…………っ!?」

　ハッとして手を止め、茫ぼう然ぜんと翔の背中を見つめた。

「先生にはわからないんですか？　あの目の意味が！」

「夢依のために教師までやっているんだ。わからんはずがない。だが、あれは立派な社会人になるためには邪じや魔までしかない趣味だ。だから俺は嫌きらわれようが、汚よごれ役になろうが、ただ夢依の……妹の未来のために骨を折る。おまえも、俺と同類だろう？」

「違いますよ！　大事なのは妹の笑え顔がおです！　妹は……ペットじゃないんだ！」

「……ペットだと？」

　夢依をかばって、怒おこらせたら重傷確定の暴君に無む謀ぼうにも噛かみつく。

　そんなことをする……いや、できる男は、これまでひとりも存在しなかったのに。

「妹が楽しいと感じていることですよ!?　どうして理解しようとすらしないんですか！　彼女、きっと先生と一いつ緒しよに楽しみたかったはずです！」

　しかも、心を読んだのかとすら思えるクリーンヒットだ。

　作品の善し悪あしや好みについて、ああでもないこうでもない、あれはいい、いや違う、やんのかコラ、なんて、統治と意見をぶつけ合いたい。確かに夢依はずっと、心の片かた隅すみにそういう気持ちを抱いだき続けてきた。

　統治が同類として気に入っている生徒がいると、父から聞かされて知った翔。彼は夢依と統治のわずかなやり取りから、ここまで正確に……。

「たとえどんな理由があったって、大事な妹を泣かせていいわけがないでしょうに！」

　まるで夢依の推しコン『ヤヴォール・マインヘル』の主人公がくり広げた感動シーンのようなセリフだった。

　すべては超ちよう能のう力りよくバトルに巻き込まれた妹のため。能力を持たない身でありながら、幾いく多たの超能力者たちに無謀にも立ち向かう主人公。ときに機転で勝利し、ときに相手を説得し、ときにボコボコにされるも、その人ひと柄がらで仲間の協力を得て、ただ妹の幸せのために、いかなる困難も乗り越こえる……夢依にとっての、理想の『兄』。

　幻げん想そうの世界に見ていた理想の背中が、いま、翔の背中に重なって見える。

　ファーストインプレッションは、エロ撮さつ影えいに加担する変態。だが、きっと何か理由が……そう、理由があったと、夢依は昨日の翔との会話を思い出した。

「工鳴、何をムキになっている？　まさか夢依に惚ほれたか？　許さんぞ下げ衆すめ」

「そういう風にしか思えないなんて、寂さびしいですね。違いますよ」

　あっさり否定。そのとき夢依は思わずイラッ☆としたが、自分がそんな反応をしてしまったことこそが斬ざん新しんで。

「僕はただ、先生のやり方に納なつ得とくがいかないだけです！　妹を大事と言いながら泣かせておいて、でもおまえのため、社会が何だのと正当化する。そんな兄は……最低だ！」

「……ッフ。まさか、俺に説教をする生徒が現れるとはな。だが、どう言われようと、すべては夢依を立派な大人に育てるためでな。俺なら……最低で結構だ」

　統治のドスを利かせた声。それだけで、夢依は統治が内心でブチギレたことを察する。

「その発言には親近感が湧わきますけど……」

「いい加減にどけ、工鳴。これ以上邪魔をするなら……仕置くぞ？」

「それこそ先生お得意のルールでも作って、妥協点くらい探したらどうなんですか！」

　生徒の誰だれもが怯おびえる統治の仕置き。そのプレッシャーに真っ向から意見をぶつけるとなれば、パンピーならこの後二秒で、モノホンの痛みによって建前が消し飛ぶ。

　だが、もし翔が本当に、夢依の心の隙すき間まを埋うめられる男なのだとしたら。

「バカ者が……では跪ひざまずけ！」

「ぐあああっ!?」

　統治が放つ電光石火の蹴けりが、翔の腕にクリティカルヒット。さらに統治は、蹴った足首を器用に引っかけて翔を押し倒たおし、ついでにヘビースタンプをキメた。

「さあ夢依、帰る…………何？」

　だが、翔は痛みにも心折れずに、統治の足を掴んでいる。その光景に、

　ド─────ン！　夢依の胸中では、セカンドインパクトが起きていた。

　素す晴ばらしい。掛かけ値なしに素晴らしい。これならば、と、夢依は自分で自分を抱だき締しめ、ひとり内心でエキサイトする。これは……、

（『濡ぬれるッ！』です！）

「妹さんが大事なら、気持ちを考えてあげてくださいよ、先生！　……ぐあっ！」

　再び統治のヘビースタンプが炸さく裂れつしたが、翔は手を放さない。だから統治はまた踏ふむ。翔の頭を、顔を、肩かたを、背を、腕を。そうして翔は、瞬またたく間にボロ雑ぞう巾きんにされていく。

「故意に急所を外すのも面めん倒どうなんだがな。工鳴、おまえだって、大事な妹が狂った趣味に走ったおかげで、人生を失敗するのは許せないだろう？」

「決めるのは、妹自身、です。失敗も経験のうち。僕は妹の気持ちを、尊重します！」

　翔の顔は、度たび重かさなるスタンプで醜しゆう悪あくなヒト型クリーチャーになりかけていた。だが、見た目など夢依にとっては問題外。成績だの資格だの、ステータスだって問題外だ。

　大事なのは……中身。真に妹を想おもう意思。夢依は翔のそこに痺しびれ、憧あこがれる。

「そんな理想論では、妹が社会に出て、痛い目を見てから後こう悔かいするのがオチだぞ？」

「妹が、自分の意志で決めて、それでも痛い目を、みてしまったとしたら、僕はそっと慰なぐさめて、励はげまします！　大だい丈じよう夫ぶ、僕がついてるから、またがんばろうっ、て！」

　ラブストーリーは突とつ然ぜんに？　出会った日から恋こいに落ちる？　そんなことあるわけない。すべてはフィクション。現実にはあり得ないからこそ、幻想世界は素晴らしい。これまで夢依は、そんな風に思っていたわけだが……。

　いまなら名作のヒロインたちの気持ちを、考察ではなく、本当の意味で理解できる。

　これは夢依のデスティニー。きっと一万と二千年前から決まっていたこと。

　翔というメインヒロインを得て、虹元夢依が主人公のシナリオが、いま始まるのだ。

「工鳴、次は本気だ。妹と入れ替かわりで入院したくないなら、手を放せ」

　統治の最終警告で、夢依のハートビーストが覚かく醒せいした。

　このオープニングイベントのフラグは、必ず立てる。立ててみせる。たとえ、おそらく一度しか通じないだろう、対統治用の秘ひ奥おう義ぎを使ってでも。

「そこまでですよ、お兄さま」

　最初の選せん択たく肢しでバッドエンドなんて悲しみ、背負わされてたまるものか。




「エキサイトして妹に虐ぎやく殺さつショーを見せるのは、教育上よろしくないでしょう？」

　床ゆかに倒れた翔の後ろで、夢依が突然口を開いた。

「……確かに。おまえのこととなると、つい熱くなってしまっていけないな。ふーっ」

　統治が持ち上げていた脚あしを下ろし、両手でスーツのジャケットの襟えりを正す。

　だが、翔はもうボロ雑巾で、視界もボヤけている。意識があるのが不思議なくらい。暴君に逆らった代だい償しようにしては安いが、重傷と言って差し支つかえない状態だった。

「工鳴、終わりだ。もう放せ」

「まだ……ですよ。勝手に、終わりに、しないでください」

「そうですお兄さま。続きはウェブ……じゃなくて、じゃんけんでお願いします」

「…………え？」

　緊きん張ちようしていた空気が、一瞬でバカみたいに弛し緩かんする。

「たとえ完かん璧ぺきなお兄さまが相手でも、それならワンチャンスはあるでしょう？」

「夢依、本気で言っているのか？　何が狙ねらいだ？」

「別に言った通りですよ？　ただ、お兄さまが勝てば、私は言いつけどおりに勉強します。サービス精神旺おう盛せいにも、お風ふ呂ろで背中すら流してあげましょう。そう、七年ぶりに、昔のように……。だから、お願い、『にぃに』！」

「なっ……！　ん、んんっ！」

　夢依が猫ねこなで声を出した瞬間、統治はあからさまな咳せき払ばらいで驚愕を誤ご魔ま化かしたが、

「ふむ！　夢依があえてそう提案するのなら無視はできんな！　いいだろう！」

　次の瞬間には、どういうわけかすっかり乗り気になっていた。

「は？　冗じよう談だんでしょう？　ふざけないでください、そんな簡単に……」

　じゃんけんである以上確かに可能性はあるのだろうが、いかんせんその方法は軽すぎる。大事な何かを賭かけるようなものでは決してないはずなのに。

「ちなみに、お兄さまはじゃんけんの世界チャンピオンかつ殿でん堂どう入りです。戦績は、私の知っている限りでは、大体十万勝ゼロ敗くらいです」

　夢依が翔の眼前に屈かがみ込んで、サラリと言う。それはもう運とは言えないような……。

「工鳴、ルールは一回勝負だ。万が一……いや、億が一にもおまえが勝ったなら、俺は夢依の趣しゆ味みを認めよう。だが、俺が勝ったら、もう二度と夢依には近づくな」

「それはちょっと、困るんですが……」

　それでは翔は、夢依から神芽の養分を回収できなくなってしまう。

「困るんですか？　そうですか。ふふっ、照れてしまいますね」

「なんで照れて……って、そうじゃなくて！　君は本当にそれでいいのかい!?」

「ええ、いいんですよ。だって先せん輩ぱい、勝ちますから。実は私、勝利の女め神がみなんです」

「そのままでいい。さっさとやるぞ工鳴。夢依の貴重な時間が惜おしい」

　統治が屈み、翔に右手を突つき出す。一方、夢依は立ち上がり、コトの推移を見守る。

　じゃんけん。そんな滑こつ稽けいな方法で大事なことを決めた経験なんてない。だが、ふたりは納得しているわけで……。

「先生、誓ちかって、約束は守ってもらえますか？」

「この俺が『ルール』を破っては、生徒に示しがつかんだろう？　破る理由がない」

「……わかりました」

　逆転力？　勘かん違ちがいでも何でもいい。翔が『何か持って』いて、人より少しは運が良いというのなら。いまは、いまだけは、どうか勝たせてください。

　翔は神に懇こん願がんしながら、ひどく緊張して勝負に臨のぞんだ。

「では行くぞ…………じゃん……けんっ！」

　だが、翔はすぐに度ど肝ぎもを抜ぬかれることになった。

　あろうことか、屈んでいる統治の背後で？

「ドヤァッ！」ドゴッ！「ぽがっ!?」

　統治の体がぐらりと横に倒れていく。その背後では、両手で何かを振ふり下ろした夢依が、ものすごく悪そうなしたり顔をしていた。

「ふう、やはり十三巻はパワープレイ向きですね。並行世界展開による千五百ページはもはや鈍どん器き。『こんなこともあろうかと』で、所持しておいて正解でした」

　夢依の手には、厚あつ革がわのカバーに『拾参』と書かれている、超ちよう分厚い文庫本。それは彼女の奇き妙みようなベルト……ブックホルダーから出てきたものだった。

「む、夢依……お、おま、え」

　夢依はぴくぴくと痙けい攣れんする統治の右手を掴つかみ、指をチョキに整え……。

「じゃ～んけ～んぽい。はい、先輩の勝ちです。まさかお兄さまともあろう人が、誓せい約やくを違たがえたりはしませんよねぇ？　フフ、ドヤァ……」

「ひ、卑ひ怯きよう……な」

　まったくもって翔も同感だった。

「勝てば官軍という言葉を知っていますか、愚おろかなお兄さま。過去の幻げん影えいに釣つられて素直に先輩に全神経を集中するとは、『まだまだだね』です」

　統治の体からガクッと力が抜けた。どうやら意識を失ったらしい。

「や、でも、それにしたってこれはいくらなんでも」

「お兄さまのじゃんけん無む双そうの正体は、超絶反射神経による完全あと出しですよ？　そもそも運じゃないので、このくらいはやって当然。読み負けた方が悪いんです」

　夢依は悪びれるどころか、自分は正しいとばかりに、胸を張っていた。

「さて、では行きましょうか、先輩」

　と、夢依が翔の脇わきの下に体を滑すべり込ませ、翔の体を支え起こした。

　翔と統治は夢依にとって、鬼おにごっこにおいてのふたりの鬼。その双そう方ほうが行動不能になったのだから、翔はてっきり、そのまま夢依が逃にげると思っていたのだが……。

「手当て、します。オープニングは終わりです。安心してください。お兄さまもデストロイしましたし、先輩の話は、ゆっくり、心行くまで聞いてあげますから」

　それは願ってもないことだが、いったいどういう心変わりがあったのか。

　いくら考えてみても、翔には夢依という女の子がよくわからなかった。




　　　　◆




　第二図書室に入ると、夢依はすぐさまデスクへと走り、引き出しから携けい帯たいゲーム機を取り出して戻もどって来た。

　表示された画面には、『ヤヴォール・マインヘル／ヴァルツァー』というタイトル。

　と、夢依は翔の体に、ゲーム機の画面をぐいっと押し付け……。

「……え？」

　視界が一いつ瞬しゆん、ティファレを思わせる虹にじ色いろの光で埋めつくされる。次の瞬間、周囲の景色はブロックを積み重ねるようにして、第二図書室ではないどこかに変わってしまった。

　そこは大きな道路のど真ん中。左右には幾いく多たの高層ビルが立ち並び、道路にはどこか近未来的なデザインの、見たこともない車が走っていた。

「に、虹元さん、ここはいったい？」

「『真世界アナザーデイメンジヨン』。私の神芽で画面の中に入ったんですよ。ちなみに、本作は対戦格かく闘とうゲームです。あとで原作貸しますね。先輩はこのバイブル、絶対読むべきです」

　画面の中。その言葉に、翔は呆あつ気けにとられた。だが、よくよく思い返してみれば、確かに思い当たる節はあるのだった。

　書店から出た彼女の姿が見当たらず、施せ錠じようしたはずの第二図書室に音もなく現れ、そして、パソコンの画面に入って姿を消した方法。これが、その答え。

「さて。では、さっさとヤることヤりましょうか」

　夢依がホルダーから取り出したのは、統治を殴なぐったものより圧あつ倒とう的に薄うすい文庫本。

　彼女はものすごい速さでページをめくって、めくって、ものの数秒でめくり終え、パンッと音を鳴らして、本を閉じた。

「……速読了りよう。イマジネイション。『樹光治癒ブルーメ／リート』」

　夢依の体が深緑色に光る。その光はやがて伸のびて広がり、翔の体も包み込んだ。

　優しく、暖かい光。昨日ティファレにしてもらった手当てと似た感じがする。

「私はこうやって、フィクションの登場人物の能力も扱あつかえるんですよ。切り替えは必要ですし、なぜか詳しよう細さいを知らずとも過不足なく付ふ与よされるので、ネタバレをくらうこともあるのが玉に瑕きずですが。あ、ちなみにこれ、二巻の治癒能力です」

　翔は思わず、自分の顔に手を当てる。そこにあったはずの血が消え、腫はれが引き、傷口が徐じよ々じよに塞ふさがり……切るまえに、光はパリン！　と鳴って弾はじけ飛んだ。

「……へ？　あ、あれ？」

　夢依が茫ぼう然ぜんとした様子で、翔を見つめる。

「ッフ……少しハートビーストがエキサイトしすぎましたかね。獲え物ものを前に舌した舐なめずりとは、我ながらなんと三流な。しかし、落ちついてガチればどうということはありません」

　再び夢依の体が光ると、さっきの続きから始めたように、翔の傷が再生を始めた。しかし、光はまたも、パリンと鳴って霧む散さんし……。

「わ、ワンモアセッ！」

　夢依は十数回やり直したが、何度やっても結果は同じだった。

　だが、実際効果がなかったわけではない。小さな小さな治癒が積み重ねられたことで、翔の体はほぼ回復していた。残っている傷はあるが、もはや軽い擦すり傷程度である。

　あのパリンという音は、翔が秩ちつ序じよの光を消したときと同じ。つまり、翔の神芽『救済イレイザー』の能力のその三。減げん衰すいによるものなのだろう。

　どうやらこの能力は、翔の意思にかかわらず自動的に発動してしまうものらしい。

「『よろしい、ならば戦争だ』です……」

　だが、そうと知らない夢依は、いまや完全に意地になっていた。

「ああいや、大だい丈じよう夫ぶ。もう治ってるよ。それより、そろそろ話を聞いてくれないかな？」

「………………はぁ。まあ、確かに大丈夫そうですし……いいでしょう」

　夢依が軽くため息をつき、手にしていた本をブックホルダーにしまう。

「それで？　やっぱり先輩は、私の神芽を『殺してでもうばいとる』したいんですか？」

「誤解だよ。君の神芽はなくならない。ただ余りの養分を分けてほしいだけなんだ」

　昨晩翔は、『救済イレイザー』の詳細と共に、そちらもティファレに確かく認にんしていた。

　もちろん、一度疑われているので、はいそうですかと信じてもらえるとも思えない。だから翔は、さらに説明を続けようとしたが……。

「なるほど、あれも誤解だったのですね。『てへぺろ』です」

「え？　し、信じてくれるのかい？」

「だって、全部妹のためなのでしょう？　私にはもうわかっています」

　翔の胸に熱いものがこみ上げる。誤解されない、という当たりまえのことが、いまはものすごく素晴らしいことに思えた。

「ああ、ああっ……ありがとう！　ありがとう虹元さん！」

　嬉うれしさのあまり、翔は夢依の手をぎゅっと両手で握にぎった。

「ちょ……ん、んんっ！」

　夢依が咳払いをして、翔の手を振り払はらう。突とつ然ぜんだったので動どう揺ようさせてしまったらしい。

「ごめん……びっくりしたよね。でも、つい嬉しくって」

　翔はほっとひと息ついて、心を落ちつかせた。これでやっと終えられる。深彩を助けられる。自分の良心だって、もう抑おさえつけなくて済むのだ……と。

「それで先輩。養分の回収？　というのは、具体的にどうすればいいんです？」

「ああ、神芽のアザにキスをするんだ。それで、その……言いにくいんだけど、宿主が感じればいいみたいで……」

「……は？」




「虹元さん、君の神芽のアザはどこにあるんだい？」




「………………………………………」

　夢依は目を潤うるませ、時がとまったように硬こう直ちよくしていた。

「そ、そうだよね。いきなりキスとか感じるとか……嫌いやだよね。ごめん、無神経だった。でも、そこを何とか、お願いできないかな？」

「……初めからそれが目的だったんですか？」

　さっきまでとは打って変わって、夢依の声のトーンが低くなる。

「え？　あ、うん、一応」

　と、夢依が肩かたを落とし、プルプルと震ふるえ出した。

「そんな……この私が、釣られた？　キター！　と思ったのに、何もキテなかった？　……フ、フフ……フフフ……ですよね、そんなうまい話、あるわけ……」

　夢依が手の甲こうで瞼まぶたを撫なで、またブックホルダーから一冊取り出す。そして彼女は、パラパラとページをめくり？

「前言を撤てつ回かいします。イマジネイション、『雷招来衝ドンナー／シユラーク』！」




　　　　◆




「……以上っと。ふぅ、やっと終わったぁ」

　本校舎の一階。職員室の隣となりにある生徒指導室で、あいすはパイプ椅い子すに座ったまま背せ伸のびする。昨日プールで起きた騒そう動どうの報告書を、たったいままとめ終えたところだった。

　悠ゆう子こが横合いから報告書を手に取り、中身にざっと目を通す。

「風紀委員長の私見、『エッチな男子はいけないと思います』？」

「そんなこと書いてないもん！　ちょ、悠子ちゃん!?　書き足さないでってば！」

　あいすはすぐさま、悠子の手から報告書をもぎ取った。

「うふふ。冗じよう談だんですわよ。……さて。では、わたくしはひと足さきに帰りますわ」

「え？　今日校内警けい邏らは？」

　不ふ穏おんなことを企たくらみ、規則を破る生徒がいないか、放課後の校内を見回るのは、風紀委員の日常的な仕事。それを悠子がパスするなんて、あいすの知る限り初めてのことだった。

「少し気になることがありますの。だから行って吐はかせて来ますわ。昨日はつい勢いで壊こわしてしまいましたけど、あの特性カメラ、もしかしたら『越こえて』いるのかも」

「特性カメラ？　何それ？」

「はっきりしてから、まずいようならちゃんと話しますわ」

　気になることは、気になる。しかし、あいすはすぐに引きさがった。

　自分よりずっと風紀委員長らしく、しかも強い悠子である。きっと明日には全部済ませて結果を教えてくれるに違いないから、いま無理に聞き出す必要はないのだった。

「それより、あいすは工鳴くんをどうにかしたほうがいいですわよ？」

「どうにかって……いきなり何？　私と翔ちゃんはその、別に、何にも」

「彼、休み時間のたびに、いちいちどこかに行ってましたわよね？」

　思い出したら、胸がチクリと痛んだ。翔はいくら聞いてもはぐらかすばかりで、あいすは結局、彼の行き先がわからないままだったから。

「あれ、あいすにはかなりまずいと思いますのよ、わたくし」

「……どういうこと？　悠子ちゃん、何か知ってるの？　また冗談？」

「いいえ？　誰だれかさんが報告書を忘れるほどずっと気にしてましたから、昼休みから二回、こっそり彼をつけてみましたの。きっと、今いま頃ごろも……」

　悠子があいすの耳元で、翔の行き先をそっと囁ささやく。

「警邏ついでにちょっと見るだけ……ね？　『ライバル』登場、かもしれませんから」




　　　　◆




「え……？　うわあっ！」

　翔の足元に小さな雷が落ち、地面のコンクリートを黒く染める。

「ああ、秘ひ剣けん掌てのひら返しが間に合って、本当に良かった」

　夢依の体から迸ほとばしった青白い雷が、再び翔の足元を焼いた。

「ひぃっ!?　いったいどうしたんだよ！　虹元さんは全部わかってくれたんじゃ」

「やはり先せん輩ぱいの本ほん性しようはエロ鳥。妹をダシにしてやりたい放題ということでしょう？　それもこれも全部変態行こう為いに及およぶための嘘うそとは、手の込こんだことをしてくれますね」

「違ちがっ……誤解だ！　僕は嘘なんて！」

「卑ひ猥わいな回収方法をはいそうですかと信じるとでも？　愚おろかな……」

「さっきはすぐ信じてくれたじゃないか！　本当にただアザにキスを……うおぁっ!?」

　夢依が翔に向けた手の平から、今度は雷がビームのように飛び出した。

　翔の脇わきをすり抜ぬけた雷が、背後のビルにぶつかって爆ばく発はつする。

「ならば力ずくで押し倒たおしてください。それが先輩の勝利条件です。勝者の権利として行使する淫いん行こうなら、抵てい抗こうはしないと約束しますよ。プロとして、矜きよう持じにかけて」

「違う！　違うんだよ！　虹元さん！　僕の話を」

「でも、勝つのは私……。さあ、裁きを始めましょう、紛まがい者っ！」

　夢依の手から次々と雷が放たれる。

　翔は身をひねらせて、襲おそい来る雷をいくつか避よけたが……。

「ちょ、まっ、落ち着い、話を、うわっ、うわっ、うあああああああああぁっ!?」

　やがて避けきれなくなって身を縮めた。だが、雷が翔に触ふれた瞬しゆん間かん……パリン！

　さっきの治癒の光と同じように、雷が霧散した。

「そんな……『雷招来衝ドンナー／シユラーク』が、消えた？」

　翔の神芽『救済イレイザー』の能力その三、減衰。おかげで翔が受けたダメージは、ちょっとした痛みと痺しびれで済んでいた。ティファレが言ったしっぺ返しとは、神芽の超ちよう能のう力りよくを用いたこういう争いを指していたのだと、翔はまさに痛感する。

　こうなってしまっては、もうやるしかなさそうだった。

　狙ねらうのは能力その一、神芽の名を冠かんする救済だ。それで夢依から養分を吸い、神芽の暴走を止めて正気に戻もどってもらうしかない。だが、彼女のアザはいったいどこに……。

「ッフ、そんなに熱い視線で見つめられては、ちょっとまえの私なら濡ぬれてしまったかもしれませんね。でも、いまとなっては、ただ闇やみが疼うずくだけ」

　夢依がホルダーに手を伸のばし、本を『伍ご』に持ち替かえ、速読する。

「イマジネイション『業火兵団フランメ／ソルダート』」

　杯さかずきを持つ形にした夢依の手から火柱が立ち上り、徐々に人型が形成されていく。そんななか、翔は夢依目がけて全力で駆かけ出し、炎えん柱ちゆうを見た。

　ともかくもうやるしかない。できなくてもやる。夢依を掴つかまえて……脱ぬがす！

「消え、ろっ！」

『救済イレイザー』の能力その二、消しよう滅めつにより、出来上がった炎の人型がパリン！　と砕くだけ散る。

　突然のことに驚おどろいたのか、夢依が目を見開いて硬直した。

「いまだっ！」

　翔はその隙すきに、夢依の体に触ふれようと手を伸ばしたが、

「惜おしかったですね、エロ鳥先輩」

　夢依は少しだけ体を反らし、紙かみ一ひと重えで翔の手をかわしていた。

「『一度見た技わざは、聖闘士セイントには二度と通用しない』……早そう漏ろうです」

　翔は立て続けに、何度も何度も手を伸ばしたが、夢依はそのすべてを避けきる。動作の勢いで舞まい踊おどる髪かみにすら、翔の手はかすりもしなかった。

「なるほど、ならさっきの治ち癒ゆも……。理解しましたよ、エロ鳥先輩。そちらの神芽はディスペルの類たぐい。任意発動可能で、自動防ぼう御ぎよ機能まである、と。なかなかに悪くはありませんが、現状からして『包容』や『範はん囲い』には作用しない。つまりあのオートガードは、エロ鳥先輩自身が何らかの形で『対象』となる必要がある……違いますか？」

　ブックホルダーからまた新たに一冊取り出し、ながらで速読までこなして、夢依は翔の手を避け続ける。

　彼女は『救済イレイザー』の力を分ぶん析せきしているらしいが、具体的なことは翔にもまだよくわかっていないのだから、答えようがなかった。

「黙もく秘ひ、ですか。でも、私は知っています。その類の力、能力者同士のバトルでは強そうに見えなくもないですが……教えてあげましょう。欠けつ陥かん、というものを」

　夢依が身を屈かがませ、手を伸ばした翔の懐ふところに、カウンターで滑すべり込んで来る。

「まず、身体能力差は埋うめられない」

「なっ……ぐあっ!?」

　パパパン！　夢依は一瞬で、三発の拳こぶしを翔の腹に叩たたき込んでいた。

「実体のある物理攻こう撃げきも防げない。相手が銃じゆう持ちなら瞬殺です。そして……」

　衝しよう撃げきに思わず膝ひざをついた翔の目の前で、夢依がしゃがむ。

「能力そのものは消せても、引き起こされた『現象』は消せない……さまっそ！」

　くり出されたのはサマーソルトキック。腹に入ったその一いち撃げきで、翔の体がわずかに浮うく。

「からの……『神羅旋風ヴイルベル／ヴイント』！」

　瞬間、華か麗れいに着地した夢依を中心に、風が渦うずを巻いた。

「え？　このっ！　消えろっ！」

　翔は体に浮ふ力りよくを感じながらも、塵ちり混じりで目視できる旋風を睨にらみ、消滅を使う。

　だが……音は、鳴らなかった。

「残念。これは空気を『押す』だけの能力です。押されて生じた風はただの副次的な」

「うおわあああああああっ!?」

　ビューン！　夢依の言葉が途と中ちゆうで聞こえなくなる。

　翔は下からの突とつ風ぷうを受け、空へと吹ふき飛ばされていた。

　ビルの屋上が猛もうスピードで、翔の脇を通り過ぎていく。まるで衛星にでもなった気分。数秒後には翔はもう、近代的な街を、遥はるか遠くに見下ろしていた。

　眼下の街から迫せまってくる、エメラルドグリーンの光点。また何かの能力を付ふ与よしたのか、夢依が光の翼つばさをはためかせ、空を駆けている。

　その手には、統治を殴なぐったあの鈍どん器き。どうやらトドメを刺さそうということらしい。

　だが、それがわかっても、この状態では避けられない。仮に夢依の翼をいま消滅させても、地面に激げき突とつするという未来予想は変えられない。

「嘘だろ？　僕は……こんなところで……」

　八はつ方ぽう塞ふさがりの予感に、身の毛がよだつ。

　翔が負けたら深彩が助からない。それだけは嫌いやだ。どうにかならないのか。何か手はないのか。あきらめるな、最後まで。翔の頭がかつてないほど、めまぐるしく活動する。

　そんなとき、頭の中で……聞こえた。

　パリン！「……え？」

　体が落下を始めるまえに、ズボンのポケットから、中身が滑り落ちる。

　翔に先行して落ちていくそれは、『ヤヴォール・マインヘル』の最新二十四巻。夢依に届けようと思って持っていた、あの落とし物だった。

「アウフ・ヴィーダーゼーエンさよなら、エロ鳥せん…………っ!?!?!?」

　その文庫本とすれ違った瞬間、夢依は目をカッと見開き、光の軌き跡せきを描えがいて百八十度方向転てん換かん。なぜか翔を放置して文庫本を追い、地面へと向かっていった。

　理由なんてわからない。だが、トドメを免まぬかれても、このまま落ちたら話は同じで……。

　いよいよ、翔の体が落下を始めた。重力で体はみるみるうちに加速し、先行した夢依を追うようにして、地面へと向かっていく。

「あきらめるな、思い出せ……何か、何かあるはずだ！」

　翔にはわからないが、夢依は『救済イレイザー』の能力を分析していた。そこに何か、ヒントがないか。翔はついさっきの会話を懸けん命めいに思い出す。

　だがいま、翔の目は夢依のスカートの中、普ふ段だんは包み隠かくされている範囲に釘くぎ付づけで……。

「あ、パンツも縞しま……って！　いまはそんな場合じゃ……あれ？」

　一瞬漏もれたエッチな思考がヒントになるとは、何とも皮肉な話だが。

『現状からして「包容」や「範囲」には作用しない』

　思い出した夢依のセリフは、減げん衰すい能力に対するそれ。重要なのはその裏打ち。

　ここは夢依が作り出した『真世界アナザーデイメンジヨン』。丸ごと全部、神芽の力でできている。なら、しっかりそこに意識を向けさえすれば……。

「消え、ろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　バリ──ン！　何十枚ものガラスを同時に割ったような轟ごう音おんが、翔の予想に正解を告げる。景色は翔が睨んだ地面から真っ二つに裂さけ、猛スピードで霧む散さんを始めた。

　すでに着地していた夢依が足場を失い、驚きよう愕がくの表情でこちらを見上げる。

　数秒であたりが真っ暗になると、翔が受けていた落下の慣性はどこかに消え去り、無重力さながらの浮ふ遊ゆう感がやってきた。

　その直後、翔の体は再び、ぐっと下に引かれ……いきなり、第二図書室の床ゆかが現れた。

「うわっ！　っと！　っとぉ！」「きゃうっ!?」

　着地でバランスを崩くずした体は、前のめり。翔は勢い余って、目の前の夢依を押し倒す。

　波は紋もんのごとく床に広がる、夢依の長い黒くろ髪かみ。彼女の上に、四つん這ばいで覆おおいかぶさる翔。

　彼女の肩かたを掴つかんだはずの右手は、勢いで場所がずれ、夢依の顔のすぐ隣となりにあった。一方、翔の左手には、何やら柔やわらかい感かん触しよくがある。

　これはいったい……と、自然に手が動いた。

「ひゃうっ!?」

　顔をくすぐる夢依の吐と息いき。思考が麻ま痺ひし、翔はそのまま硬こう直ちよくした。

　すぐ目の前。ほんの少し進めば触れてしまいそうな距きよ離りに、朱しゆの差した夢依の顔がある。

　みずみずしさすら感じる、夢依の唇くちびる。その柔らかそうな桃もも色いろに、翔は思わず吸い寄せられてしまいそうになったが……。

「……困りましたね。私、強ごう引いんプレイというのも、案外嫌きらいではないんでしょうか」

　夢依の言葉で、翔の頭は急速に冷静さを取り戻した。

「ごごご、ごめん！　でも……ああもう！　ごめん！」

　謝りつつも、翔は離はなれるどころか、夢依の二の腕うでを手で押さえる。いま彼女を解放したら、即そく座ざにボコボコにされるような気がした。

「はぁ、本当に『予想ＧＵＹ』です。でも……おめでとうございます。先せん輩ぱいの勝ちです」

　だが、さきほどまでの強気はどこへやら。夢依はなぜかあきらめた様子で？

「え？　あ、あの、虹元さん？　何を言って」

「自分から言い出した勝利条件を満たされたのだから、負けでしょう？」

　と、言われても。あまりにあっさりしすぎていて、どうにも腑ふに落ちない。

「そうかもしれないけど、なら、最後に引き返さずトドメを刺せば……」

「たらればに意味はありません。結果がすべてですよ、エロ鳥先輩」

　夢依は両りよう腕うでの肘ひじを折り曲げ、手を胸むな元もとへ。どうやら拾っていたらしい、あの落とし物の文庫本を、夢依はそっと抱だき締しめた。

「このバイブルはプライスレス。二次元が裏切らないからといって、私が二次元を見捨てたらプロ失格。まあ、悔くやしくないと言えば嘘うそですが……いいですよ、私の負けで。私はプロとして、ちゃんと矜きよう持じを守ったんですから」

　どうもそれが夢依の敗因らしいが、相変わらずさっぱり意味がわからない。

「ああ、あり得ないとかぶっ放しとか言うつもりもないですよ？　運の要素も勝負の一部。読み切れない方が悪い。アマチュアの言い訳なんて、見苦しすぎて吐はき気けがしますし」

「いや、全然わからないんだけど……とにかく虹元さん、それは君のだ。一昨日おととい本屋さんで君が落としたから、届けようと思って、忘れてて……」

　と、夢依がいきなり笑い出した。それはもう見事な三段笑いである。

「九十九冊しかないからどこで落としたかと思えば、先輩が拾っていた？　本当に、ひどいデスティニーですが……そのさきは言わぬが華はな。敗者はただ、潔いさぎよく……」

　すっと目を閉じる夢依。そして彼女は、文庫本を床に置き、スカートの裾すそに手を？

「さあエロ鳥先輩、要求通り、アザにキスでも何でも、致いたしちゃってください」

　たくしあげられるスカート。縞しま々しまニーソックスの根元にある肌はだ色いろが、いま露あらわに……。




「私のアザ、ココです」




「え……ちょ、え？　……あ、あ、あれ？　それじゃあ……えええっ!?」

　翔は背筋が冷たくなって、見事に取り乱した。

　理由は三つ。そのすべてが、たったいま連続で判明したのだった。

　ひとつ目。夢依の神芽のアザは、右の太ふと股ももの内側、ニーソックスと下着の間にあった。夢依が翔を変態扱あつかいするのが当然の、完全にアウトな位置だった。

　ふたつ目。一いつ角かく獣じゆうの形をした夢依のアザは、真っ黒。その神芽は暴走していない。

　そして三つ目。いま夢依は見苦しい真ま似ねをしないと言ったのに。『真世界アナザーデイメンジヨン』の中では見えていたのに。どうして、夢依のアザから上、そこにあるはずの縞々パンツが、

　秩序の光にＫＥＥＰ ＯＵＴされているのか。

「え、だって、君が……モラリストじゃ」

「はい？　違ちがいますけど？」

　翔は時が止まったように硬直した。

　誤解人違い、だったのだ……。

「……キス、しないんですか？」

「できるわけがない！」

　翔は夢依の手を振ふりほどき、勢いよく立ち上がった。

「は？　それが目当てだったんでしょう？　誇ほこって及およんでいいんですよ？　私、抵てい抗こうしません。悔しいけど、きっと感じちゃいますから。もちろん、ちゃんと処女です」

「やめてくれ！　ごめん！　誤解だった！　謝って済むことじゃないけど……ごめん！」

　翔は夢依に土ど下げ座ざし、何度も床に額をこすりつけた。

「……解げせませんね。コトここに及んでなぜやめるんです？　据すえ膳ぜんですよ？　私」

　スカートをたくしあげたまま、夢依が身を起こす。だが彼女はなぜかこちらを見ず、すぐに翔の背後へと視線を向けた。

「おやまあ……。風紀委員長が覗のぞきとは、いい趣しゆ味みですね」

　翔はその視線を追いかけ……戦せん慄りつした。第二図書室の入り口側にある小窓の、閉まっているカーテンの端はし。その隙すき間まから室内を覗いていたのは。

「せ、清せい野のさん!?」

　いま、翔は土下座から顔だけをあげた状態。夢依はスカートをたくしあげている。

　あいすの目に、果たしてその光景はどう映って……考えるまでもなかった。

「か、翔ちゃんなっななっなっ何し何、何何何何何何何……」

　あいすが混乱した様子で、声を震ふるわせる。

「これには事情があるんだ！　僕が悪いのは悪いんだけど、誤解なんだよ！」

「……これは修しゆ羅ら場ばですか？」

「そそそそそんなだって翔ちゃんもう二度と変なことはしないって昨日約束して……え、あれ？　『もう大だい丈じよう夫ぶ』って……そういうこと？　ふたりはその、つ、つきあああ」

　あいすはうろたえながら徐じよ々じよに後退していき、

「ああああああああああ嫌イヤああああああああああああああああっ！」

　やがて踵きびすを返すと、一目散に第二図書室から走り去った。

　翔は立ち上がり、あいすの背に手を伸のばす。だが、夢依への謝罪と説明がさきではないのかと迷い、すぐに足を出せなかった。

「先輩、ここは迷う場面じゃないです。追いかける場面ですよ」
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　と、夢依が翔の背を両手で押し始めた。

「で、でも、君にだってちゃんと謝罪と説明を……」

「誤解なんですよね？　なら、とりあえず仕切り直しましょう。というか仕切り直します。こっちはあとで全部聞きますから、いまは行ってください」

　急に落ち着いたらしい夢依に押され、翔は第二図書室から追い出される。

「私も気持ちを整理する時間が欲ほしいので、ちょうどいいです。では、また」

　バタン！　勢いよく第二図書室の扉とびらが閉められ、施せ錠じよう音おんが鳴った。

　こうなってしまうと、翔としてはもう、あいすを追うしかなく……。

「くっ……ごめん虹元さん！　ありがとう！　あとで絶対に、全部話すから！」

　翔は夢依の気き遣づかいに感謝し、全速力で駆かけ出した。




　　　　◆




「久々にアツくなってしまいましたね。早くクールダウンしないと……」

　夢依は小型の冷蔵庫から赤シュワ……コーラを取り出して、一気に飲み干す。

「くううううううぅぅぅぅぅ……フ───────！」

　喉のどを襲おそう痛みで、強ごう引いんに気持ちを切り替かえた。

「……さて、見直すべきか、もっと見み損そこなうべきなのか」

　昨日翔がプールを覗いた窓を見れば、脳のう裏りに蘇よみがえるのは、彼の必死極きわまる横顔。

「いま思えば鬼き気き迫せまりすぎの変態顔でしたし。でも、変態紳しん士しという可能性も……。私はもうワンミス済み。おいそれと釣つられるわけにはいきません。でも……」

　反逆のまえに感じたセカンドインパクトだって、見過ごせない。

　夢依は思考を巡めぐらせ、ひとりうんうんと唸うなり続けた。

「判断材料が足りない……。なら、多少のコストを覚かく悟ごしてでも、ワンチャンス」

　やがて夢依は、スカートのポケットからスマートフォンを取り出した。口元にしたりラインを作って見つめるのは、液えき晶しように表示された家族の電話番号だ。

「……フフ、ここはひとつ、イベントを起こすとしましょうか」




　　　　◆




　翔はあいすを見つけられないまま、特別教室棟とうを出て、本校舎へと入っていく。

　あいすは鞄かばんをもっていなかったから、帰るにしても、教室か、風紀委員の拠きよ点てんである生徒指導室に行くはず。そう思って、まず近い教室に向かっていた。

「ううっ……ぐすっ……翔ちゃん……翔ちゃんの……バカぁ……」

　二階の廊ろう下かに出た翔の耳に、すすり泣きのような声が聞こえてくる。

　教室に到とう着ちやくし、廊下側の窓から中を覗く。

　捜さがしていたあいすが、机の列の窓まど際ぎわ最さい後こう尾び……翔の席で、机に突つっ伏ぷしていた。

「見つけた！　清野さん！」

　翔が教室の扉を開けた瞬しゆん間かん、あいすがハッとして顔を上げた。

「ふぇっ、翔ちゃ……や……やああっ……あああああああああああっ！」

　と、あいすはいきなり窓を開け、あろうことか窓まど枠わくに足をかけ？

「ちょっ!?　清野さん危ないって！」

　翔は慌あわててあいすに駆け寄り、その腰こしに両りよう腕うでを回して、彼女を止める。だが、華きや奢しやなあいすの体は、男の翔の力をものともせず、すごい力で飛び降りを決行しようとしていた。

「やああっ！　翔ちゃん放はなして私見ちゃいけなかったねごめんそんなつもりじゃなかったけど私お邪じや魔まだったね邪魔だよね要いらない子だよねごめんごめんね私いなくなるから！」

「清野さん！　お願いだから僕の話を……話を聞いてくれ！」

「大丈夫私大丈夫だから翔ちゃんがエッチでも誰だれと付き合っても私大丈夫変わらないから天国から見守るからでもごめんいまは顔見れないごめんでも大丈夫だから大丈夫！」

「何が大丈夫なんだ!?　誤解なんだよ！」

「五階も六階もないもんここ二階だもん三階建てだもん！」

「とにかくバカな真似はやめるんだ！」

「いやああああああっ、翔ちゃん放して放して放してええええぇぇ！　……あ痛っ！」

　と、あいすがいきなり大人しくなり……？

「ちょまうわあああっ!?」

　翔は勢い余って、あいすもろとも後ろに倒たおれ込んでしまった。

　あいすが翔の手をほどき、立ち上がる。そして、彼女は……。

「ううっ……翔ちゃんのバカ、バカぁ……。でも、もっとバカなのは、私で……」

「え……ぐあっ!?　ああああああああああっ！」

　視界が白く点てん滅めつし、体が勝手にハネる。

　スイッチの入った電磁棒スタンロツドにより、翔の意識は一瞬で断たち切られた。








　第四章　理想を求めて




「はわ、あにー、おかえり～」

「ただいま、深み彩あや」

「おかえりなさい、兄さん」

「君は僕の妹じゃない。何でここにいるんだ……」

　すっかり陽ひが落ちてから翔かけるが帰宅すると、深彩と夢む依いがなぜか玄げん関かんにいた。

「家くらい、魔ま法ほうカード『お父さま』を使えば二秒で調べがつきます。しかし、遅おそかったですね先せん輩ぱい。おかげで工こう鳴な妹とすっかり打ち解けてしまいましたよ」

「むーちゃんはもうおともだちだよ～」

　深彩が目をキラキラさせて、うんうんと頷うなずく。すでにあだ名までつけているところからして、どうやら深彩は、かなり彼女を気に入っているようだった。

「……虹にじ元もとさん、あのことは深彩には？」

　また何やら悪そうな顔をしている後こう輩はいに、翔はそっと耳打ちした。

「いいえ、先輩の暴挙は何ひとつ。……まだ、ですが」

「あにー、あいすおねぇちゃんはいっしょじゃないの？　もうこんなじかんなのに」

　深彩が翔の背後を確かく認にんして首を傾かしげた。

「ああ、今日はその……ちょっと、来られないみたいなんだ」

　翔が教室で目を覚ましたとき、もうあいすはいなかった。帰宅途と中ちゆうにお隣となりの清せい野の家には寄ったが、呼び鈴りんを押しても誰も出て来ず、あきらめて帰宅したというのが現状である。

「ん～、ねぇあにー、これって、さんかくかんけい？　しゅらば？　になるの？」

「ぶっ!?　み、深彩！　どうしてそんなことを!?」

「それはそれでかっこいい……のかなぁ。じごろ？　でもあにーはもっとこう、せーじつで、ここぞというときにかっこいいほうが……」

「虹元さん、深彩に変なことを吹ふき込まないでほしいんだけど」

「素すです。私のせいじゃありません。フフフ」

「ん～、だって、むーちゃんもあにーのこと……むぐっ!?」

　夢依が目にも留まらぬ速さで手を伸ばし、深彩の口を塞ふさいだ。

「工鳴妹、妹と妹の秘密を兄に口外するのは、感心しませんよ？」

　ふたりはこれまでどんな話をしていたのか。夢依の思わせぶりなひとことのおかげで、翔は何だか、嫌いやな予感がしなくもなかった。

「もし、変なことを言ったら……」

　夢依が両手を持ち上げ、どこかいやらしい手つきでワキワキとやる。

「にゅふ～！　おたすけ～！」

　深彩はわざとらしく言って、リビングに逃にげていった。

「先輩は本当に、妹にかなり好かれているんですね。惚のろ気けられて逆に困りました」

「と、言われても……まあ、とにかくここじゃなんだから、上がってよ」

「私は先輩を殺やろうとした女ですよ？　いいんですか？」

「誤解で、僕が悪かっただけだよ。仕返しが目的なら、深彩に手を出してるはずだ」

　翔がスリッパを差し出すと、夢依は肩かたをすくめて軽く笑った。

「あ……ふぁっ？　あれ……れ？」

　と、深彩の戸と惑まどったような声に続いて……ドタン。

「深彩！　どうした!?　大だい丈じよう夫ぶか！」

　翔は大おお慌あわてでリビングに駆け込んだ。

　床ゆかに突っ伏す深彩の背中が、パジャマ越ごしに赤く光っている。

　まさか……と、翔は嫌な予感を胸に、深彩を抱だき起こしたが、

「なんだ、ティファレが出てきたからか」

　開いた深彩の瞳ひとみが赤かったため、ほっとひと息ついた。

　ティファレが険しい表情で光る背中に手を回す。その体が虹にじ色いろに発光し、背中の赤を呑のみ込む。直後、虹色の光がパリンと弾はじけ、赤い光もろとも消えてなくなった。

「いちいち我の手を煩わずらわせおって、まったく、面めん倒どうな童わつぱどもが……」

　ティファレが眉み間けんに皺しわを寄せて立ち上がる。

「工鳴妹は突とつ然ぜんどうしたんですか？　カラコン？　二重人格？」

　翔に遅おくれてリビングに来た夢依が、深彩の豹ひよう変へんぶりに首を傾かしげた。

「ええっと、彼女はティファレ。深彩の体に宿っている精せい霊れいなんだ」

「……素敵な設定の遊びですね。先輩の趣しゆ味みですか？」

　大おお真ま面じ目めな翔の説明も虚むなしく、夢依が呆あきれ顔になる。

「ぬ？　この気配……宿主か。翔、貴様、回収した養分をどこへやった？」

　ティファレもティファレで、色々と勘かん違ちがいをしていた。

「はぁ……とにかく、まずは座って。ちゃんと全部、説明するから」

　翔はふたりにソファーを勧すすめ、ひとまず飲み物を用意するべく、台所へと向かった。







　これまでの事情と誤解について、翔は時間をかけて、夢依とティファレに説明した。

「なるほど、先輩の目的はモラリストだったんですね」

　夢依曰いわく、神しん芽がの自覚を持つ身として、秩ちつ序じよの光も同類の力だと確信していただけ。それをオタク趣味になぞらえて、変な口調でさも自信満々に言っていたから、焦あせっていた翔がさくっと誤解した。蓋ふたを開けてみれば、それはもう悲しいほどの早とちりだった。

「でも、『真世界アナザーデイメンジヨン』によるキャラクター能力の付ふ与よは画面内限定ですよ？　リアルでできるならあの場で即そく先輩の傷を治しますし、お兄さまもとっくの昔にシバいて洗脳しています。それくらい気付きませんか？　普ふ通つう」

　返す言葉もなく、翔はただ頭を下げるしかなかった。

「世界創造……か。限定的とはいえ、飛び級のごとき発現を成した宿主とは。ふふ、この調子では、軽くもうひとりふたりは異い端たんが現れそうな勢いだな」

　一方、ティファレは夢依が宿す神芽の方に関心を示していた。

「娘むすめよ、貴様、どんな想おもいを核かくに発芽したのだ？」

「そうですね……レールプレイングゲーム並みに背負わされてきた私の渇かわきは、アルカディアにエグザイルすることでしかランランルーできなかった、とでも言っておきましょうか。もっとも、これまでは……ですが」

　夢依はどこか寂さびしげな表情で言ったが、

「こやつは何を言っておるのだ？　翔、解説してみよ」

「いや、僕に聞かれても何が何だか……」

　翔とティファレには、夢依の発言の意味がまったく理解できていなかった。

「まあ良いか。ともあれ娘よ、これも何かの縁えん。『もらりすと』探しに協力せぬか？」

「ちょ、やめてくれティファレ。これ以上虹元さんを巻き込みたくない」

　思わず立ち上がった翔を、ティファレが手で制する。

「少し黙だまっておれ翔。娘よ……どうだ？」

「……天てん秤びんは傾かたむいた。私のＤＮＡも叫さけんでいますが……」

　夢依が何やら、『考える人』のようなポーズを取って唸うなった。

「はぁ……。先輩は、この上私の力を借りるというご都合主義などをお望みなわけ」

「わかってるよ。ごめん、ティファレが変なことを言って。もう虹元さんに迷めい惑わくはかけない。こんなことを言うのも申し訳ないけれど、全部忘れてほしい」

　翔は夢依に皆みなまで言わせなかった。断るのは当然。それくらいは翔にもわかる。

　だが、夢依は何やら舌打ちして、誰もいない背後に振ふり向き？

「……チッ、読み負けましたか……ならば冷静に二の矢を」

　何やらブツブツと、小声で呟つぶやいていた。

「ところで先輩、話は変わりますが、提案があります。先輩が拾ってくれた一冊に入っていた抽ちゆう選せん券、大当たりだったわけですが……あの特賞を授さずかれるのは、世界広しといえどもたったの一名。その歴史的価値は計り知れないんです」

「そ、そうなんだ、よかったね」

　翔はよくわからないので、ただそう答えたが……。

「何を言っているんですか？　あの特賞は先輩のものですよ？　先輩が拾った時点で、抽選券の所有権は先輩に移っています。常識でしょう、それくらい」

「はい？　えーっと、でも、その本は虹元さんの……」

「とにかく！　先輩のったら先輩のなんです！　わかりましたか!?」

　夢依がソファーから身を乗り出して叫んだ。

「え、あ、ああ……うん」

　翔は彼女のあまりの勢いに、つい気け圧おされて頷いてしまった。

「……私はあのプレシャスが欲ほしい。是ぜが非ひでも欲しいんです」

　どこかうっとりとした様子で、頬ほおに手を当てる夢依。

「じゃあ、あげるよ。今回のお詫わびに」

　翔は良かれと思って言ったが、夢依はなぜか、途と端たんに表情を険しくした。

「舐なめているのですか？　あれほどのＵレア、黙って受け取れません。これは価値の問題なんです。私にとってあの特賞は、先輩にとっての工鳴妹も同然の宝なんですから」

「なるほどな。まったく、おかしな娘よ……ふふ。だが、愉ゆ快かい、愉快」

　ティファレは何か察したのか、楽しそうに笑っていた。だが、翔はもう何が何だか。夢依が何をどうしたいのか、さっぱりわからなかった。

「だからこその……提案です。先輩、ここは等価交こう換かんといきましょう。あのプレシャスと引き換かえに、私は先輩をアシストする。どうです？」

「いや、だから君に迷惑をかけるつもりは……」

「釣つり合わない、と。ならばっ！」

　夢依は第二図書室で中に入った、あの携けい帯たいゲーム機を差し出した。

「特賞ほどではないですが、シリアルナンバー入りの限定モノです。貸しますから、時々対戦相手になってください。それで私は先輩をアシス……」

「虹元さん、そういう話じゃなくて。対戦相手なら、僕でよければいくらでもなるけど、無理に僕を手伝う必要なんてないんだよ」

　ただでさえ誤解で迷惑をかけたのに。翔はこれ以上、夢依を巻き込みたくなかった。

「…………わかりました。ならば工鳴妹に詳しよう細さいを話します。先せん輩ぱいが、学園で、第二図書室で、プールの授業で、ナニをして、私にナニをしようとしたのか」

「なぁっ!?　そ、それは！」

　いきなり飛び出した暴挙予告に、翔は思わずソファーから立ち上がる。

　だが……歯を食いしばって、咄とつ嗟さの発言は何とか堪こらえた。

「……くっ、構わない。僕が罪を犯おかしたのは事実だ。深彩にだって、いつかちゃんと」

「ふむ、では代わろうか。おかしな娘よ、器うつわにぶちまけてやるが良い。いますぐな」

　ティファレがなぜか乗り気で立ち上がる。

　翔は確かに『いつか』深彩にもきちんと話すつもりだったが、それが明日あしたどころかいまこの瞬しゆん間かんとなると、まだ心の準備は全然できておらず、

「ま、待ってくれ！」

　思わず、そう口に出してしまっていた。

「どうしました？　話してしまっても構わないのでしょう？」

「あにー、もうてつだってもらおうよ。じゃないと、ひわいなこと、いうよ？」

　さらにティファレは、ここで翔への切り札まで切って来る。

「なんでここで脅おどすんだよ……。ううっ、わかった、わかったからやめてくれ」

　翔は意味もわからず八はつ方ぽう塞ふさがりになり、承しよう諾だくせざるを得なかった。

「意外と話のわかる精霊ですね。悪くない武力介かい入にゆうです。フフフ」

「なに、些さ事じである。貴様がおれば、事は格段に楽になるだろうからな。ふふふ」

　がっくりうなだれる翔をよそに、ティファレと夢依は共に悪そうな顔になり、どこか不気味な感じで笑い合った。

「さて、ミッションもコンプリートしましたし、ひとまず今日は、おいとましますね」

　夢依が席を立ち、そそくさと玄げん関かんに向かっていく。

「あ、え？　虹元さん、これ……」

　翔は置きっぱなしにされた携帯ゲーム機を持って、夢依を追った。

「それは先輩が持っていてください。私、リアルでは漏もれなくロンリーウルフなので、対戦、密ひそかにちょっと楽しみにしておきます」

　夢依が言いながら、スリッパを靴くつに履はき替かえる。

「あの、何というか、色々……ごめん。結局巻き込むことになっちゃって」

「……はぁ。先輩はあれでも、私が自分から首を突つっ込こんだ、とは思わないんですね」

「え……そ、そうなの？」

「まあ、いいでしょう。ええ、それでこそです」

　と、夢依は満面の笑えみを浮うかべた。

　今日何度も見せた意地の悪そうな顔や、緊きん張ちようした顔ではない、純じゆん粋すいな笑顔。

　その瞬間、翔は思わず、ドキッとしてしまったりなんかして……。

「安心してください先輩。モラリストごとき、この私がさっさと処理してあげますから。じゃないと、先輩が私にラブラブでデレデレになる第二部が始まらないでしょう？」

　果たしていまの発言は、どう受け取ったらいいのか。

　翔は踵きびすを返した夢依の背を見て、驚おどろきのあまりに邪じや推すいしてしまい……。




　　　　♥　♥　♥





『あの……いまの言葉、だけど。僕は……その、どう受け取ったら、いいのかな？』

『どう受け取りたいんですか？　フフフ』

　翔が惚ほれてしまっても構わないということ。むしろ求められている気すらした。

　だが、見み目め麗うるわしき完かん璧ぺき超ちよう人じんの夢依と、凡ぼん庸ような自分とでは、釣り合うはずもないわけで。

　勘違いに決まっている。だけど、それでも……。

『別に、そう受け取りたいわけじゃないけど、その、君がさ、僕のことが……好き、とか、そういう風に、聞こえちゃったから』

　と、夢依がすぐさまもう一度踵を返し、翔の前に立ち、

『がっ!?』

　ネクタイが引っ張られ、中ちゆう腰ごしにされる。

　玄関の段差と身長差が埋うめられ、互たがいの顔がぐっと近づいた。

　ふわっと、夢依の綺き麗れいな黒くろ髪かみから、甘い匂においが香かおる。

『……そうだ、と言ったら？』

『え？　ま、まさか、本当に？　い、いや、でもそんなはず……』

『先輩は私のことを、どう思っているんですか？　いえ……どう、したいんですか？』

　至近距きよ離りで交こう錯さくする視線。強気な夢依の瞳ひとみに、翔の姿が映って見える。

『そ、それは、その……』

『先輩はこの私に勝ったんですよ？　そして、勝者の権利はまだ行使されていない。したいなら、そう言えばいいんです』

　不敵な笑みを浮かべながら、つま先立ちになる夢依。彼女が翔のネクタイをもう一度引っ張ると、ふたりの顔は近づきすぎて……。






　　　　♥　♥　♥




（ってそんなことあるわけないだろう！）

「フフッ。『俺たちの戦いはこれからだ』ですよ、先輩。では、また明日」

　翔の戸と惑まどいに気づくことなく、夢依が玄関から去っていく。

　すでに閉められた玄関の扉とびらを見ながら、翔はひとり立ち尽つくしたが……、

「僕は何でまた変なことを考えてるんだ。虹元さんがあんなことするはず……いや、しそうな気もするけどさ……。ないない。あれはないよ。ただからかわれてるだけだって」

　やがて頭かぶりを振って、ありもしないことを考えるのはやめた。




　　　　◆




「いやはや、おかしな娘むすめだなあれは。我も昔は……フ、哀あい愁しゆうとは、何百年ぶりか」

「どういうつもりなんだティファレ、虹元さんを巻き込むだなんて……」

　リビングに戻もどった翔は、ソファーでふんぞり返るティファレに苦情を投げつけた。

「大事な話がふたつある、と言ったであろう？」

「だからさ……はぁ。いま初めて聞いたよ」

「む？　そ、そうだったか？　いや、そんなはずは……」

「はい、じゃあ説明。大事な話なんだろう？」

　彼女の言い忘れに慣れてきた翔は、ため息をつきながらソファーに座った。

「……むぅ。まあ良いか。ひとつ目は、以前探知した暴走中の神芽……おそらく『もらりすと』だがな、どうやら、暴走の段階が進行したようだ」

「それは……何か変わるのかい？」

「暴走の第二段階は終わりの始まり。閉へい塞そく、錯さく乱らん、狂きよう気き、躁そう鬱うつ……症しよう状じようは個体差で確定できぬが……まあ、精神的に壊こわれ始めると思えば良い。人体が持つ運動能力の制限もここで外れるし、言葉が通じる状態ではなくなる可能性が高い。貴様が救済するまでは……」

「取りつく島なし、ってことでいいのかな？」

「然しかり。ゆえ、戦せん闘とうになる確率も飛ひ躍やく的に上がる。そうなったとき、あのおかしな娘は頼たよりになろう？　だから引き込んだ。あれは、大おお粒つぶだ」

　確かに夢依は身体的にも、神芽の戦闘能力的にも優すぐれているようだから、ティファレの考えはわかる。しかし、翔としては、何とかして自分の力で解決したかった。

「できれば、虹元さんにはあまり迷めい惑わくはかけたくないんだけど」

「気持ちはわかるがな。もはやそのような戯たわ言ごとをほざいてはおれぬのだ」

　と、ティファレは間を置いてから、寂さびしげな表情で翔を見つめた。そして……。




「この器、もってあと二日だ」




　……いま、ティファレはなんて言った？

「さきほど器が倒たおれたのは、神しん種しゆが活性化し、力が大量に零こぼれ出たためだ。昨日もだが……今日に至っては二度目。この器の神種、原因はわからぬが、盛さかりのつき方がどうにも異常でな。口くち惜おしいが、支えきれそうにない」

　一難去ってまた一難などというレベルでは済まない、危険極きわまるタイムリミット。そんな具体的な日数制限があったのなら。

「どうしてもっと早く言ってくれなかったんだ！」

「もともと一カ月はもつと踏ふんでおったのだ！　知っておったらもっと急がせたに決まっておろう！　……そう責めるな。我とて、驚いておるのだ」

　ティファレは少しだけ弱気な表情を見せたが、すぐに咳せき払ばらいすると、鬼き気き迫せまる表情になって翔を見み据すえた。

「ともかく、だ。余よ裕ゆうなどすでに微み塵じんもないと心得よ。貴様には悪いが、器が終しゆう焉えんの刻ときを迎むかえれば、我は器ごと神種を滅めつせねばならぬ。ゆえ、助けたくば、できることはすべてやれ。なりふりなど、以前にも増して構ってはおれぬぞ」

「……くっ…………わかった、よ」

　自分は何をしていたのか、もっと何かできたはずだと、後こう悔かいが次々と湧わいてくる。だが、とにかくこれからは、できることはすべてやる。そうしなければ、深彩は……。

「まあその、なんだ………………はぁ。すまぬな、翔」

　ティファレが神しん妙みような顔で、珍めずらしく謝った。

「終わりじゃないならいいよ。何でもいい。できることがあるなら、絶対に助けるさ」

　深彩を助けるために、翔は何をすればいい？　何ができる？　考えていくつか思い当たったことは、希望であるとともに、普ふ段だんの翔なら絶対にできない暴挙ばかり。

　だが、常識や良心が邪じや魔まで深彩を助けられないくらいなら……死んだ方がマシだ。

「あと二日。皆みんなには悪いけど、こうなったらもう」

　巻き込まれてもらうしかない。

「清野さん、出てくれるといいけど……」

　女子のことは、幸いにも親しい女子のリーダーに聞けばいい。そのためにまずあいすの誤解を解き、協力を仰あおぐ。ダメなら、入院中の桜さくら之の介すけに会って、その知識を借りる。

　翔はそう決めて立ち上がり、家の電話機に向かった。




　　　　◆




　……少女は、本当にバカだった。警けい戒かいしなければいけなかった。部外者なのだから、ちょっと買い物に出るだけなどと、安心してはいけなかったのだ。

　新天地に来たばかりの余よ所そ者ものが迷い込んだ先は、穢けがれた性欲にまみれたホテルや、いかがわしい店が並ぶ裏通り。知らずとはいえ、そんなところに足を踏み入れてしまうから、

「お？　嬢じようちゃん見ねぇ顔じゃん？　俺らといっしょに遊ぼうぜ～？」

「あ、あのっ、放してくださいっ！　嫌いやっ！　放して！　放してよ！」

　そういう目に遭あう。少女は数人の男に囲まれ、ビルの隙すき間まにある路地裏へと連れ込まれてしまったのだった。

「警察呼びますよ！　こ、このっ！」

「痛いって！　……このアマ、優やさしくしてやりゃあ、調子くれてんじゃねーぞオイ」

　ゴッ！　鈍にぶい音とともに、少女の頬ほおに痛みが走った。

　勢いのままに、ひとりの男が少女を地面に組み伏ふせる。その手が、少女の口を塞ふさいだ。

　ほかの男たちが寄ってたかって、少女の服を脱ぬがそうと躍やつ起きになる。少女は懸けん命めいに足を動かして抵てい抗こうするが、多勢に無勢。どうにもならなかった。

　いつか出会う運命の人に捧ささげるべきすべてが、こんな形で奪うばわれてしまうなんて……嫌だった。心底嫌で、左胸が刃は物ものか何かで刺さされたみたいに痛んでいた。

「なんだよ……全然ねぇのな。ま、いいけど」

　ああ、やめろ、見るな、触さわるな…………笑うな！

　もうダメ、すべて終わり。いっそ死にたい。少女はすべてをあきらめかけた。

「こら待て！　待ってくれ！　それは深彩の！」

　だが、運命はそんなタイミングでやってきた。

　容姿が良いわけでもなければ、スタイルも普ふ通つう。でも、精せい悍かんな感じで真ま面じ目めそう。少女が明日から通う学校の制服を着た男の子が、突とつ然ぜん路地裏に現れたのだった。

　リボンを咥くわえて逃にげる、一いつ匹ぴきの野の良ら猫ねこを追って……。

「って、あ、あれ？」

　野良猫が少女のすぐそばで止まる。おかげで彼は、路地裏の少女たちに気がついた。

「君たちは何を……って。ちょっ!?　やめるんだ！　嫌がってるじゃないか！」

　彼は微塵も迷わず男たちに掴つかみかかり、揉もみ合いを始めた。

　だが、結局は多勢に無勢。彼はあっさり殴なぐり飛ばされてしまっていた。

　一いつ瞬しゆんの期待は、直後には絶望へ。やっぱり、駄だ目めだ。

　そうして少女がまた、いよいよすべてをあきらめようとしたとき……。

　今度はいきなり、パトカーのサイレンが聞こえ始めた。音は、かなり近かった。

「おまわりさん！　助けてください！　おまわりさああああああああああん！」

　男の子が大声で叫さけぶ。彼は何度も何度も、叫び続けた。

「お、おい……やばくね？」

「なんで都合良くポリ公が……クソッ、覚えてろよ！」

　危機感が優先されたのか、男たちは捨て台詞ぜりふを残し、去っていった。

　野良猫を追って、たまたま現れた男の子。

　偶ぐう然ぜん近くで事件があって、すぐそこに停とまったパトカー。

　ふたつの出来すぎた展開によって、少女は窮きゆう地ちを脱だつした。

　まるでドラマみたい？　いや、そんな生なま易やさしいものではない。だって、少女のことを心配して、警察の人といっしょに家まで付き添そって来てくれた、その男の子は……。

「あ、あの、本当に、ありがとうございました」

「え？　もしかして君……新しいお隣となりさんなのかい？」

　三つ目の出来すぎた偶然。

　そんなの、運命以外じゃあり得ない。




「そうだよ。だから、私は……」

　あいすは自室のベッドに寝ね転ころび、茫ぼう然ぜんと天てん井じようを見つめていた。

　隣の家に住む同級生。真面目で不器用だけど、とにかく妹想いで誠実で、汚けがらわしい下心を感じさせない、命の恩人。工鳴、翔。

「……いろいろあったし、結構、がんばったよね」

　出会いの次の日。翔が家を出るのを玄げん関かんで待ち、偶然を装よそおって一いつ緒しよに登校した。

　英えい知ち学園のことをいろいろと教えてもらって、そのお礼として、勇気を出してさりげなく帰りにお茶に誘さそったら、妹を理由にあっさり断られた。あれはすごくショックだった。

　正直、妹バカの変態なのかと疑った。運命を感じたあとだったから、焦あせりもした。でも翌日、妹の深彩の話を詳くわしく聞いたら、ショックどころか見直してしまって。

　わざわざ夕飯を作りすぎたフリをしてお隣さんの誼よしみを始めるまで、一カ月。最初は玄関の手て渡わたし止まりだったけど、段々慣れた。でも、翔はずっと慣れない感じで、いちいち懇こん切せつ丁てい寧ねいにお礼を言って、時々お返しにとささやかなプレゼントをくれたりして。

　そうして知れば知るほどに翔に惹ひかれ……恋こい焦こがれ、あいすは、決めた。

　ずっとずっと、小さい頃ころから願ってきたとおり、

　運命の人である翔に、自分のすべてを捧げるのだと。

「鍵かぎをもらったときは、嬉うれしかったなぁ……」

　病院からの電話で深彩に呼び出され、翔のことを頼たのまれたのは、決意のすぐあとだった。

　おかげで学園では翔の嫁よめなんて言われ始めて、恥はずかしくて取り乱してばかりだったけれど、いつか必ずその揶や揄ゆは本当になると、信じて疑っていなかった。

「なのに…………私の……バカぁ」

　あいすは枕まくらをぎゅっと抱だき、ベッドの上でランプを光らせる携けい帯たい電話を見つめた。

　不在着信が十件。すべて翔からの電話だったが、一回も出られなかった。

『虹元さんと付き合うことになりました』なんていう話は、聞きたくなかったから。

　思い出す第二図書室での出来事。確定的な不純異性交遊。

「あんなの、合意じゃなきゃ絶対ないもん……」

　翔が学園内であんなことをするなんて、考えられない。でも、翔にとって深彩の退院は十分すぎる転機なのだから、あいすが『まだ』知らない、翔の性せい癖へきか何かが関かかわっているとしたら……あり得ない話ではない。

　そう思ったから、あいすは動どう揺ようして、現実を認められず、挙げ句の果てには翔にビリッとやるなんていう暴挙に出てしまって。

「あんなになっちゃうくらいなら、早く告白しておけばよかった……」

　あいすが重んじる順番。恋こいのステップはもう、十分そうしていい段階に達していた。もちろん、チャンスだっていくらでもあった。

　なのに、勇気を振ふり絞しぼれなかったばっかりに。翔から言ってほしい、なんて、ドラマチックな展開を欲張ってしまったばっかりに。

「翔ちゃんを、盗とられちゃうなんて、本当にバカ…………でも」

　いまさら言ったところで、状じよう況きようはすでに横よこ恋れん慕ぼ。こうなってしまった以上、あいすは気持ちの整理をつけなければならなかった。

「嫉しつ妬とに狂くるう女になんて、なれないもん……」

　自分の幸せだけを追って、翔の幸せを二の次にはできない。相手を幸せにすることで、必然的に自分も幸せになる。あいすの思い描えがく幸せの理念は、そういうものなのだから。

「でも、あきらめるなんて…………無理だよぉ」

　知り合ってから一年とちょっと。ひとたび運命の人と確定した翔の存在は、もうあいすからは切り離すことができなくなっている。

　なら、どうする？　自分はどうすればいい？　どう心の整理をつければいい？

　あいすはひたすら翔のことだけを考え……やがて、結論を導き出した。

「翔ちゃんは大切な、理想の彼。それだけは変わらないし、変えられない。だったら」

　たとえこの想おもいが届かないのだとしても。本当に翔のことが、心から好きなら。

「私は友達として……応おう援えんしなきゃ。翔ちゃんの幸せを願わなきゃ」

　辛つらい辛いその結論が、かつてないほどに胸を締しめつけ、痛ませる。

　過激な心が結論を否定し、マイナスの思考が渦うずを巻く。そこから連想されるのは、あいすにだけ都合のいい未来だ。だが、あいすは、

「そんなの、違ちがうもん。翔ちゃんの幸せが、私の幸せなんだもん。だから、明日ちゃんと謝って、仲直りして、それから、私は……ううっ」

　マイナスの感情に流されることなく、心を決めた。

　堰せきを切ったように、堪こらえていた感情の波がドッと押し寄せてくる。

　ふと、家のチャイムが鳴った。きっと翔だ。だが、いまは会えない。まだ、会えない。

「私、がんばるよ、翔ちゃん。だから、ごめんね……」
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　未いまだ胸に芽生え続ける嫌いやな気持ち。あいすはその醜みにくい感情を、

「今日は、今日だけは……泣かせて……」

　大おお粒つぶの涙なみだで一晩かけて、洗い流さなければならないから。




　　　　◆




　時刻は朝の六時。英知学園高等部の正門に、ひとり仁に王おう立だちする翔の姿があった。

　昨晩、翔はあいすと連れん絡らくをつけられなかった。そして、なんと入院中の身で病院から逃げ出していた桜之介にも、結局会えていなかった。

「早すぎた……かもしれないけど、やれることはやるんだ」

　正門の前で待つこと、すでに三十分。翔は部活の朝練に来る生徒も含ふくめて、登校してきた女子に片かたっ端ぱしから、アザのことを直球で聞いていくつもりだった。もちろんモラリストは素す直なおに白状しないだろうが、反応で少しでも容疑者を絞り込めれば……。

　なんて思っていたら突然、誰だれかに肩かたを叩たたかれた。

　振り向けば、頭や腕うでに包帯を巻いた桜之介が立っていた。

「どうしてここに？　病院まで抜ぬけ出したりして……」

「なに、キラーが病院に来るのが窓から見えたんでな。やられるまえに避ひ難なんしたのさ」

　桜之介はそう言って、ニカッと笑った。

「ちょうど良かった、君に聞きたいことがあるんだ」

「わかってるぜ。俺もみじめな『性』活を送る気はない。安心しな。規模は小さいが、怨うらみパワーですでに新計画の仕込みは済ませた」

「山やま基きくんそれより、体のどこかに動物みたいなアザがある女子って、知らないかい？」

　桜之介は懲こりずにまた何か企たくらんでいるらしいが、翔は今度は彼の話に流されることなく、聞きたいことを聞いた。

「答えてほしい。君の脳内美少女メモリをアテにしているんだ」

「そう言われると悪い気はせんが……すまんな。派手にぶっ叩かれまくったおかげでデータがクラッシュして、いまは使えん。数日時間をくれ」

　本当かどうかはさておき、どうやらこの調子では、情報はアテにできそうにない。

「で、だ。計画なんだがな……」

「やるよ。いつだい？　詳しく教えて」

　だが、その新計画では、彼は頼たよりになる。翔には別に下心などない……はずだが、やれることがあるのならやっておきたかった。直球の質問で容疑者を絞り込むより、罪を犯してでも彼を手伝ったほうが、きっと可能性は高いだろうから。

「はははっ！　さすがはブラザー！　そうこなくっちゃな！」

　桜之介が親指をピッと立てて笑った。だが、その直後、

「エェぇー、やるんですか？　絶対に断ると思ったのに……」

　正門の陰かげから、夢依がひょっこり顔を出した。

「に、虹元さんっ!?」

「おはようイベントで先せん輩ぱいのテントを拝むつもりが、工鳴妹がもう登校したっていうから来てみれば……。これは見み逃のがせませんよ、先輩」

「ブラザー、これはどういうことだ？　ま、まさか！　おまえ妖よう精せいを落としたのか!?」

「私、いま怒いかり爆ばく発はつ寸前です。答えてください。先輩は……本当の本当はエロ鳥先輩なんですか？　やっぱりそれが本ほん性しようなんですか？」

　夢依と桜之介が口々に、翔に詰つめ寄った。

「……はぁ。山基くん、それは誤解だから、少し黙だまってて。ちゃんと説明はするから。それから虹元さん。事情がさ、変わったんだよ。もしよければ、君の力も貸して欲しい」

「先輩、昨日と言っていることが違いますよ？　らしくないです」

「深彩のタイムリミットがあと二日だって、ティファレが突とつ然ぜん言い出した。だから僕はらしくなかろうが何だろうが、できることをするしかないんだよ」

　翔は一いつ切さいの迷いなく、眉み間けんに皺しわを寄せる夢依と目を合わせる。

　やがて、夢依が体ごと横にして、翔から目を逸そらした。

「……はぁ。嘘うそか真まことか、本当にわからない人ですね。わかりました。疑念が残るのなら確かめればいいだけのこと。ええ、手伝いますとも。言ったからには」

「ありがとう虹元さん。本当に、助かるよ」

「ええぃ、いつまで俺を放置する気だ！　何の話だ！　そろそろ教えろブラザー！」

　翔は桜之介にもすべての事情を話そうとしたが、

「簡単ですよクレイジーガイ。私もアンダーハートの計画を手伝う、ということです」

　夢依が翔を手で制し、桜之介と向き合った。

「なん……だと？　妖精、いったい何を考えて……理由が、理由がわからんぞ！」

　予想外だろう申し出に、桜之介があからさまに狼ろう狽ばいする。

「……先輩、大だい丈じよう夫ぶです、悪いようにはしません。だって、私」

　そんななか、夢依が翔の耳にそっと顔を寄せ？

「モラリストの中の人に心当たりがあります。言ったでしょう？　さっさと処理するって」

　翔は思わず目を見開く。

　開こうとした口は、夢依の人さし指でそっと塞ふさがれた。

「終わったら教えますから、いまは計画のことだけ考えてください。わかりましたか？」

　突然降って湧わいた希望に、胸が高鳴る。だが、昨日それを言わなかったということは、夢依には何か考えがあるのだろう。余計なことを言えば、またいきなり彼女の気が変わるかもしれない。翔はそう考え、黙って夢依に頷うなずいた。

　夢依が満足そうに微笑ほほえんでから、偉えらそうに腕を組んで、桜之介と対たい峙じする。

「そう警けい戒かいしないでください。山基先輩。貴方あなたのことは『父』から聞いています」

「言わんとすることはわかる。だがおまえは女だぞ？　俺たちの計画は」

「覗のぞき、盗とう撮さつ、それとも強きよう襲しゆう撮さつ影えいですか？　私はね、山基先輩、エロ鳥先輩の真実を確かめたいだけなんです。まあ、ターゲットはこちらで絞りますが。もしこの提案を拒きよ否ひされるのなら……わかりますね？」

「なんて無茶ぶりだ…………………くそっ！　ああ、はいはい、わかったよ！」

　桜之介はなぜかあっさり折れ、夢依の協力を認めていた。

「だがな！　後こう悔かいはするなよ!?　いいな絶対だぞ!?　苦情は受け付けないからな！」

　そうして桜之介の新計画は、翔と夢依を加え、三人で行われることになった。








　第五章　モラリストの正体




　その暗がりの中には、わずかな明かりと、わずかな隙すき間ましかなかった。また、そこで交かわされる言葉はすべて小声だった。

「先輩……密着し過ぎるとボーイが猛たけりますよ？」

「そう言われても…………くっ、狭せまい」

　翔かけるが動くと、肘ひじが壁かべに当たってギシッと鳴った。

「やめろブラザー、無理だ！　定員オーバーなだけなんだからな！」

　足元から聞こえた桜さくら之の介すけの声で、翔はすぐに元の姿勢に戻もどったが、

　その手が、何かやわらかいものに触ふれた。

「ふぁっ!?　……先輩、私のArえんじえるカップ、触さわりたかったんですか？」

「えちょ……ああああごめん！」

　手のありかに気付いた翔は、慌あわてて身を引き……ゴン！

「だからやめろって！　デリケートなんだよこいつは！」

　ドアの隣となりなど、教室の後部によく置かれる掃そう除じ用具ロッカー。翔たちはいま、その中でぎゅうぎゅう詰づめになっていた。

　しかし、外……教室内はハッキリ見える。このロッカーは、桜之介が改造した潜せん入にゆう撮さつ影えい用。ロッカー自体に防音機能があり、扉とびらもマジックミラーになっていた。

「『パンドラボックス』は定員二名。だから後悔するなとあれほど……。まあいい、とにかく静かにしろ暴れるな。もうすぐ戻ってくるぞ」

　ロッカー中央のやや下側には仕切りがあり、桜之介は仕切りの下で体を丸めている。

　翔と夢む依いは、仕切りの上に立っていた。ただし……。

「そんなにじっと見つめないでください。照れます」

「君はどうしてこっちを向いているんだ……外を見ようよ、外を」

「それでは先輩のアヘ顔が見れないでしょう？」

　気き恥はずかしいうえに、夢依が近すぎてどうしても体が触れてしまうため、翔の心臓はずっと早はや鐘がねを打ちっぱなしだった。

　甘い匂においが、嫌でも香かおる。深み彩あやとは違ちがう、年とし頃ごろの女の子特有のその匂いは、とても……。

「もしかしてもしかすると、私の残念ボディに興奮するという業ごうを背負ってます？」

「そ、そんなことはないよ。いまはほら、それどころじゃないし」

　翔はまた変な映像を流そうとする煩ぼん悩のうを、必死に抑おさえ込んだ。

　夢依は翔をからかい、下心を暴あばこうとしているのだから、変なことを考えるのは逆効果。モラリストの正体を聞くためにも、翔はこの誘ゆう惑わくを断たち切らなければならなかった。

　心を乱さないように前歯で舌を噛かみ、痛みで意識を上書きする。

　そうして気まずく待つこと数分。計画発動の時がやってきた。

　特別教室棟とうに移動していた女子たちが（男子は皆みな停学中だ）、教室に戻ってくる。

　夢依が指定した覗きの標的は、翔のクラスなのだった。しかもなぜか桜之介も、初めからこのクラスを狙ねらうつもりだったらしい。

　あいすは……不在だ。朝からいなかったが、今日は欠席するのだろうか。

「ゆけ、スプリンクラー……俺たちに希望を見せてくれ……（ピッ！）」

　桜之介が朝のうちに済ませた仕込みはふたつ。このパンドラボックスと、スプリンクラーの、遠えん隔かく起動スイッチ、だ。

　ずぶ濡れにした女子をパンドラボックスに潜ひそんで撮影するのが、今回の計画である。

　始まる。翔は以前のように罪悪感から来る緊きん張ちようで、思わず唾つばを飲み込んだ。

「……覗きレベル、生唾を確かく認にん。視し聴ちよう開始。フフフ」

「え？　きゃ、きゃああああああああっ!?」

　教室の天てん井じよう中央にあるスプリンクラーが、突とつ如じよ水を撒まき散らす。

　驚おどろき慌てる女子たち。その制服があっという間にびしょ濡れになり、下着が透すけた。

　カチ、キュルキュル、カチ、キュルキュル。足元から、桜之介がインスタントカメラ（あの特性カメラの機能を一部移植したものらしい）で撮影する音が聞こえてくる。

　だが、そのとき翔は、マジックミラーの扉から目を逸らしていた。

「先輩、ほら、桃もも色いろ展開中ですよ？　早くウォッチしないと。撮とらないと」

　翔の手にも桜之介と同じカメラがあるが、使わない。翔はパンドラボックスの天井だけを見つめ、暴挙を見逃す罪悪感にじっと耐たえていた。

　桜之介には悪いが、翔は夢依からモラリストの正体を聞くために、仕方なくここにいる。だからもう、計画が終わるまでただ待つだけ。暴挙に加担する必要はないのである。

「『解げせぬ』……です」

「なっ…………ふ、ふふふ！　ふふははは！」

　桜之介がいきなり鼻息を荒あらくする。その声に夢依が首を振ふり向かせると、翔の口元を彼女の後頭部がかすめた。ふわっと、また香る。……困った。

「これは……『私にも敵が見える！』です。光、仕事してませんね」

「逆転力が出たんだな！　最高だぜブラザー！」

　翔は『救済イレイザー』を使っていない。なのにいま、秩ちつ序じよの光は現れていないらしかった。

　モラリストの不在。これまでそんなことは一度もなかったが……。

「ね、ねぇ、光……ないんだけど？」

「嘘？　え？　そ、それじゃあ……いやあああああっ!?」

　女子たちも秩序の光の不在に気づく。教室は、あっという間にパニックに……、

「……はぁ。は～い！　皆みなさん落ちついてくださいな！」

　と思ったら、悠ゆう子こが強く手を叩たたいて、皆を注目させた。

「混乱はあちらの思う壺つぼですわよ？　まず手で隠かくして、カーテンを閉めましょう。あとドアも。前のドアはわたくしが見張ります。後ろは……増ます田ださん、とりあえずジャージを羽織ってお願いしますわ。ついでにそのロッカーもチェックしていただけます？」

　悠子の的確な指示で、女子たちが冷静さを取り戻す。

　ほどなくして、風紀委員の女子がひとり、パンドラボックスに近づいてきた。

「その適当さが命取りだぜ。自分で確認しなかったことを後悔しな、キラーよぉ」

　だというのに、桜之介は勝ち誇ほこっていた。なぜなら。

「ブラザー、擬ぎ態たいだ！」

「虹にじ元もとさんごめん、でも、もう少しだけ前に」

「大丈夫ですよ。距きよ離りはしっかり測っておきま……って、え？　きゃっ!?」

　翔は夢依の体ごと腕うでを引っ込めた。おかげで夢依が翔に抱だきつく形で密着してしまったが、いまの緊張下では、そんな一大事すら気に……気になるがとにかく気にしない。

　天井から垂れる紐ひもを引くと、どういう仕組みなのか、マジックミラーが効力を失って、普ふ通つうの扉に戻る。同時に天井に巻き上げられていた幕が無む音おんで降りてきた。

　パンドラボックスが持つ擬態機能。この幕の向こう側は、普通のロッカーの中身を精せい巧こうかつ立体的に再現した、３Ｄ写真幕になっているのだった。

「異常な～し。からっぽで～す」

　パンドラボックスを開けた女子は……気づかない。気づかないまま、扉を閉めた。

「勝ったぞ、ブラザー……」

　桜之介が感かん慨がい深そうに呟つぶやき、下側のスイッチでパンドラボックスの擬態を解除する。

　だが、翔はそのとき……。

　制服越ごしでもわかる夢依の温ぬくもり。人ひと肌はだの柔やわらかさに、心を刺し激げきされ続けていた。

「に、虹元さん、もういいから。そろそろ、離はなれて」

「…………っ」

　夢依がなぜか翔の背に手を回し、きゅっと握にぎる。その瞬間。

　ずっと、考えないようにしていたのに。翔の理性というダムにヒビが入り、その隙間から、妄もう想そうという名の水が漏もれ出した。




　　　　♥　♥　♥





『…………先せん輩ぱい、卑ひ怯きようです』

　ロッカーの暗がりの中で抱だき合う翔と夢依。

　恥はじらい頬ほおを赤らめる夢依が、翔の胸に顔を埋うずめた。

『ハハッ。卑怯も何も、勝てば官軍なんだろう？』

　微笑んだ翔の顔は、もはや別人。本ほん性しようを晒さらし、悪漢さながらに歪ゆがんでいる。

『こんな想定外イベントは聞いてません。私はただ……』

　赤面する夢依の腿ももに、翔はすっと、足を滑すべり込ませた。

『ひゃうっ!?　くぅっ……』

『何をどうしたかったのか、ちゃんと言わないとわからないな。この手のイベントはビジネスソフトにはつきもの、なんだろう？』

　密室、密着。はっきり感じ取れる夢依の鼓こ動どうと、甘い匂い。夢依の体温が徐じよ々じよに上がり、興奮していることを伝えてくる。

　翔はぴくりとも動いていないのに、太股には自然と摩ま擦さつ熱が生まれ始めた。彼女が無意識のうちに動いているのだ。そう……この女は、本能には抗あらがえない。

　たまらなくそそる状じよう況きように、翔は自然と口元を歪ませた。

『……なんで先輩、今日はそんなに強気なんですか？』

『誘さそってきたのはそっちじゃないか。君が僕の本心を起こすからいけないんだ』

　翔は夢依の顎あごに手をかけ、クイッとこちらを見上げさせる。いつも強気な夢依はいま、怯おびえた小動物のように、目め尻じりに涙なみだを浮うかべていた。

『いまさらやめるって言ったって、あと戻りなんてさせないよ？』

『そんな、私は別に、そんなつもりじゃ……』

『休み時間は短い。いっそのこと、このままドロンと洒落しやれこもうじゃあないか』

　翔が夢依に、顔を近づけていく。やがて、ふたりの唇くちびるが……。






　　　　♥　♥　♥




（いやいや待て待て誰だれだいまのは!?　どう考えても僕じゃないだろう!?）

　我に返った翔はすぐさま、寒気で震ふるえ上がった。

　ナルシシストというかドＳというか。色々通り越して気持ち悪い。妄想にしたって、いまのはあり得なさすぎだった。確かに状況は似たようなものだが……。

　これ以上夢依とくっついていたら、また変なことを考えてしまいそうで怖こわい。

「に、虹元さん、とにかく離れて」

　だが夢依は、翔の背に回した手を放してはくれなかった。

「…………先輩、卑怯です」

　どこかで聞いたようなセリフが!?

　しかも足は動かすまでもなく、すでに夢依の股に挟はさまれる格好になっている。

　偶ぐう然ぜんの一いつ致ち。翔はまさかと、妄想の再現に怯えた。

「こんなイレギュラーは想定の範はん囲い外がい。危あやうく流されそうになったじゃないですか」

　だが、顔を上げた夢依の表情は、例のニヤリとした、悪人じみたものだった。

「でも……フフ、このハプニングは、最終チェックにこそ相応ふさわしい」

　その言葉に、翔は警けい戒かい心しんを奮い立たせた。妄想ではなく現実にここで釣つられたら、きっと夢依はモラリストの正体を教えてくれない。それだけは、避さけねばならない。

　だが、狭せまいパンドラボックスの中では逃にげ場もない。

「こうなったからには、擦すれてしまうのは避けられぬ事態ですよね」

　さらに夢依はあろうことか、翔の足を太股で挟んだまま上下運動まで始めていた。

　擦れ合う肌はだの感かん触しよく。適度に圧あつ迫ぱくされた翔の腿に、摩擦という刺激が送り込まれる。

　確かに聞こえる夢依の息いき遣づかい。そして、鼻をくすぐるシャンプーの甘い香かおり。

　登場人物の性格は違ちがえど、あの妄想に、現実がどんどん近づいてくる。ふつふつと沸わき上がる何かはきっと、夢依を抱きしめてしまいたい、なんて衝しよう動どうに違いない。

「虹元さんやめてくれ！　それ以上やったら……僕は」

「このままハウリングして、私に硬かたいモノを押し当てますか？　いいですよ？　別に」

「いいわけないだろ!?」

　全力で下腹部に力を込こめてもなお、集まるものが集まってきてしまう。

　まずい、これはまずい。まずい！　…………暴あばかれる!?

「ふぉおお……ふぉおおおおおっ！　はぁ……はぁ！　ばぁ！　ばぁ！」

　桜之介の声量が急激に上がったのは、まさにそんな瞬しゆん間かんだった。

「なんとＫＹな……興を削そぐにもほどがありますよクレイジーガイ」

　夢依が舌打ちして動きを止め、翔から少し離れる。おかげで、沸ふつ騰とうしかけていた翔の頭の温度は、冷や水を浴びせられたように下がった。
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　翔はまだドキドキしている胸をほっと撫なで下ろす。

「お、俺はついに……見える！　見えるぞぉ！　ふは、ふはは！」

　だが、桜之介の声は大きすぎた。パンドラボックスに防音機能があろうと、あれほどの大声を出せばさすがに外に聞こえる。だから翔たちはずっと小声で話していたのに……。

「山やま基きくん、頼たのむから落ちついて！」

　パンドラボックスの前には風紀委員の女子がいる。もし、彼女に悟さとられたら。

「あ、委員長……。って!?　その顔どうしたの!?」

　と、いきなり教室後部のドアが開かれた。夢依の頭あたま越ごし、マジックミラーの向こうに、あいすの姿が見える。彼女はなぜか、目を真っ赤に腫はらしていた。

「……あはは、ちょっと色々あって……って、何!?　みんなどうしたの!?」

「それが……モラリストがね、今日はいないみたいなの」

「え？　そ、そんなはずは…………ううっ、くぅっ！」

　あいすが胸をぎゅっとつかみ、驚きよう愕がくした様子で教室に入ってくる。

　一方、そのすぐ隣となりにあるパンドラボックスの内部では。

「はぁ、はぁ！　ばぁ！　ぜぇ！　ふおお！　はは、ふははは！　ハーッハッハァ！」

「『駄だ目めだこいつ…早くなんとかしないと…』です」

　桜之介は撮さつ影えいに熱中しすぎて、もはや人語を理解していなかった。

「え……いまの声…………何？」

　そうなるのは必然か。あいすと風紀委員の女子が、声に気づく。

「はぁ……。不完全燃焼ですが、イミテーションブレイクでは仕方ないですね。先輩！」

　あいすが勢いよくパンドラボックスを開けたのは、その直後だった。




　　　　◆




　ロッカーの中で体を丸めている桜之介に、女子の視線が集まる。

「山基……桜之介…………。最低だよ……こんなっ！」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　電磁棒スタンロツドが桜之介を襲おそう。その手からこぼれたカメラを、あいすは容よう赦しやなく踏ふみ潰つぶした。

「私を怒おこらせて、翔ちゃんまで巻き込んで、まだやるの？　何なのよ、もう！」

　あいすは次に、桜之介をロッカーから引きずり出し、教室のドアに投げつけた。

　開きっぱなしだったロッカーの扉とびらが、跳はね返った桜之介の体にぶつかって閉められる。

「ねぇ、何なの!?　何の怨うらみがあってこんなことするの!?　いい加減にしてよ！」

　リップスティック型の催さい涙るいスプレーを取り出し、桜之介に噴ふん射しやするあいす。

「くあ、がはっ……あっ、ごほぉぁ!?」

　バチバチと鳴る電磁棒が、桜之介の頭部を何度も襲う。

　一発、二発、三発……。教室内に、打だ撃げきの鈍にぶい音が何度も響ひびく。

　やがて桜之介の額が切れ、鮮せん血けつが舞まった。

「ちょ……あいす！　ストップですわ！　それ以上は！」

　さすがにまずいと思ったのか。悠子があいすを背後から羽は交がい締じめにした。

「放して！　邪じや魔ましないでっ！」

「うっ……わたくしが、あいすに力負け？　そんな…………っ!?　まさか!?」

　体を押さえる悠子ごと、あいすが足を踏み出す。もう意識を失った桜之介に、さらなる殴おう打だを加えようと、前に進む。

「許せない……翔ちゃんをかどわかして、巻き込んで、変なことさせて！」

「あいす！　何を言っているのかわかってますの!?　その件なら一昨日おとといもう！」

「翔ちゃんのためにも、こんな奴やつはいなくなったほうがいいんだッ！」

「……まずいですわね。……こうなったら！」

　突とつ如じよとしてあいすを解放する悠子。束そく縛ばくのなくなったあいすはすぐさま再び、桜之介に電磁棒を振ふり下ろす。だがその一撃は、竹刀しない袋ぶくろによって止められた。

　悠子が一瞬で、あいすの背後から正面へと回り込んでいた。

「殺しはアウトですわよ、あいす。不本意ですが……桜ちゃんはやらせませんわ」

　悠子が竹刀を振り上げ、電磁棒……あいすを押し返す。

「悠子ちゃん！　何でそんな奴をかばうの!?　何で！　ねぇ！　何で……なの……？」

　叫さけんだあいすはしかし、徐じよ々じよに信じられないといった顔になって後ずさった。

「………………好き……なの？」

　悠子がどこか儚はかなげな表情で、竹刀を袋から取り出す。

「……まさか。わたくしはただ、あなたに過あやまちを犯おかさせたくないだけ、ですのよ」

「わけがわからないよ悠子ちゃん！　お願いだからどいて！」

「わからないのはあなたですわ！　あいす！　気をしっかり持ちなさい！」

　悠子の竹刀があいすを襲う。それはかつて、翔や男子たちをあっさり吹ふき飛ばした超ちよう強力な一撃だったが、いまのあいすは…………ガキン！

「くぅっ、どうしても邪魔するんなら……私はっ！」

　悠子の一撃を電磁棒……しかも右みぎ腕うで一本で、難なく受け止めていた。




　　　　◆




　翔と夢依は、教室の状じよう況きようを音だけで認にん識しきしていた。

　ふたりがいるのは、真っ白で妙みように近代的な設備が整った『教室』である。

　翔はパンドラボックス開放の瞬間、ホルダーから携けい帯たいゲーム機を取り出した夢依により、画面の中に避ひ難なんさせられていたのだった。

　サウンドオンリーと書かれた黒板代わりのスクリーンから、あいすと悠子が争う声、電磁棒と竹刀がぶつかる音が、次々と聞こえてくる。

「お願いだ虹元さん！　僕を、ここから出してくれ！」

　そんななか、翔は夢依に向かって土ど下げ座ざしていた。

「いま出て行っても、ボコられるだけですよ？」

「それでも止めたいんだよ！　ふたりがぶつかるだなんて無意味だ！　清せい野のさん、一昨日のこと誤解したままだったなんて……」

「先せん輩ぱい、さっきのサウンドノベル、ちゃんと聞いていたんですか？」

「聞いていたから耐たえられないんだ！　お願いだよ、虹元さん！」

「『だが断る』……と言ったら、どうします？」

　翔は顔を上げ、少しのあいだ夢依と視線を合わせたが、

「……この世界ごと、消しよう滅めつさせる」

　やがて立ち上がり、真しん剣けんな眼めで夢依を見み据すえた。それをやれば夢依も現実世界に戻もどってしまうが、どうしても出してくれないというのなら、翔は迷わずそうするつもりだった。

　あいすと悠子が争う音をＢＧＭにして、ふたりの視線が交こう錯さくする。

「……はぁ。これだから主人公属性は……。でも、私にとってその要素は……」

　夢依が深いため息をつき、呆あきれ顔で翔を見上げた。

「もういいです。出します。かくなる上は、私もやり方を変えましょう」

「ありがとう、虹元さん。わかってくれて助かるよ」

「ちっともわかってませんけどね。だけど、先輩。ふたつ、約束してください」

　夢依が言いながら、瞳ひとみを虹にじ色いろに光らせる。

「外に出たらこの端たん末まつを必ず拾うこと。そして、本当に困ったら、必ず私に助けを求めること。…………いいですね？」

　翔が頷うなずくと、夢依もまた、満足そうに頷いた。




　　　　◆




　パンドラボックスの中に戻ってきた翔は、そこに落ちていた携帯ゲーム機を拾ってポケットに入れると、すぐに扉を開けた。

「もうやめるんだ清野さ……」ゴン！

「あうっ！」

　開かれた扉が何かに当たった。

「こ、工こう鳴なくん!?　あなたもそこに入ってましたの!?　いったいどうやって？」

　翔のすぐ右では、悠子が目を丸くしている。

「い、いたひ…………ううっ」

　一方、あいすはパンドラボックスの扉の裏で、逆エビの形でのけ反っていた。

「ご、ごめん！　清野さん大だい丈じよう夫ぶかい!?」

「翔……ちゃん？　翔ちゃんがどうして？　え？　嘘うそ……ええぇ!?」

「清野さんもうやめてくれ！　悪いのは僕なんだよ。別に僕は山基くんのせいで覗のぞいたんじゃないって、一昨日ちゃんと……って、清野さん!?　その手!?」

　電磁棒を握にぎるあいすの手が、なぜかひどく流血していた。

　だが、あいすは怪け我がを気にする様子もなく、

「う……そ？　嘘っ!?　そんな……そんなぁっ！」

　扉が開いたままのパンドラボックスを見て狼ろう狽ばいしていた。

「その中に、隠かくれてた？　ふたりっきりでそんな密閉空間に……密着？」

　と、あいすは何を思ったのか、信じられない答えを導き出した。

「翔ちゃんは男の子…………そいつが、好き……なの？」

「……はい？」

「よりにもよって男だなんて……わからない。私わからないよ！」

「いや、わからないのはこっちだよ清野さん！　僕は普ふ通つうだ！」

「嘘っ！　だっていま！　密室で禁断の……ううっ、痛い！　痛い……痛いよっ！」

　あいすが胸をぎゅっと握り、涙なみだ目めで叫んだ。

「決めたのに……私、我が慢まんしたのに、男だなんて。私も、深彩ちゃんも……女はもう、翔ちゃんには必要ないの？　そんなの、それなら……ううっ。いやあっ！　もう帰る！」

　いきなりあいすが教室を飛び出して行く。

「清野さん待って！　僕の話を！」

　すかさず足を踏み出した翔はしかし、突とつ然ぜん横合いから突つき出された竹刀に止められた。

「工鳴くん。あなた、あいすに何をしましたの？」

　悠子が通せんぼするように、教室後部のドアの前に立つ。

「……詳くわしく、教えてくださいな？」

「僕にだってわからないよ！　でも、とにかく追いかけて……」

　と、悠子が不ふ機き嫌げんそうに、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「さすがにもう冗じよう談だんはやめてくださいな。本当は、全部わかってますわよね？」

「な………………え？」

　何の話だ、とは言えなかった。

【リンケージ。あーテステス。こちら二次元世界の夢依。先輩、聞こえますね？　もう見るに堪たえないので言っちゃいますけど】

　翔の頭の中に、いきなり夢依の声が響き始める。




【彼女……マスコット風紀委員長がモラリストですよ？】




　　　　◆




　工鳴邸ていのリビングで、深彩はソファーに座って、翔が録画した映画を楽しんでいた。

『ゴッドファーザー』のパート１。その群像劇は、幼い思考回路には難しい言葉を多く使っており、登場人物も多すぎて、深彩は完全に物語を理解できていない。

「これ……あにーが、しんじゃった……んだよね？」

　だが、それだけはわかって、深彩は目を丸くしていた。劇中ではいま、主人公マイケルの兄、ソニーが無む惨ざんにも射殺され、物語が大きく動き出そうとしている。

「あにーは、ぜったいにしんじゃ、だめなのに…………あ、あれ？　きゃうっ」

　と、深彩の体が突如、前のめりに倒たおれていき、

「またか……まったく、どこまでも面めん倒どうな」

　すかさず表に出てきたティファレが、たたらを踏ふむ。

　深彩の背が、また赤く光り始めていた。

「なぜこれほどにまで暴れる……望んで自じ滅めつしようとでもいうのか？」

　すぐさま虹色の光が背中の赤を呑のみ込み、パリンと弾はじけて消えた。

　応急処置を終えたティファレは、ソファーに背を預け、ひと息つく。だが、以前探知した神しん芽がに異常を感じると、思わず眉まゆをひそめた。

「『もらりすと』とやらは、終局が近い……か？」

　第二段階の先。神芽の暴走の第三段階は……崩ほう壊かい。

　過去多くの宿主を破は滅めつさせてきたそれは、自分が何を尊んでいたのかすらわからなくなる、終しゆう焉えんの舞ぶ踏とうだった。だが同時に、限りなく低いものの、意思の変質や進化といった可能性を秘ひめた、地じ獄ごくの砂でもある。

「狂くるった思考が宿主を壊こわすのが早いか、それとも……。翔に、おかしな娘むすめよ、敵は存外、手て強ごわくなるやもしれぬぞ」

　ティファレはソファーの前にあるテーブルへと目をやる。そこには、昨日夢依が翔に渡わたした携帯ゲーム機が置かれていた。

「む？　そういえばこのことは……言ったか？　うむ、我は言ったはずだ……多分」

　その直後、深彩の背が再び赤い光を放ち始めた。

「馬ば鹿かな。また、だと？　さすがに早すぎる。本当に何なのだ、この器うつわは……」
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「清野さん、が？」

　翔の前で悠子が何か言っているようだったが、その言葉はわからない。翔にはいまなぜか、頭の中に響ひびく夢依の声しか聞こえなかった。

【私の思考、伝わっているでしょう？　こっちには先輩の心の声が丸聞こえです】

　そんなことを言われても、翔には夢依の声が聞こえるだけ。思考なんてわかるはずもない、なんて思っていたら、頭の中で……パリン！

【ワンモアセッ！　そうですか。一方通行ですか】

　途と切ぎれた夢依の声は、すぐにまた聞こえてきた。『救済イレイザー』による減げん衰すいの邪じや魔まを承知の上で、テレパシーか何かの能力を、画面の中でまた使ったのだろう。

【わかりました。なら先輩はただ考えてください。勝手に答えます。先輩はどうして、彼女がモラリストだと思わなかったんですか？】

　翔は言われたとおりに、あいすがモラリストだと疑わなかった理由を思い浮うかべる。

【彼女はモラリストに、風紀委員に入って欲しがっていた？　自分が犯人だと言う犯人は普通いません。大げさな他た人にん扱あつかいはむしろ怪あやしいくらいです】

　だとしても、翔は一度……。

【プールで彼女の裸はだかを見た？　胸とかアソコとか全部見たわけじゃないでしょう？　それに彼女には、快楽煩ぼん悩のうキラーとマトモにやり合える腕わん力りよくなんて（パリン！）】

「どうしました？　まさか工鳴くん、本当に気づいてなか」

【とにかく清野あいすがモラリストです！　先せん輩ぱい、神芽は意思から生じるブツですよ？　オタ充じゆうの私が二次元世界を踏みしめるように、アンチＨの彼女はモラリスト。それくらい、神しん種しゆが発芽したときの自覚から簡単に想像できるでしょう？】

　一いつ瞬しゆん聞こえた悠子の声が、すぐにまた頭の中に響いた夢依の声にかき消される。

　だが、夢依の言った『神芽は意思から生じるブツ』というのは、翔には初耳だった。

【自覚が……なかった？　ああ、そういうことですか。先輩の『救済イレイザー』は、自意識からの発生ではなく、移植されたものだから……】

　どうも、そういうことらしい。ああ、やられたと、翔は思わず頭を抱かかえる。

　またティファレの言い忘れだ。最初にそのことをちゃんと聞いていれば、確かに夢依の言う通り、わかっても良さそうなものだった。いざ言われてみれば、これまでの会話の端はし々ばしに、そう思える単語だってあった気がする。

【まあ、いまはいいです。それよりあの女ですよ、先輩。あれだけでガチムチ認にん定ていなど完全に狂きよう信しん者しやの所業。先輩のため？　女はもう必要ない？　ヤンデレ化する可能性もあるじゃないですか。あの女、ワンチャンス工鳴妹を殺やるかもしれませんよ】

　ヤンデレという言葉の意味はわからないながらも、翔の背筋に冷たいものが走った。だが、あの心優やさしいあいすに限って、そんなことは絶対にしない。翔はそう、言い切れる。

【あの女はいま、神芽の暴走で錯さく乱らん中。正気ではないんです】

　神芽の暴走が第二段階に達した宿主は、精神的に壊れ始める。そう言ったティファレの姿が、脳のう裏りに浮かんだ。だが、それでも翔は……。

「清野さんがそんなこと……あるわけないじゃないか！」

　ずっとお世話になって来た、恩人にして親友の少女を、心から信じていた。

　両親のいない工鳴兄妹きようだいについて、誰だれよりもよく知っているあいすだ。それがどうして、深彩を殺すなんて発想に行きつくのか。夢依の考えこそ、翔にはわからない。

【……先輩、いまのはあくまで最悪の可能性です。でも、取り返しがつかなくなる可能性でもあるんです。放ほうっておくわけには、いかないでしょう？】

　とはいえ、放っておけないという点では、夢依に同意である。

　あいすの誤解は解かなければならない。何より、悠子の剛ごう力りきと渡り合っただろうあいすの右手は、血まみれだった。あれが人体の限界を超こえて力を出した代だい償しようだとしたら、このままでは、彼女の体が壊れかねない。そんなの、放っておけるわけがない。

【なら、行きましょう先輩。その本心の赴おもむくままに。こんなところで手こずっていては、やっていられませんよ？　フフ……。リンケージ、エンド】

　今度はパリン、ではなく、プツッと、夢依の声が途切れた。

　あいすが教室を出てから、もう五分ほどが過ぎようとしている。英えい知ち学園から工鳴家までは徒歩で約二十分。翔が全力疾しつ走そうしても、きっと追いつけないだろうが……。

　とにかく、急ぐしか選せん択たく肢しはなかった。

「本当に工鳴くんは……。わたくしの目、節穴でしたのね」

　悠子が何か言っていたが、もはや構っている時間は一秒だってない。

「斎さい藤とうさん退どいてくれ！　僕は……清野さんを助けなきゃ！」

　翔は教室後部のドアへと、勢いよく駆かけ出した。

「なっ!?　まだ話が途と中ちゆうですわ！」

　瞬間、悠子が竹刀しないを振ふるう。

　だが、翔がそれに気付いたのは、すでに地面から足が離はなれたあとで……？

「うぉわああああああっ!?」

「……あっ!?」

　いつかのように腹に竹刀をもらって吹ふき飛ばされた翔の体が、背中で窓ガラスをぶち破って、空中へと投げ出される。

　にわかに襲おそい来る浮ふ遊ゆう感。それを認識するのと同時に、体中に鳥とり肌はだが立った。

　悠子の一いち撃げきによる慣性で、満足に体勢を整えられない。このままいくと、翔は頭から校庭に落下することに……………………死ぬ？

　パリン！「……え？」

　もうすぐ校庭に落ちようという翔の背中に、突とつ風ぷうが吹きつける。

　翔の上半身が持ち上げられ、偶ぐう然ぜんにも足が地面の方を向いた。

　ズザーッ！　着地した足が校庭を滑すべる。

「ぐあ痛ッ！　って、まずいっ！」

　地じ滑すべりの勢いに耐たえきれなかった左足が、グキッといった。

　バランスを崩くずした翔は、校庭をバウンドしては回転し、ちょうど校門の先にある歩道の端はしで止まる。その直後……。

　翔の頭のすぐ上で、クラクションが鳴り響いた。

「なっ!?　うわぁっ!?」

　道路を横切る大型トラックに驚おどろき、翔は咄とつ嗟さに頭を抱える。

「あ、あぶな……かった？」

　もし、飛んだ距きよ離りがあと少し長かったら。それ以前に、あの不自然な突風が吹いてくれなかったら、今いま頃ごろ翔は、どうなっていたことか。

　不幸中の、幸い。そんな言葉が脳裏をよぎった。

「偶然か？　いや、ちょっと待てよ……まさか」

　そのとき、翔はある仮説を思いついた。

　逆転力。ここ一番で物理法則を無視するらしい、翔には自覚のなかった超ちよう能のう力りよく。桜之介の勘かん違ちがいだと思っていたそれが、もしただ運がいいだけでなく、本当に存在して、

　翔の窮きゆう地ちという『ここ一番』でも、現れていたのなら。

　深彩と無理心中しかけ、ティファレと契けい約やくしたとき。夢依との戦い。そして、いま。

　不自然に鳴る『救済イレイザー』が、その都度減衰を発動させているのだとしたら。

　……別の誰かが、翔に神芽の力を使っている？　だが、では何のために？

「いや、いまはどうでもいい、何でもいい！」

　そんなことより一刻も早く家に帰ろうと、翔は思考を放ほう棄きして立ち上がった。

　左足首と腹に激痛が走り、思わず膝ひざをつく。だが、それでも翔は歯を食いしばり、再度立ち上がって歩き出した。

「ぐぅっ……止まっちゃダメだ、動け！」

　たとえ走れなくても、一分、一秒でも早く。

　痛む左足に見切りをつけ、振しん動どうで腹が悲鳴をあげても構うことなく、右足一本でぴょんぴょん跳はねる。そうして翔は、ひたすらに家路を急ぐ。
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「無事、ですわね。……はぁ。本当に、よかったですわ」

　いま、翔は死んでもおかしくなかった。その自覚があるからこそ、悠子は校庭の向こうで立ち上がった翔をみて、心底安あん堵どした。あいすと競せり合っていた全力のまま翔をぶっ叩たたいてしまったのは、完全に悠子の落ち度である。

「でも、あいすを助ける、ということは」

　あいすの錯乱に、翔の異変。どうも不思議な方向に動き出しているらしい現実を、悠子は頭の中で整理する。そして……。

「外野のお節せつ介かいはここまで、で納なつ得とくするしかありませんわね。グッドラックですわよ、あいす。必ず……帰って来なさい」

　でなければ、悲しすぎるから。

　悠子は左目の眼帯に手を当て、とっくに走り去っただろう小さな親友に思いを馳はせた。

「斎藤さん、委員長、どうしちゃったの？」

「ていうか工鳴くん大だい丈じよう夫ぶ？　割と洒落しやれにならないような……」

　クラスの女子たちが周囲に集まってくると、悠子は意識して作った笑えみを浮かべた。

「ふふっ。驚かせてしまってごめんなさいね。あいす、ちょっと工鳴くん絡がらみでジェラシーなんですの。たまにありますのよ。ああいうの」

「え……あるの？」

「わたくしが冗じよう談だんでも工鳴くんに迫せまると、あいすは怒おこるでしょう？　それで悶もん着ちやくありましたのよ。でも、工鳴くんを『行かせ』ましたし、きっと明日あしたになれば元通りですわ」

　いつもあいすをからかう笑顔で、悠子は嘘うそを並べ立てた。

「もしかして斎藤さん、それで工鳴くんを吹っ飛ばした系？」

「ええ。実は落ち所も計算してましたの。ダメージはまあ、大丈夫だと思いますわ」

　もちろんどちらも真っ赤なウソである。そういう意味では、翔には悪いことをした。

「もしかしたらあのふたり、明日には……うふふ」

「嘘!?　マジで!?　じゃあ斎藤さんキューピッドじゃん！」

「もっとも、工鳴くんがアレなので、成功は保証できませんけれど」

「確かに！　いくらなんでもニブすぎだもんね～」

　重ねた嘘に、心が痛まないわけではない。だが、いまはこれでいいのだと、悠子は自分を納得させた。何より、いまこの教室には。

「ともかく、こちらはあの稀き代たいの変態を何とかしませんと」

「あ！　そうだった女子の敵！　ねぇ斎藤さん！　こいつ何で退学にならないの!?」

　悠子は気を失っている桜之介に歩み寄る。そして……。

「うふふ。本当に、どこまでも懲こりませんのね……」

　呆あきれながらも、満足げに。それでいて、サディスティックに。悠子は桜之介の頭を、アイアンクローで軽々と持ち上げた。
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　画面の中の『教室』で、夢依は目を瞑つぶり、新境地に至っていた。

【早く帰らないと……早く……早く！　ぐあああっ!?】

　どてん。サウンドオンリーのスクリーンから聞こえたその音は、もう何度目か。

　翔が転ぶたびに、リアルの振動と連動して、画面の中の教室が揺ゆれていた。

「まったく、ひどいネタバレです。それに私……いま、割と、っていうかかなり、勢いで飛び降り自殺しかけましたよね……」

　夢依は手中の落とし物……翔から届けられた『ヤヴォール・マインヘル』の二十四巻（前編）を見つめる。おそらく二十五巻（後編）で、物語の核かくとなるだろうギミックが、いま夢依に、翔という男の本質を気づかせていた。

　この巻からの新ヒロインが持つ能力『心浸透蕩シユメルツエン／ヘルツ』。使ってみてわかったが、さっき夢依が翔と話したその能力の本質は、心を互たがいに『溶とけ合わせる』ことにあるのだった。当然、溶けた心は二度と分ぶん離りできないから、リスクは超ちよう高と言わざるを得ない。

　能力の真相がわかった瞬間は、翔の本心を嘘うそ偽いつわりなく探さぐれると思って調子に乗ったが、少し冷静に考えれば、封ふう印いん指定を免まぬかれない禁きん呪じゆだということは明白だった。

　だが、結果的には、翔の『救済イレイザー』のおかげで融ゆう合ごうのリスクはどこへやら。夢依に入り込んだ翔のカケラは、心に刺ささった棘とげ同然で、自我を崩すには程ほど遠とおい。しかも融合は一方通行で、夢依から翔へはほぼ作用していなかった。つまり……。

「まさに良いとこ取り。ハイリスクを犯おかした分のハイリターン……でしたね」

　夢依は歓かん喜きしながらも、心底安堵し、二十四巻をブックホルダーにしまった。棘と言えども多用は危険だから、きっともう、二度と使うことはないだろう。

「本当に……ああ、『何たる僥ぎよう倖こう！　宿命！　数すう奇き！』なんでしょうか」

　ともあれ、おかげで夢依が抱いだいていた翔への疑念は払ふつ拭しよくされた。どうも翔は深層真理では、夢依をオカズにするくらいの劣れつ情じようを催もよおしているらしいが、それが皆かい無むなのもアウトだから、別にいい。それより、人が抗あらがうのは至難を極きわめる三大欲求のひとつ、性欲を見事に抑おさえ込めているという真実の方が、翔の評価をより高めていた。

　同時に抱かされたモヤモヤがかなりイラッと来るのは、まあ問題といえば問題だが。

【清野さん……深彩ああっ！　ぐあっ!?】

　──行かなければ。一分一秒でも早く。

　スクリーンから響ひびく翔の声に、夢依の中にある翔のカケラが呼応する。

「ええ、わかっていますよ。でも……」

　そもそもが、妹のためなら何でもすると言いながら、本能的に人に迷めい惑わくをかけることを避さける真ま面じ目め少年。それがエキサイトして、あの女と妹のことだけを考えていて、

「呼ぶって約束したのに、先せん輩ぱいって人は…………はぁ」

　綺き麗れいさっぱり、夢依のことを忘れている。待っていても、確実に呼ばれない。

　翔の心のカケラから来る確信が、ひどく夢依の癇かんに障さわっていた。

　だが、困ったことに、あいすへの嫉しつ妬とすら満足に抱けない。

　──清野さんを救え。いまこそ恩を返せ。彼女から養分を回収すれば、深彩も助かる。

　夢依の心に刺さった翔の心という棘。それはやがて完全に溶けて気にならなくなるだろうが、いまはまだ明確な個を保ち、夢依の思考に狂くるいを生じさせていた。

「さて、私はいまどうするべきで、どうしたいんでしょうか」

　夢依はノイズ混じりの思考で考える。

　翔はきっと、あいすを脱ぬがせない。口でどう言っていても、ひとり苦く悩のうしてマゴつくのがオチだ。最終的に決断はできるにしても、そのまえに人体のリミッターが消し飛んでいるあいすに返り討うちにされる、という可能性だってあり得る。

　だが、いま翔の意思を感じながら、自己も保っている夢依ならば？

「モヤモヤの落とし所と見せ場はそこ、ですね」

　存在を二度と忘れられないために。やることをやってから、役得だの報ほう酬しゆうだのと思わせぶりに言って翔に迫り、ひた隠かくされている想いを解き放ってやればいい。

　夢依はニヤリと口元を歪ゆがめ、十三巻を取り出した。

　心に刺さった棘が教えてくれる。アレは必ず、あそこにある。

「先輩が来るまえに剥むいてやりますとも……フフ、イマジネイション」
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　もう何をどうしていいのか、何が正しいのか、わからない。

　あいすは認めがたい現実から逃のがれるように全力疾しつ走そうした。そして、自分でも驚くほど早く、自宅の前まで帰って来ていたが……。

　工鳴家の窓から漏もれる虹にじ色いろの光が目に留まり、自室で泣き寝ね入いるには至っていなかった。

「あの光……何？」

　あいすはその光に吸い込まれるように、自宅ではなく、工鳴家の鍵かぎを開けた。

　勝手知ったる人の家にあがり、リビングへの扉とびらを開ける。

「嘘……、何、これ……どういうこと？」

　ソファーに座る深彩。その体が、虹色に光っていた。

「誰だれかと思えば、想おもいの一いち翼よく、器うつわが認めし翔の嫁よめか。本当に、数奇な運命よな」

　いつもの明るい声からは想像できない低い声。その瞳ひとみは赤く、表情も全然違ちがった。

　ひどく胸がざわめき、左胸が疼うずく。

　パリン！　立ち上がった深彩の体から、虹色の光が弾はじける。だが、飛び散った光の粒つぶは、突とつ然ぜん方向を変えて、深彩へと戻もどっていき……。

「深彩ちゃんじゃ……ない？」

　深彩の体を包んだ光が、その服をパジャマから、深緑色のドレスに変える。あいすは本能的に警けい戒かいし、咄とつ嗟さに電磁棒スタンロツドを手に取った。

「これほど近くにいながら、直じかに目するまでわからぬとは。やはり、器の中とは不便よな。娘むすめよ、貴様が『もらりすと』であったのだな」

「……あなた、誰なのっ!?」

「己おのが神芽に問うがいい、意思強き娘よ」

　左胸の痛みが言葉となって、あいすの頭に伝わってくる。

　精せい霊れい。神樹。母。そして……怖こわい？　あいすの中で、思考が奇き妙みような渦うずを巻いた。

「もしかして、あなた……。あなたが？」

　この精霊とやらが宿っているのは、他ほかならぬ深彩の体である。そして、堂々と家にいるのだから、翔が知らないはずはない。

「答えて！　あなたが翔ちゃんに変なことをさせてるの!?」

「よくわからぬが……それは、覗のぞきのことを言っておるのか？」

「やっぱり、そうなんだっ！」

　どうして翔があんな暴挙に出たのか。全部、簡単なことだった。だってあれは深彩の体で、翔にとって最悪の人ひと質じち。翔はどれだけ嫌いやでも、逆えない。

　きっと、さぞ辛つらかっただろう。自分の良心を虐しいたげて、やりたくもないことをやらされて、きっと、ものすごく罪悪感に苛さいなまれただろう。

　なのにこの精霊は……誠実な翔を、変態に落とそうとでもいうのか。

「許せない……」

　彼の幸せを願い、その幸せを守ることこそ、あいすの使命。

　度たび重かさなる混乱で行き場を失いかけていたあいすの想いが、いま再び収束する。

「貴様……ぐっ!?　これは……神種が、共鳴だと？」

　深彩の体を操あやつる精霊が膝ひざをつく。その背が、いつの間にか赤く光り始めていた。

「想いの一翼、その暴走と共に盛さかっていたということか……ぬぅ、まずいっ！」

　精霊が今度は虹色に光り出す。だが、もうどうでもいいことだった。

　翔が変態行こう為いを望むはずがないという確信が、あいすの体を突つき動かす。とにかくこの精霊を深彩の体から追い出せば、翔はもう、やりたくもないことをやらずに済む。

　だったら……そう、だったら！

「冷静になれ小こ娘むすめ！　貴様の願いは……叶かなうのだぞ！」

　ただ、運命の人と信じた翔のために。

「翔ちゃんを変態になんて、絶対させないっ！」

　あいすは、手にした電磁棒を振ふり上げた。








　第六章　変態紳士の可能性




「『並行世界レーレ／フエアドレーエン』！　……からの、ログアウト！」

　十三巻の次元跳ちよう躍やく能力で、夢む依いは翔かけるに貸した携けい帯たいゲーム機の中へとワープした。そして画面からぽんっと飛び出れば、そこはもう工こう鳴なのリビング……だったが。

　すぐ目の前には、床ゆかに座る深み彩あやに、電磁棒を振り上げているあいすがいて？

「なぁっ!?　ちょっ……『ちょっと待ったコール』です！」

　テーブルに着地した夢依は、間かん一いつ髪ぱつであいすの手を掴つかんだ。

「えっ……何っ!?」

「フー……、まったく焦あせりますね。大だい丈じよう夫ぶですか工鳴妹、ではなくティファレ」

　翔にはああ言ったし事実考えもしたが、まさか本当に最悪の可能性が現実になっているとは驚おどろきだった。もっとも、間に合ったのだからもう何でもいいが。

「やはり、貴様を引き入れたのは正解であったな。実に僥倖だ」

「虹にじ元もと……さん？　何で？　え？　まさか虹元さんも？　ううっ……放して！」

　人体のリミッターが外れたことによるあいすの怪かい力りきは、夢依ではまず抑えられない。

　ならばと夢依は咄嗟に手を放し、足元のゲーム機を拾って、あいすの体に押しつけた。

「ふぇっ？　ひゃああぁぁっ!?」

　画面から吹ふき出す虹色の光が、あいすと夢依を『真世界アナザーデイメンジヨン』へと誘いざなう。

　周囲の景色は、虹色が満ちた空間から、『ヤヴォール・マインヘル』の舞ぶ台たいとなる学校の校庭（夜）へ。ブロックを積み重ねるようにして、瞬またたく間に再構築されていった。

　ものの数秒で完成した広い校庭。その中央に、あいすがドテッと落下する。

「な、何これ？　ここ……どこ？　深彩ちゃんは!?　あの精霊は!?」

　ひとまずは拉ら致ち成功。夢依はあいすから五メートルほど離れて、校庭に着地した。

「……困りましたね。これはちょっと……想定の範はん囲い外がいです」

　この『真世界アナザーデイメンジヨン』に突っ込んだ以上、本来ならばあいすはここでオブジエンド。だが、彼女を傷つけるなと、事ココに及およんで、心に刺さった棘が荒あらぶっていた。

　どうやら夢依は、あいすを攻こう撃げきできそうにない。できなくもないが、無理に押し通せば肝かん心じんな時に棘にエキサイトされて、致ち命めい的な隙すきを生みかねない。キャラクターの攻撃能力は強力な分、その混乱で手元を誤れば、あいすを殺やってしまう可能性もあった。

　そんなことになれば、間違いなく翔（本体）のフラグが折れてしまう。それだけはできない。可能性すら許容できない。ゆえに、攻撃系の能力はいま、使えない。

　夢依の勝利条件は三つ。あいすの脱だつ衣い。アザの発見。そして、無力化だが……。

「何かないですかね。服を排はい除じよするような、何か……」

「この世界……同類ってこと？　じゃあ虹元さんもグルだったの!?　って、ああっ!?　じゃあ第二図書室のあれもそういうこと!?　そんな……ふたりして、翔ちゃんを変態にさせようとしてるの!?　ダメだよっ！　絶対にダメっ！」

　あいすが目を見開いて狼ろう狽ばいする。どうやら、錯さく乱らんして何か勘かん違ちがいしたらしい。

「貴方あなたが見ていた先輩の姿だけが、真実とは思わないことです。彼はすでに変態……」

　そう口にして、夢依はふと思い出した。

「あ、なるほど、その手がありましたか」

　変態。そう、変態プレイ。おあつらえ向きのモノがあったではないか。

　キャラクター能力ではなく、かつ固有技名もない『モノ』を能力として再現できるのか。多少不安ではある。だが。

「できることがあるのなら、やってから考える。そうですよね、先輩……フフ」

　夢依はホルダーから取り出した六巻……そのたった三ページを、速読で探し出す。

「翔ちゃんが変態にされるまえに、虹元さんも私がやっつけなきゃ！」

　同時に、あいすが夢依に向かって駆かけ出した。

「勘違いをしないでください！　彼はもうとっくにムッツリ変態紳士です！」

　振り下ろされる電磁棒を、ながらの紙かみ一ひと重えでかわし、速読を終える。そして……。

「イマジネイション。ええっと……ＳＬＩＭＥ！」

　ファンタジー世界によくありのエロ展開を支える、魔ま性しようの生物。ヒロインを拘こう束そくし、衣服を溶とかし、体を痺しびれさせ、魔力を吸収しながらも、年ねん齢れい制限のせいで、プラットフォームを変えなければその先には絶対にたどり着けない、哀あわれな化け生しよう。

　夢依の身長よりも大きい、おどろおどろしい紫むらさきの軟なん球きゆう体。妙みように光こう沢たくのある、はっきり言ってキモい『スライム』がいま、夢依の目の前に召しよう喚かんされた。

「ふぇっ!?　くっ、このぉっ！」

　あいすの電磁棒がスライムに叩たたきつけられ、電流が迸ほとばしる。だが、その直後、スライムの上半分がヒドラよろしく、何本もの触しよく手しゆに分かれた。

「な、なななな何これ!?　何これぇぇ!?」

　高速で伸のびた触手があいすの四し肢しに巻き付き、動きを止める。スライムはさらに新たな触手を伸ばし、あいすの腰こしと胸にも巻きついた。

　リミッターを解除したあいすの超ちよう怪かい力りきに引っ張られても、スライムはビクともしない。火であっさり蒸発するし刃はでも切れるが、打だ撃げきや圧力への耐たい性せいなら、軟なん体たい怪かい物ぶつは強かった。

「ふぅ……どうやら、ちゃんと使し役えきできるようですね。これなら楽勝です」

「き、気持ち悪……って、ちょっ!?　どこ触さわっ!?」

　触手がウネウネと、もう見るからに気持ち悪く、あいすの体を這はい回る。そのうちの数本は破は廉れん恥ち極きわまることに、裾すそから制服の内側にまで潜もぐり込んでいった。きっとさぞや、ぬめぬめしていることだろう。同じ女として、絶対にあれには触ふれたくない。

　──や、やめるんだ！　清せい野のさんを助けなきゃ！

　ノー。やめてはやらない。

「先せん輩ぱいのカケラは妄もう想そうでもしていて下さい」

　これが夢依にとって、本気を出せない鬱うつ憤ぷんに、嫉しつ妬と的八つ当たりでもあることは否定しない。だが、これは妥だ協きよう点てんでもあるのだから、打開策のない反論は聞けなかった。

「やってしまいなさい！　です！」

「ひぃっ！　ふ、服がッ!?　嘘うそぉっ!?」

　夢依の指示により、触手から滲にじみ出た透とう明めいの液体……ローションのようなぬるぬるが、ゆっくりとあいすの制服を蒸発させていく。

　徐じよ々じよに露あらわになる腹部にヘソ。網あみ目め状に生き地じを減らすスカート。衣類の蒸発で生じているちょっとしたモヤ……その匂においについては形容すらしたくない。

　服の隙すき間まに見えるブラとパンツだけが溶けないのは、本家のビジネスソフトではなく、所しよ詮せんラノベからの年齢制限召喚だからだろう。

　あいすの胴どう体たいで、いま現在触手が触れていない肌はだが、垂れたぬるぬるによって妙にテカる。艶なまめかしいどころの騒さわぎではなく、単にエロかった。

　それは正直、夢依的にはあまり好みではない緊きん縛ばくプレイだが……ここでノれなくては、変則とはいえ夢依の見せ場がキマらない。

「『らめぇ！』と、言わせてあげますよ。薄うすい本のように……薄い本のように！」

　最低のセリフだと自じ嘲ちようしつつも、夢依はノリに任せて叫さけぶ。どんな時でも身だしなみ、ならぬ、たとえ悪役チックでもキメるところはキメる。これは性しよう分ぶんというヤツだった。

　制服の溶けたあいすの肌を、夢依は舐なめまわすようにガン見する。裸はだかを見た翔が発見に至っていないのだから、その神芽のアザの位置は、大体予想がついていた。

「……やはり、そこですか。はぁ」

　ブラの上に僅わずかに垣かい間ま見みえる、左の乳ち房ぶさの根元。翔が見たときはちょうど手で隠かくされていただろうその場所に、螺ら旋せんを描えがく蛇へびの形をした、真っ赤なアザがあった。

「けしからんですね。まあ、私より小さいですし、Ｂチックや内部なんていう魔ま境きようじゃなかっただけマシですが……そのアザに先輩がキスをするとは、本当に度し難がたい」

「翔ちゃんが……アザに、キス？　って、どういうこと!?」

「それが先輩の望み。言ったでしょう？　すでに彼は変態紳士です。ああ、ご心配なく。実行させるときは、ちゃんと貴方の意識は刈かり取りますので」

「そんな……翔ちゃん、もう……手て遅おくれなの？　そんなの、嫌いやだよ……」

　また何か勘違いしたのか、あいすが信じられないとばかりに驚きよう愕がくする。

　と、あいすの手に一いつ瞬しゆんで虹にじ色いろの光が集まり、球と成った。その手から零こぼれた光球は、地面に落ちると同時に、クモの巣のような虹色の網目を走らせ、消えていく。

「絶対に、嫌ッ！　『輝愛ゴツドライト』オオオオオオォォォォ！」

　バチン！「なっ!?」

　あいすを拘束していた触手が残らず弾はじけ飛ぶ。正確には、突とつ如じよその場に現れた秩ちつ序じよの光という『壁かべ』が、空間ごと触手を分断した感じだった。

　ＫＥＥＰ ＯＵＴ。制服が溶けて半分以上暴あばかれたあいすの体。幼児体型に近い胸部と腰よう部ぶが、即そく座ざに秩序の光で隠される。

「見ないでよ……触さわらないでよ……バカ……最低っ」

　立ち上がったあいすの声は、トーンが非常に低い。その瞳ひとみと左胸のアザが、ティファレと深彩のように、赤く発光を始めていた。

「なるほど。あの球が設置技わざで、有効エリアを指定した、と」

　夢依はすっかり存在を忘れていた、相手の神しん芽がについて分ぶん析せきする。エロムーブに対する自動展開なんてシロモノだからそんな気はしていたが、概おおむね、予想通りなのだろう。

　モラリストの光は、範はん囲い指定されたエリア内で、特定の条件……エロに反応して、自動発生する。今日学園で秩序の光がなかったのは、きっと設置型の宿命。意識継けい続ぞくの問題だ。対戦格かく闘とうゲームにおいて設置系の技は、敵の攻撃を食らえば消えるものが大多数。それと同じ。きっと神芽の暴走で気が回らなくなったに違ちがいない。

「しかし、秩序の光に物理遮しや断だん効果はなかったはずですが……」

　それは夢依が女子であるがゆえに、お花を摘つむたびに確信していたことだった。

「もし金色ならハイパーモード。ここは、似たようなものと認にん識しきしておきましょうか。まあ、勝利条件はあとひとつなので、別にどうでもいいことですが」

　夢依はあと、翔の到とう着ちやくまであいすを行動不能にし続けるだけでいい。

　それなら……と、夢依はブックホルダーに手を伸ばした。

　四巻から登場した、シリーズ中でも最さい高こう峰ほうの強さを誇ほこる能力『超越重力スーパー／シユヴエアクラフト』。それで周囲の重力をイジってあいすを再度束そく縛ばくし、翔の到着を待つ……つもりだったのだが。

「エッチな悪い怪かい物ぶつは、お仕置き、しなきゃ。本当に……最低だよ」

　虚うつろな目のあいすに睨にらまれた、紫の塊かたまり。触手の切断ですっかりサイズダウンした哀れなスライムが、助けてと言わんばかりに、夢依の腰にすがりついていた。

「なぁっ!?　ちょっ、何をしてやがるんですかエロ軟なん体たい!?」

　スライムがあろうことか、夢依の制服を溶かしている。真っ先に溶けたのはブックホルダーで、納められていたバイブルたちは、もはやスライムの中心部に漂ただよっていた。

「くぅっ！　離れなさいっ！　というか返しなさいっ！」

　正式なキャラクター能力の付ふ与よではない、不完全な召喚の代だい償しようか。恐きよう怖ふに怯おびえたスライムは、もはや夢依の命令を受け付けてはくれなかった。

「私にくっついてどうするんですか腐くされ外げ道どうがぁ！　『ＨＡ☆ＮＡ☆ＳＥ！』です！」

　腰を這い回るゲル状の感かん触しよくがひどく気持ち悪く、全身に鳥とり肌はだが立つ。蹴けり飛ばそうとしてもスライムは足に沿って形を変形させるだけで、離れない。

　やがてチクチクとした痺れが下半身を襲おそい、こそばゆさすら生み出し始めた。

　ニーソックスとスカートが溶け、虫食いの穴開き状態となっていく。破られたパンストよろしく、部分部分で肌が晒さらされ……素す肌はだがスライムに接せつ触しよく!?

「ちょ、やめっ……くぅっ！　あっちです！　敵はあっちなんですよ！　って！　こんな三さん下した同然のムーブを、よりによってこの私が……あひっ!?」

　下半身の衣類が溶けるなか、夢依の腰に、秩序の光が重なった。だが、あいすのときとは違って、光がスライムを切断することはない。

「何たる理り不ふ尽じん！　見た目同じでも別能力ってことですか!?　くっ……こうなったら！」

　スライムを消したくても、能力を切り替かえるためのバイブルが手に取れない。だから夢依は、一度『真世界アナザーデイメンジヨン』ごと能力を解除してしまおうと思い立ったが……。

「エッチな悪い人にも、お仕置き。翔ちゃんを変態にした罪、償つぐなってよ」

　目の前には、イカれた様相のあいす。夢依はスライムパニックのせいで、彼女への警けい戒かいを完全に怠おこたってしまっていた。しかも、スライムが邪じや魔まで動けない。

「『Ｓそんな、Ｂバカ、Ｎな……』」

　バチバチと鳴る電磁棒スタンロツドが、夢依の肩かたにそっと置かれる。ビリッ。

　本気を出せなかったとはいえ、あまりに無様。穴があったら入りたい。

　夢依は途と切ぎれゆく意識の中、かつてなく深い悲しみを背負うハメになった。




　　　　◆




　自宅の窓から盛せい大だいに漏もれる赤い光。まさかティファレの言っていた終しゆう焉えんの時が来たのではないかと焦あせり、翔は清野家を通過して、自宅のリビングへと駆け込んだ。

「ティファレ！　大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　床ゆかに座るティファレの表情は険しく、額には大おお粒つぶの汗あせが浮うかんでいる。彼女の放つ虹色の光はいまや、深彩のアザが放つ赤い光に、逆に呑のみ込まれようとしていた。

「厳しいが……翔、よくあのおかしな娘むすめを寄よ越こしてくれたな。あと少し遅おそければ……」

「え？　待ってくれ、虹元さんが来たのかい？」

　夢依ならいま、翔のポケットにあるゲーム機の中に……と、翔は事ここに至って、ようやく夢依の存在を思い出した。

「来たも何も、『もらりすと』の娘を迎げい撃げき中だ。貴様の差し金ではなかったのか？」

　リビングを見回すと、床に落ちているもうひとつの携けい帯たいゲーム機が、虹色の光を帯びていた。どうやったか知らないが、とにかく夢依はさきに来て、ティファレの危機を助けてくれたらしい。だが、それよりも……。

「迎撃中って……清野さんも来てるってことか？　それじゃあ、まさか」

「ぐっ………………これは……第三段階かっ!?」

　深彩のアザが輝かがやきを増すと同時に、床のゲーム機から虹色の光が弾け飛ぶ。その直後、ぽんっ！　と、画面からあいすと夢依が飛び出し、床に落ちて転がった。

　瞬間、翔の煩ぼん悩のうが沸ふつ騰とうする。

「ぬあっ！　清野さん何て格好してるんだ!?」

　いったい何があったのか。制服のスカートはもはやレースのようにスケスケ状態で、存在が意味を成していない。シャツに至ってはそのほとんどが溶とけ落ち、もはや襟えりのあたりにしか生地が残っていなかった。

　翔は咄とつ嗟さに、ソファーにあったブランケットをあいすへと投げ、目を逸そらす。

「ひとまずそれで……って、ちょっ!?　虹元さんも!?」

　だが、目を逸らした先に倒たおれる夢依のスカートも同じように溶けており、縞しま柄がらのパンツがほとんど丸見え。背筋のラインと、スラリとしたくびれまでもが見えていた。

　翔は今度はテーブルクロスを引ひっ掴つかみ、すぐさま夢依へと投げた。

「いたた……ううっ、戻もどって、これた？」

　あいすがブランケットを拾いもせずに、よろよろと起き上がる。一方、夢依は動かない。どうやら、夢依はあいすに敗北してしまったらしい。

「あれ、翔……ちゃん？」

　あいすの瞳が、ティファレのように、赤い光を帯びていた。それだけではなく、左胸の根元にある蛇のアザもまた、赤い光を放っている。

「清野さん！　とにかくそれで隠して！」

　翔の叫びは、あいすに聞こえていたのかいないのか。彼女はいつものように恥はじらう素そ振ぶりひとつなく、ただ目に涙なみだを滲にじませながら、心底残念そうに翔を見つめた。

　そんなあいすに翔は、ひどく違い和わ感を覚える。

「翔ちゃん、変態的にエッチなのは、ダメなんだよ？　女の子への想いは、いつも優やさしく、慎つつましく……翔ちゃんだけは大丈夫だって、私、ずっとずっと、信じてたのに……っ」

　と、彼女は突とつ然ぜん駆かけ出し、翔に電磁棒を？

「うおっ……くあっ!?」

　間かん一いつ髪ぱつのところで避よけた翔だったが、腹と足の痛みによって、その場ですっ転んだ。

「逃にげないで翔ちゃん。ビリッとされれば、きっと正気に戻れるから」

　あいすの赤い瞳が翔を見下ろす。その声こわ色いろは、学園でエッチなことに対して怒おこっているときの、怖こわいあいすそのものだった。

「いきなり何をするんだ！　って、ああもう！　だから前を隠してって！」

　あいすが隠してくれないものだから、どうしても翔の目は彼女の肌に向いてしまう。油断すると、見み蕩とれて動けなくなりそうだった。

　床を転がり、翔は振ふり下ろされた電磁棒を再びかわす。と、あいすの右手から何やらブチッと嫌な音が聞こえ……血が、飛び散った。

「あ、あれ？　なんで……？」

　二の腕うでには、内側から破れたような傷。あいすの右手がだらりと下がり、電磁棒を取り落とす。……きっと、酷こく使しし続けた右腕に限界が来たのだ。

「う～ん……まあいっか。それじゃあ、こっちで」

　痛みを感じていないのか、あいすが平然とした様子で、落ちた電磁棒に左手を伸のばす。

「ダメだっ！」

　瞬間、翔は犬か何かのように四つん這ばいで、電磁棒目がけて飛び出した。そして、共に電磁棒を取ろうとした翔とあいすの手が触ふれる瞬間……バチン！

「ぬああっ!?」

　突如現れた秩序の光に、手が弾はじき返される。翔は元通りの位置で、再び尻しり餅もちをついた。

「あれ？　翔ちゃん家ちはノーチェックのはずなのに。新しい力はマーキング、いらないみたい？」

　あいすが何やら首を傾かしげているあいだに、翔は再び四つん這いで、電磁棒を目指す。

　アレを拾わせたら、あいすはまた体に無理をさせて振るう。そうしたら右手と同じように、左手にもいつか限界が来る。これ以上、あいすの傷つく姿は見たくなかった。

　手を伸ばした先に、再び現れる秩序の光。だが、そうなると予想できていれば。

「消えてくれっ！」

『救済イレイザー』の能力その二、消しよう滅めつによって、現れた光の壁かべを即そく座ざに打ち消す。

「ふぇっ？　光が……あれれ？　何で？」

　翔はグリップが血まみれの電磁棒を拾い上げ、あいすの眼前を駆かけ抜ぬける。だが、足と腹の痛みのせいで上う手まく制動できず、そのまま壁に衝しよう突とつして止まった。

「う～ん……ねぇ翔ちゃん、それ、返して？」

「嫌いやだ！　それ以前にお願いだから隠かくすものを隠してくれ！　らしくないよ！」

　あいすが左手を伸ばし、口元だけが笑っているあの怖い顔で、翔に歩み寄ってくる。

　怖い顔に血まみれの右腕。そして、恥じらいもしないその態度。……認めたく、ない。

　よく知るあいすの笑顔が脳のう裏りに浮かぶ。だが目の前の彼女はもはや、神芽の暴走によって、大事な何かが壊こわれてしまっていた。

「清野さんしっかりするんだ！　出血がひどい。放ほうっておいたら死んでしまうかも！」

「死ぬくらいで翔ちゃんが変態じゃなくなるなら、私、別にいいよ？」

　あいすは間ま違ちがっても、肌はだを晒しながら笑っていられる子じゃない。なのに……。

　彼女の優しさ、善意を弄もてあそんで、こんな風に滅め茶ちや苦く茶ちやにしている神芽。その暴走が、翔は恨うらめしくてたまらなかった。

「いいわけあるか、ふざけるなよ……まず隠せって、何度言えばわかるんだ！」

　そのとき、怒いかりを爆ばく発はつさせた翔の中で、理性と煩悩が手を取り合った。

　理性が叫さけぶ。一刻も早く、あいすを元の優しく慎つつしみのある少女に戻せ。

　煩悩が叫ぶ。胸のアザにキスを致いたして、壊れた彼女を好みに戻せ。

　一体となった感情の勢いは凄すさまじく、心の底から止め処どなく、強い想おもいが溢あふれてきた。

「返せよ……」

　唸うなるように漏れた言葉は、激情に身を任せた結果、自然と口から出たものだった。

　これまでの人生で翔は、果たしてこれほど強い気持ちを抱いだいたことがあっただろうか。

　はっきりとは思い出せない。でも、昔一度だけ、あった気がした。

「『僕の』清野さんを……返せ！　僕は君に死んでなんて欲しくないしこれ以上怪け我がだってさせたくない！　ああ、わがままでもなんでもいいよ！　だから、もうやめろ！」

「か、翔ちゃんいま、何て……？」

　あいすが震ふるえる声で、口元に手を当てる。彼女はなぜか動どう揺ようし出したが、勢いに任せた翔は、直前に言ったことすらハッキリとは覚えていない。

　彼女は翔にとって、もう深彩と比べられないくらいに大切な人。深彩のときと同じように、翔はただ彼女のためを想い、身勝手にもすべてを割り切り、決意する。

「狂くるった神芽におかしくされてるからって、恥じらいのない清野さんなんて……慎ましさを忘れた清野さんなんて、僕は絶対に認めない！」

「翔、無む駄だだ！　暴走の第三段階。そやつの意思はすでに崩ほう壊かいし、自分が何を尊んでいたのかすらわからなくなっておる！　支離滅めつ裂れつになるのだと、そう言ったであろうが！」

「僕はいま清野さんと話をしているんだ！」

　ティファレを大声で制して、翔は立ち上がる。

「ぬ、ぬ……？　いや、しかしだな……」

「どの道もうやることは変わらない！　言い忘れたんなら黙だまって深彩を守っててくれ！」

　パリン！　頭の中で『救済イレイザー』が鳴ると同時に、腹と足の痛みがフッと和やわらいだ。

　それはきっと、ここ一番。どこの誰だれが、なぜ翔に神芽を使っているのかなんてわからない。でも、いまは、ありがとう。

「……か、翔ちゃん、いきなり、どうしちゃったの？　わ、私……その」

　翔はいますごい形相にでもなっているのだろうか。あいすは戸と惑まどったような、恐きよう怖ふしているような様子で、翔が一歩進むたび、いつかのように一歩後ずさった。

「正直目のやり場に困るんだ！　申し訳ないけど、悪いと思っても見てしまうんだ！」

　煩悩の一歩前に出た理性が、翔にそう叫ばせる。

「ま、まさか、翔ちゃん私に、エッチなことをしようっていうんじゃ」

「ああ、そうだよ……。僕はそのアザにキスをして、君を元に戻すんだ。絶対に」

　思い切り感情を吐と露ろしたからか。妙みように気分は清すが々すがしかった。

「強気なのも……アリかも？　って、あれ？　私そもそも、なんで？　ううっ」

　あいすが頭を抱かかえて呻うめく。瞳ひとみと胸むな元もとのアザの光が、明めい滅めつをくり返す。

　翔を拒こばむかのように、あいすの前に扉とびらサイズの秩ちつ序じよの光が出現した。だが、無駄。

　パリン！　口にするのも面めん倒どうだった。

「わからないなら教えてあげるよ。本当の君は、そんな風に破は廉れん恥ちな人じゃない！」

「こ、来ないでっ！　翔ちゃんの変態ッ！」

　パリン。翔は足を止めず、秩序の光が現れるたびに睨にらみ、失うせろと念じる。パリン。

「ああもう立派に変態だ！　否定しない！　白状するさ！　本当にごめん、清野さん！　僕は、恩人の君を……自分勝手な妄もう想そうに使ってしまった！」

「ふぇえっ!?　そ、それって、つまり……」

　ついさっきまでは、翔が壁かべ際ぎわにいたはずなのに。気がつけば立場は逆転し、翔はリビングの反対側の壁に、あいすを追い詰つめていた。

　頭の中で、妄想の映像が流れ出す。だが、その内容はこれからやることと同じ。

　妄想はいま、現実の光景に重なっていた。

「あとでいくらでも謝るよ。だから……早く終わらせて傷の手当てをしよう！　あいす！」

　電磁棒スタンロツドを放り捨てて、あいすの手を引っ掴む。反対の手は、彼女の腰こしに回した。

　すべすべしている肌の感かん触しよく。力いっぱい抱だきしめたら折れてしまいそうな、細い腰。

　右腕から来る血の匂においは邪じや魔までしかなかった。せっかくの香かおりが台無しだ。

「翔ちゃん、私、ねぇ、私どうしたらいい？　そんな風に言ってくれるなら、私は……」

　ちゃんと翔の言葉が伝わってくれたのだろうか。またも赤い光を明滅させるあいすは、さっきまでの錯さく乱らんぶりが嘘うそのように、なぜか、抵てい抗こうしなくなっていた。

「少しだけ辛しん抱ぼうして。終わったら、気が済むまで僕を殴なぐっていいから。だからっ！」

　壊れたあいすではなく、本当のあいすはきっと、絶対、嫌だろうけど。

　いつもいつもお世話になりっぱなしで、迷めい惑わくもかけっぱなしの彼女にこんなことをするのは、恩を仇あだで返すも同然だけど。

　これは単純に、翔のわがまま。そして、罪。だが、もうそれでいい。あいすが元に戻るのなら、何でもいい。だから……。

「翔ちゃん……私、ずっと……ずっとこの日を……」

　押し出す顔が目指すのは、目を瞑つぶったあいすの左胸、神芽のアザ。そして翔は、

「ごめん！」

「ひゃあっ!?　って、そっち!?」

　翔の唇くちびるが、控ひかえめな胸の根元……あいすのアザに触れた。

　わずかな接せつ触しよくでもわかるほどに、その肌はとても柔やわらかく、温かい。大きさが控えめとはいえ、あいすの胸には確かに弾だん力りよくがあり、まるでマシュマロのようだった。

　ふと唇を離はなしてみれば、あいすのアザにはまだ赤い斑はん点てんが残っている。

　つまり、これでは足りない。そう、足りない……。

「ややややややそっちじゃなくてね翔ちゃふぇぁぁっ!?」

　今度はあいすのアザを、周囲の柔やわ肌はだごと口に含ふくんだ。さらに、舌も擦こすらせる。翔が口を動かすたび、唾だ液えきがかすかに水音を鳴らした。

　あいすの体がビクンと跳はねる。具体的にどうすればあいすが『感じる』かなんて、翔にはわからない。だが、いまのあいすの反応が、翔にこれが正解だと教えてくれていた。

「やめ、そんなに激しくしな……ううっ、ふぁああああああっ!?　って、あ……あれ？」
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　口に何か暖かいものが流れ込んでくるような、この感覚。

　これでいいのだ。なら、もっと……もっと強く吸え！

「かかかかかかかかか翔ちゃん何何何何して!?」

　そこにハッキリ痕あとが残るくらいに。一心不乱に。無我の境地に立って！

　ただひたすらに、力強く吸「バカ─────────────────ッ！」

　バシーン！「ぶふぉぁっ!?」

　あいすのビンタが炸さく裂れつし、未いまだに赤い斑点の残るアザから引き剥はがされる。直後、あいすはものすごい勢いで、壁に沿ってスライドしていった。

「逃にげないで！」

　翔は四よつん這ばいになって、逃げたあいすを追って、彼女をリビングの隅すみに追い詰めて、その体にバッと覆おおいかぶさる。

「翔ちゃん落ち着いて！　何で何がどうして何でいつからこんなことに!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐに終わるから！　怖こわくないよ！」

「怖いもん！　翔ちゃん怖いよ!?」

　胸のアザ目がけて前に出ようとする翔の頭と、それを止めるあいすの手。互たがいに思い切り込めた力が、プルプルと震えて拮きつ抗こうする。

「ううっ、翔ちゃんの……翔ちゃんのバカ───！」

　あいすの力がフッと抜けた。

　よしいまだ！　と、翔はあいすの胸にもう一度キスを……ビリッ！

「おぅっ!?　そ、そんな……」

　肝かん心じんなところで意識が断たち切られる。いったいいつの間に拾っていたのか、あいすの手には、さっき翔が放ほうり捨てた電磁棒が……。




　深彩の体を包む光が、一瞬で赤から虹にじ色いろに染まり、パリンと弾はじける。

「ふぅ。一時は心底焦あせったが……共鳴が終われば、造作もない」

「ううっ、翔ちゃんのバカ、バカぁ……。初めてくらいちゃんとしたいよぉ……」

　リビングの隅ですすり泣くあいす。その膝ひざ元もとで力なく倒たおれている翔。

　ゆっくりと立ちあがったティファレが、両者を見て眉まゆをひそめた。

「……はぁ。『もらりすと』の娘むすめよ。正気に戻もどった気分はどうだ？」

「ふぇっ？　み、深彩ちゃ……え？　何？　なんで目が光って？」

「一度崩壊しかけた頭だ。記き憶おくが混こん濁だくしておるのだろう。よくよく、思い出してみよ」

「え？　……え？　…………あっ」

　あいすが険しい表情になって、電磁棒をティファレに向ける。

「あ痛っ！　って、ひゃあっ!?　私の手、なんでこんな!?」

　だが、血まみれの右みぎ腕うでを見たあいすは、いまさらながらに痛みで目を丸くした。

　ティファレがあいすに歩み寄り、その右腕にそっと、虹色の光を帯びた手を添そえる。

「案ずるな。我は翔に仇成す者ではない。これで、少しは信じられよう？」

　それは、以前翔にしたのと同じ応急手当てだった。

「あ、ああああれ？　急に痛く……なくなって？」

「すべてはこの器うつわ……翔の妹の命を救うために必要であったのだ。貴様の誤解は、その一過程のみを摘つまんでしまったがゆえのこと。あまりそやつを見み損そこなってやるでないぞ」

「えっと……何？　つまり、どゆこと？」

「面倒だが……まあ、そうさな。一から話してやるとしよう。あのおかしな娘に負けず劣おとらず類たぐい稀まれな、その神芽にも興味がある。だが、そのまえに……」

　ティファレがにんまりとした顔で指さしたのは、すっかり溶とけたあいすの制服だ。

「着き替がえては来ぬか？　いつ翔が起きるかわからぬぞ？」

「え……？　ふぇえっ!?」

　記憶の糸がまだ完全に繋つながりきっていないのか。指し摘てきされて制服の状態に気付いたあいすが、びっくりして立ち上がる。

　その勢いで、意識のない翔の体がごろんと転がり、仰あお向むけになった。

「器の想いに、暴走の共鳴。そしてあの誤解。皆みなまで言うまいが、察しなど容易につく。ゆえ、あえて言おう。翔のベッドに、そやつ愛用のジャージがあると！」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべ、ティファレが今度は天てん井じよう……二階を指さした。

「そ、そんなこと知ってる……けど？」

「その様子では考えもしておらぬか。なるほどなるほど、愛うい奴やつよ。我としては、いまならあれを着服したところで、翔の奴には別段怪あやしまれぬと思ったのだが……な」

「…………っ!?」

「ふふ……もう少し素す直なおになるがいい。誰も咎とがめぬ。我とてどこにも逃げはせぬ。手早く取ってくるが吉きちだぞ？」

「……う～……うううぅ………………そ、それじゃあ……」

　モヤモヤしつつも欲望に抗あらがえないといった感じで、あいすがリビングを出て行った。

　あいすが階段を上がる音が、リビングにかすかに響ひびく。

「ふぅ。これで良い。下手な芝しば居いを打ったが、また錯乱されては叶かなわぬからな」

　そんな中、ティファレは満足そうに微笑ほほえみ、翔の枕まくら元もとに屈かがみ込んだ。

「大義であったな、翔。その養分、しかと受け取らせてもらおう」




　　　　◆




　徐じよ々じよに意識が覚かく醒せいしていく。だが、まだ朦もう朧ろうとはしている。そんな状態で翔がうっすらと目を開ければ、すぐ目の前に、あいすの顔があった。

「え、清野……さん？」

「ふぇぇっ!?　か、翔ちゃん!?　起きてたの!?　や、やだもう！」

　あいすがいきなり顔を真っ赤にして、ガバッと飛び退のく。

「ん、んんっ！　こ、これをね、おでこにね、のせようとね、してただけでね！」

　あいすは大おお仰ぎように咳せき払ばらいして、水で湿しめらせたタオルをこれ見よがしに持ち上げた。

　そんな彼女は、なぜか翔のジャージを着ているが……。

「あっ、こ、これ、ちょっと借りたよ？　私の制服、めちゃめちゃだから！」

　いまいち状じよう況きようが呑のみ込ない翔は、頭に手を当て、意識を失うまでの流れを整理する。

　確か、最後で翔は電磁棒にやられてしまって、そのときあいすのアザにはまだ赤い斑点があって、つまり神芽の暴走が終わっていないから、養分の回収も済んでいない？

「そうだ、僕はまだ……清野さん！　もう一度！」

　翔は慌あわてて上体を起こし、すぐさまあいすの手を取る。

「清野……さん？　……はぁ。そだよね……うん、それが翔ちゃんだよね」

　と、あいすがため息をつきながら、翔のおでこをちょんと小こ突づいた。

「大丈夫だよ翔ちゃん。もう全部終わったんだから」

「え……？　……そうなの？」

「うん。誤解だったんだって、もうちゃんとわかってる。ごめんね。私、どうかしちゃってたみたいで、深彩ちゃんに、翔ちゃんまで傷つけようとして」

　あいすが言い終えると同時に、リビングの扉とびらが開かれた。

「何だ、起きたのか。空気を読んで退席したというのに。まったく、間の悪い奴だ」

　深彩……ではなく、ティファレだ。その服はもう、いつもの深彩のパジャマだった。

「ティファレ、本当に、もう全部終わったのかい？」

「うむ。器の調整はすでに済ませた。これでひとまずは問題なかろう」

　ティファレがソファーに背を預け、満足そうに微笑む。

「でも清野さんのアザにはまだ、赤い斑点が残っていたじゃないか」

「あのね、翔ちゃん、それなんだけど。私の神芽はね、その……」

　あいすが控えめな様子で、軽く手を挙げた。




「……暴走してるのが、普ふ通つうなの」




「本当にこの時代は異い端たんばかりだよ。この娘の神芽『輝愛ゴツドライト』は、そもそも核かくとなる想いが崩ほう壊かいする寸前に発芽したようでな。根っこが暴走の第一段階と平常の間にあり、安定しておらぬのだ。さきの崩壊のような片へん鱗りんは、これまでも時折見せていたのだろう？」

　アンダーハートの男子にお仕置きをするときの、ちょっと怖いあいすの姿が脳のう裏りに浮かぶ。どうやらあの豹ひよう変へんも、彼女の神芽の影えい響きようらしかった。

「翔ちゃんは覚えてるかな？　私と……その、初めて、会った時のこと」

「や、それは、覚えてる、けど」

　強ごう姦かんの現場なんていう記憶は、できれば思い出したくない。

「私の発芽、あのときなの。芽め吹ぶいたのは、将来を誓ちかった人以外は見ないで、触ふれないでっていう想い。でも不完全で、今日までは見ないで、の方しか使えなかったんだけど」

「何というか……ごめん。僕、見ちゃったし、色々とその……本当に、ごめん」

「ならば翔よ、いっそあらゆる意味で、責任を取ってやったらどうだ？」

「えぇ!?　い、いや、それはもちろ……で、でも僕には深彩が！」

　ティファレの突つっ込こみに、翔は腕うでをパタパタさせて取り乱す。

「ううっ……清野さん、やっぱり僕は……ごめむぐっ!?」

　と、あいすがいきなり手を伸のばし、翔の口を塞ふさいだ。

「やだもうティファレさんったら、変なこと言って～！　翔ちゃんは家族同然なんだからノーカウントだよぉ！　あは、あはは！　…………はぁ。ご、ごめんね？」

　あいすがペロッと舌を出して微笑む。

　おかげで翔は安心したが、どこか残念な気もした。もしいま翔が別の答えを言っていたら、いつかの妄もう想そうが現実になっただろうか、なんて思ってしまったりもして。

（いやいや、だからさすがにないって。僕は何を期待しているんだ……）

　また変なことを考え出しそうになった不ふ埒らちな頭を、コンコンと小突く。

　気を失うまえは妙みように開き直ってしまったが、冷静さを取り戻したら、もう理性と煩ぼん悩のうはすっかり袂たもとを分かって、元の鬩せめぎ合うような状態に戻っていた。

「ねぇ翔ちゃん、私がモラリストだってこと、秘密にしておいてくれるかな？　悠ゆう子こちゃんでも知らないし、バレちゃうと、やりづらくなっちゃうから」

「うん。もちろん、誰だれにも言わないよ」

「ありがと。一応ね……その、私だけは光の向こう側が見えてるから、もし何か変な反応してたら、教えてくれると嬉うれしいな」

　あいすがアンダーハートに制服を溶かされたときの光景が、脳裏をよぎる。それであいすは、悠子たちと違ちがってパニックになっていたのかと、いまさらながらに合が点てんがいった。

「それから、翔ちゃん。また今回みたいなことがあったら、遠えん慮りよしないで話して？　私は絶対に、翔ちゃんを手伝うから。……仲間はずれは、嫌いやだよ？」

　あいすのその言葉で、翔はふと気づいた。仲間と言えば、もうひとり。

「そうだ、虹元さんにも秘密のこと、頼たのんでおかないと。お礼も言わなきゃだし」

　翔はリビングを見み渡わたしたが、夢依の姿は見当たらなかった。

「おかしな娘ならば帰ったぞ。いや、その娘に帰らされた、と言うべきか？　おかげで面おも白しろいものを見られたが……ふふ。まったく、滑こつ稽けいよな」

　ティファレが笑う。あいすも、なぜか満面の笑みを浮かべていた。

「高校生だもん。こんな時間だし、風紀委員長としては早く帰らせないとダメかなって思って、虹元先生に電話したの。そしたら『外がい泊はくなど許さん！』って、先生すごい勢いでここまで来てね。連れて帰ってくれたんだ～」

　ふと時計を見ると、時刻はすでに夜の十時。ここのところの睡すい眠みん不足が祟たたったのか、どうやら翔は、かなり長いこと眠ねむっていたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。あの子は絶対にバラさない。そんなことしたら、私も先生にバラすもん」

　ともかく、いないのならば仕方がない。夢依には明日あしたにでも、お礼を言うことにしよう。

　深彩は助かったのだ。あいすだって、もう元通り。それならいい。何でもいい。

　辛つらいことばかり、誤解ばかりで大変だったが、結果良ければすべて良しだった。

「さて、では我もそろそろ、在るべき大樹に還かえるとしようか」

　ティファレがソファーから立ち上がる。

　お別れ。そう思ったら、翔は起き上がって、ティファレの手を掴つかんでいた。

「ティファレ、その……本当にありがとう」

「些さ事じである。では……と、ああいかん。危あやうくまた言い忘れるところであった」

「……え？」

「翔よ、覚えておけ。いつからか、どんなものかはわからぬが……貴様は他者の能力で、何らかの干かん渉しようを受けていた。その消失により、これから何か変化が起きるやも」

「ああ、それならきっと……逆転力だよ」

　翔の窮きゆう地ちを含ふくむここ一番で現れる、都合のいい運の良さ。翔は胸に抱いだいていた他ほかの宿主からの干渉という仮説を、ティファレとあいすに聞かせた。

「また酔すい狂きようなことを……。我はてっきり、貴様の死の概がい念ねんを停止させていた能力が消えたことで古傷が開く、といったことを考えていたのだがな。残のこり香がではなく進行形か。まったく、それでは五年前の貴様の異常は、どう説明をつければよいのやら」

　ティファレが呆あきれ顔でため息をつく。

「五年前の……異常？　って、何を言ってるんだ君は」

「ん？　ああ。世に放ったばかりの神種が、なぜか貴様に集まってな。あの日我は、樂らく乃の大樹から見ていたのだよ。病院で泣き崩くずれる貴様を、な。ゆえ、貴様への干渉はその以前からで、だから力に惹ひかれて神種が集まり、此こ度たび我との契けい約やくを成すにも至った、と読んだのだが、外れたらしい」

　五年前とはおそらく、翔の両親が亡なくなったあの日を指しているのだろう。どうやらティファレは、翔が無理を通して契約したことについて、色々と考えてくれていたらしい。

　だが、それ以前に……。

「見てたなら助けてくれればよかったのに」

「あの時点で貴様が契約を成せると知っておったら、一考の価値はあったやもしれぬな。だが……まあ、良いか。翔よ、現状悪あく影えい響きようはなさそうだが……干渉は干渉。何らかの派生能力もあるやもしれぬ。その身に起こる変化には、よくよく注意しておけよ」

　干渉能力の派生。翔の変化。そういう意味でいえば、もう起きている。

　翔はある日突とつ然ぜん、これまでからは考えられないような妄想をするようになった。そして、その妄想……映像は、いつも決まって、最後に割れる。そう、パリン！　と。

「ティファレ、それなんだけど、ちょっと、いいかな？」

　あの妄想は逆転力と同じく誰かの干渉。それに対して発動している『救済イレイザー』の減げん衰すい。これ以上に納なつ得とくのできる理由はない。

　翔はティファレを招き寄せ、妄想のことをそっと耳打ちした。

「ふ、ふははははっ！　精神への干渉も来ていたか！　ああ、確かに派生としてあり得る形だろうが……そやつは阿あ呆ほうか！　阿呆なのか！　どうもこの時代の異端は、我らとは根本からして発想が違うらしい！」

　ティファレは爆ばく笑しようしながら、あろうことか、あいすに向き直り？

「娘むすめよ！　このままでは翔は、どこぞの誰かに、助すけ平べにされてしまうやもしれぬぞ？」

「ちょっ!?　何でわざわざ言うんだよ！」

　話題が話題だけにあいすには聞かれたくなかったから、翔は耳打ちしたのに……。

「翔ちゃんが……スケベに？　そんなのダメだよっ！」

　あいすが翔の肩かたを掴んで揺ゆさぶる。その瞳ひとみは……虚うつろになりかけていた。

「気を確かにもって翔ちゃん！　どうしてもだめなら私が！」

「いやいやいやまだ大丈夫だよ！　たまに考えに割り込んでくるだけだって！　って、清野さん離はなれて！　近い！　近いよ！　そういうことをするとまた妄想が！」

「そしてこれ……か。異端ばかりの喜劇な世代とは。まったく笑える話だ。翔よ、干渉に流されて『自分』を見失うことのないようにな」

　と、ティファレは、騒さわぐ翔とあいすを尻しり目めに、ソファーに座り直して目を閉じた。

「さて、これで言い忘れもなし。今度こそ往いくとしよう。……しばしの別れだ」

　深彩の瞳からフッと赤い光が消え、ソファーにもたれかかる。同時にその頭上に、虹にじ色いろをした光の粒つぶが七つ、輪を描えがくようにして浮うかび上がった。

「って、え？　……しばし？」

『ではな、翔。器うつわにさらなる危機が迫せまりし時分に、再びまみえようぞ！』

　深彩ではない、聞いたことのない大人の女性の声と共に、パリン！

　光の粒がひとつひとつ、バラバラの方向に散っていった。

「いやいやいや待ってくれティファレ！」

　あいすの肩を押さえながら、翔は叫さけぶ。

　深彩の神種は調整され、もう器の危機は終わったはずではなかったのか？

「再びって、そんなバカな！」

「……あれ？　ねぇ翔ちゃん、深彩ちゃんの神種って、七つ全種類調整するんだよね？　私の養分でひとつで、あと六回、って聞いたんだけど……」

「はい!?」

　つまりこれはアレか。あいすには言って、翔には言い忘れた……と？

「何だよそれ、ふざけるなよ……そういうさ、大事なことはさぁ！」

　どうしてティファレは、いつもいつも。最悪だ。発たつ鳥があとを濁にごしまくりだ。

「最初に言っておいてくれって言ったじゃないか！　ティファレエエエエエエェッ！」




　　　　◆




　深彩と神芽を巡めぐる奇き妙みような騒そう動どう……あの一件から、数日が経過した日曜日。

　出かける身み支じ度たくを整えた翔は、リビングのソファーに押し倒たおされて、困っていた。

「で、先せん輩ぱいは、本当はどの娘こが好みですか？　そろそろ教えてくれないと……フフフ」

　携けい帯たいゲーム機の画面を通って不法侵しん入にゆうしてきた夢依が、翔に覆おおい被かぶさり、立て続けにそんなことを聞いて来るからである。テレビに映るのは日曜日の朝番組。小さい女の子が好きそうな、変身衣い装しようを着た五人組だ。

「何度聞かれても、僕には全部同じにしか……」

「どの娘がそそるかを聞いているんです。私、画面の中なら変身できますよ？」

「いや、そういう問題じゃなくて！」

「エロ妄想でしたらどうぞ？　その秘ひめた下心は、私が解き放ってあげます。フフフ」

「君がナニを言っているのかわからない！」

　頭の中でさっき割られた妄想はわかったフリをしていたが、わかりたくない。

　翔が別の宿主からいまも受け続けている干渉については、まだ話していないのに、彼女はどうして妄想のことを……？

「翔ちゃん、深彩ちゃんの準備でき…………って虹元さん!?」

　と、制服の上にエプロンをつけたあいすが、リビングに入ってきた。

「また翔ちゃんをからかいに来たの!?　ダメだよ！　ダメダメ！　不許可！」

　怒おこったあいすが、夢依を翔から引き剥はがす。

「自分はやりたい放題のくせに私のイベントは邪じや魔まして……鬱うつ陶とうしいマスコットですね」

　夢依はあからさまに不ふ機き嫌げんな顔で、あいすを睨にらみつけた。

「な、何よ……や、やろうっていうの!?」

　だが、あいすが腰こしの電磁棒スタンロツドに手を伸のばすと同時に、夢依は翔の背後に隠かくれ？

「ああっ、先輩、私ヤラれちゃいます。助けてください……くすん」

　言葉とは裏腹、その表情は完全に悪人のそれである。

「くぅっ！　またそうやって！」

「ま、まあまあ清野さん……抑おさえて抑えて」

　あの一件以来、なぜかやたらと絡からんで来る夢依は、よくこうして翔たちをからかう。翔としては、できれば騒動を起こすような真ま似ねは控ひかえてほしいが、夢依は問答無用だった。

「はわ!?　むーちゃんもきてるの!?」

　と、深彩がリビングの扉とびらから、ひょっこりと顔を出した。

「深彩、準備できたのか？」

「え？　あ、う、うん……えへへ」

　深彩が着ているのは、深緑色のワンピース。翔が今日のためにと、深彩にプレゼントした一着である。いつもなら着き替がえや三つ編みの手伝いは翔の役目だが、深彩があいすがいいと駄だ々だをこねたため、今日はあいすが深彩の準備を手伝ってくれていたのだった。

「ねぇねぇあにー、ど、どうかな？」

　深彩が珍めずらしく、翔の前で恥はずかしそうにもじもじする。

「うん、よく似合ってるよ。かわいいかわいい」

「驚おどろきましたね。一いつ瞬しゆん、どこかの精せい霊れいのコスプレかと思いましたよ」

　何色がいいかと聞いたら深緑と答えたのであの服にしたが、言われてみれば確かに夢依の言う通り。いまの深彩の格好は、どこかティファレのドレスを彷ほう彿ふつとさせた。

「えへへ……なんだかうれしいな。わたし、いますっごくしあわせかも？」

　深彩がワンピースの裾すそをちょんと掴み、楽しそうにくるっと回る。

「工鳴妹、この程度で満足していたら身がもちませんよ？　いい意味で」

　夢依がホルダーから折おり畳たたまれた紙を数枚取り出し、深彩に差し出した。

「へ？　…………あにー、あにー！　これなに～？」

　翔はあいすと共に、深彩の左右から、開かれたその紙を覗のぞき込む。

「編入手続き……って、虹元さん、これ！」

　深彩が英えい知ち学園初等部の五年生となるための書類だった。すでに理事長の認印が押されていて、有効になる日付は明日。つまり、この紙に判を捺おせば、明日から深彩は……。

「気が利きいた趣しゆ向こうでしょう？」

「あ、ああ……ああ！　ありがとう！　ありがとう虹元さん！」

「えっと……あいすおねぇちゃん、どゆこと？」
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「良かったね深彩ちゃん。明日から、いっしょに学校にいけるんだよ」

「がっこう!?　ほんとに!?　やた─────！　にゃっふふ───！」

　深彩が万ばん歳ざいでは足りないとばかりに、ぴょんぴょんと飛び跳はねる。

「でも虹元さん、翔ちゃんに恩を売って……何を企たくらんでるの？」

「別に何も？　私と先輩はもうひとつに溶とけ合った仲ですからね。当然のことです」

「はぁ!?　何それどういうこと!?　まさか翔ちゃん、虹元さんにナニかしたの!?」

「いや何もしてないからね!?　落ちついて清野さん！　目が！　目が怖こわい！」

　そのとき、ピンポーン。工鳴家のインターホンが鳴った。

「こ、こんな時間に誰だれかな！」

　翔はあいすの追及から逃のがれるべく、玄げん関かんへと向かう。

　ドアを開けると、そこには意外な人物が、思いも寄らぬ姿で立っていた。

　翔たちの担任にして、夢依の兄、統とう治じである。なぜか統治は、燕えん尾び服ふくに片かた眼鏡めがねという執しつ事じスタイル。さらに家の前には、見るからに高級な、黒くろ塗ぬりのリムジンも停車していた。

「来ましたね。まあ、悪くないタイミングです」

　夢依に続いて、リビングにいた全員が玄関に現れる。

「おおっ！　しつじ!?　しつじなの!?　むーちゃん！」

「夢依、俺は今日、工鳴たちの足になればいい、ということか？」

「違ちがうでしょうお兄さま？　『お迎むかえに上がりました、お嬢じよう様さま』、です」

　統治がなぜあんな格好なのか。その理由は、夢依のひとことで明らかになった。

「真に私の趣しゆ味みを理解したいのなら、ちゃんと心までセバスチャン化してください」

「ぐっ……お、お迎えに、あがりました……お嬢様」

　あれはかなり恥ずかしいだろうに。どうやら統治は翔との約束を守り、夢依の趣味を認め、理解を示そうとしているらしい。

　道は違えども、根っこは同じ『妹を大切にする兄』として。翔は自分の気持ちが統治に伝わったと思えることが、そこはかとなく嬉うれしかった。

「ぷ……ふふ、その調子です。私、お兄さまと仲直りできる気がしてきました……ぷっ」

　だが、夢依がここぞとばかりに憂うさ晴らししている気がするのは、なぜだろう。

「工鳴、なんだその目は。言いたいことがあるならハッキリ言え」

「違うでしょう？　お兄さま？　ぷ……ふふ！　余計なことを言う暇ひまがあるなら、車のエンジンをかけたらどうです？　セバスチャン！」

「い、いえす、まいろー……くぅっ！　耐たえろ、耐えるんだ、虹元統治……」

　トボトボとリムジンの運転席に向かう統治。その背中には、見事に哀あい愁しゆうが漂ただよっていた。

「さ、先輩、工鳴妹、乗ってください。行き先はわかっていますからね。送ります」

　夢依がリムジンを指さして微笑ほほえむ。

「いや、さすがにそこまでしてもらっちゃ悪いよ」

「いいんですよ。私が好きでやっていることです。代だい償しようがいるのなら、あとでデートでもしてください。ではマスコット、戸と締じまりを頼たのみますよ」

「あ、あれ？　私だけ……仲間はずれ？」

　あいすには今日、アンダーハート秘密基地の一いつ斉せい捜そう索さくという、風紀委員の大仕事が控えている。だから彼女は、翔と深彩を送り出してから学園に行くはずだったのだが……。

「虹元さんが行くなら私も行く！　いっしょに行くもん！」

　昨夜の夕食時、アンダーハートを壊かい滅めつさせると息巻いていた彼女はどこに行ったのか。

「でも、今日は風紀委員にとって大事な日だって」

「虹元さんが翔ちゃんに何するかわからないもん！　拉ら致ち監かん禁きんされたらどうするの!?」

「いくらなんでもそれは考えすぎだって。それに、清野さんがいないと学園の風紀は」

「別に離はなれてても出るから大だい丈じよう夫ぶだよっ！」

　出る、とはあいすの神芽『輝愛ゴツドライト』、つまり秩ちつ序じよの光を指しているのだろう。

　あいすがポケットから携けい帯たい電話を取り出して、電話をかける。

「悠子ちゃんごめん！　私今日行けない！　……え？　わかってるよ！　でも！　あ、うん、そ、そうだけど……ちょっ!?　悠子ちゃん私怒るよ!?」

　あの一件で奇妙な衝しよう突とつをしたあいすと悠子だが、ふたりはもう仲直りしていた。悠子は事情を聞かないうちから、翔とあいすの痴ち話わ喧げん嘩かによる弊へい害がい、ということですでに納なつ得とくしていたようで、『全部わかっていますわ』と、あっさり忘れてくれたのである。

　悠子の納得が誤解を含ふくんでいるのは明らかだったが、モラリストの正体がバレるのを避さけるため、翔もあいすも、深く追及することはしていなかった。

「だから私は……ああもう！　とにかくそっちお願いね！　……お待たせ翔ちゃん！」

　あいすが通話を終え、その場でエプロンを脱ぬぎ捨てる。もはや行く気満々だった。

「……マスコットの席はありませんよ？　定員オーバーです」

「リムジンに乗れないわけないでしょ!?」

「やたー！　みんないっしょ～！　みんなで『らくのたいじゅ』におまいりだよぉ～！」

　今日、翔はかねてからの約束通り、深彩と樂乃大樹に行く予定だった。

　ティファレを思い出して、翔はふと胸の中央に手を当てる。もしかしたらそこで、彼女とも会うかもしれないが、その再会は同時に、深彩の危機の再来を意味するわけで。

（お願いだから、今日はまだ出てこないでくれよ……）

　精霊だとか、神芽だとか、超ちよう能のう力りよくだとか、暴走だとか。いまだに信じられないような不思議なことが入り乱れて、翔は自分をかなぐり捨てて、深彩のために奔ほん走そうした。

　そうして手に入れた、深彩との幸せな日々だ。翔に干かん渉しようする宿主や、深彩の危機の再来など、懸け念ねんはまだ残っているが、この日々は、できるだけ長く続いてほしかった。

「さあ、それじゃあ深彩、行こうか」

　翔はそう言って歩き出す。だが、深彩はなぜか寂さびしそうな顔で……あれ？

「て、つないでくれないんだ……。さいきんのあにー、ちょっと、ヘン」

　しまった！　と思った瞬しゆん間かん、翔の全身に鳥とり肌はだが立つ。

　エッチな妄もう想そうに苛さいなまれるのを少しでも防ぐため、異性との接せつ触しよくを避けようとしていたことが深彩にまで出てしまうとは、何たる失態か。

「あ、でも、そっか、そーゆーのは……にゅふふ！」

「え？　ちょ、み、深彩ちゃん!?」

「おや？　フフ……両手に華はなですね。先せん輩ぱい」

　と、口をｗにした深彩が、突とつ然ぜんあいすと夢依の手を取って、翔の手に押しつけた。

「あにーはおねぇちゃんたちとてをつなぐんだもんね！　わたしはえんりょしなきゃ！」

　そして深彩は、翔を置いて、ひとりでリムジンに走っていき……。

「待ってくれ深彩！　遠えん慮りよなんてする必要はどこにも！」

　ガッ！　深彩を追おうとした翔の腕うでが、左右ともにがっちりとホールドされる。

「いやいやいやふたりとも放してくれ！　僕は深彩と！　深彩と手を！」

「まあまあ、翔ちゃん。ここは深彩ちゃんの言うとおりにしておこっ？　これはほら、しょうがないよ。うん、しょうがない！　しょうがないもんね！」

　満面の笑みで言いながら、指と指を絡からませて手を握にぎる左のあいす。

「先輩、妹にはあるんですよ。そういう時期が。だから、先輩も早く妹離れして、私にこそ劣れつ情じようを向けるべきです。私、全部受け止めますよ？　……フフ」

　すべてわかっているとばかりに、翔の腕を胸に抱だいてからかってくる右の夢依。

　ふたりの少女に引っ張られて、翔はリムジンへと運ばれていった。

　妹離れ？　翔にはそんなこと、天地がひっくり返ったってできはしない。

　なのに……ああ、これではまた。一時的とはいえ、せっかく深彩が元気になったのに。間違っても、そんなことをしている場合じゃないのに。

（お願いだからやめてくれ！　僕はノーマルなんだ！　変な妄想で汚お染せんしないでくれ！）

　脳のう裏りに映像が流れ始める予感がして、翔はどこの誰とも知らぬ宿主に懇こん願がんした。








　エピローグ




　クライマックスブラザー・工こう鳴な翔かけるは、期待通りの活かつ躍やくを見せた。そして、大志したごころを抱く男子たちを救う、希望の光となった。だが……。

　包帯ぐるぐる巻き状態の桜さくら之の介すけは、ベッドの上でひとり思案していた。

　翔が突然下心に覚かく醒せいし、二度の計画に加担してから一週間。

　桜之介は入院中ながらも新計画を立案し、同志たちに託たくした。だが、当然のごとく翔を頼たよろうとした同志たちを待っていたのは、

　マスコット風紀委員長による、翔への接せつ触しよく妨ぼう害がい。

　アンダーハートの救世主はいまや、敵てき陣じんに囚とらわれの身も同然となっていた。

　しかも翔は、自ら下心を否定する言葉まで吐はいたらしい。おかげで同志たちは翔の裏切りの可能性も考えていたが、桜之介だけは、それはあり得ないと確信していた。

「ブラザー……まったく欲深い奴やつだよ。恐おそれ入ったぜ」

　そもそも翔は行動の割に、桜之介と言葉を交かわした中で、一度だって認めていない。

　それくらい、工鳴翔という男は、

　最高にムッツリ、だったのだ。

　この前提で考えれば、翔が桜之介たちを裏切るわけではないと、すぐにわかる。

　翔は本心では、マスコット風紀委員長のエロを拝みたいのだ。そして、あえてその傍そばにいることで逆説的に、桜之介たちに行動を求めているに違いない。

　表立って動いては罪を被かぶる。以前のように、ひどい制裁を受ける。だから、仕方なく、という体てい裁さいを装よそおいたい。大方、そんなところだろう。

　ならば、桜之介のやることはひとつ。

　そのムッツリ下心を、極限まで満足させる。そういう、翔が喜んでアンダーハートに力を貸すようなギブアンドテイクを仕し掛かければいいのだ。

「安心しなブラザー。おまえの下心のリクエストには、俺が必ず応こたえてやる」

　下心と秩序の『性戦』。その趨すう勢せいを左右する翔を、再び自じ陣じんに取り込むためとなれば、桜之介はどんな犠ぎ牲せいをも厭いとわない。

　桜之介は携帯電話をポケットに入れ、松まつ葉ば杖づえをついて病室を出る。

　頭の中で思い描えがくのは、翔を満足させるための、あらゆるエロパターンだ。

　いま何が使えるか。どれだけの札が手元にあるか。桜之介は病びよう棟とうを出ると、すぐに携帯電話の電源を入れ、アンダーハート秘密基地のひとつを任せている同志に連れん絡らくした。

「俺だ。第三にいるな？　至急在庫を確かく認にんして」

【うふふ、ごきげんよう、桜ちゃん？】

「………………」

　携帯電話を持つ手が、一瞬でがくがくと震ふるえ出す。

【第三ということは、第一と第二もありますのね。場所、教えてくださいな？】

【や、山やま基きさ…………すいま……ぐほぁっ!?】

「バカな……キラー、なぜ、おまえがそこに……」

【女子トイレですもの。何もおかしいことなんてありませんわよ？】

　確かにそうだが、特別教室棟とう最上階という、もっとも生徒の使用頻ひん度どが低い女子トイレだ。第三は、あらゆる見地から風紀委員の裏を搔かいたもの。狭せまいロフトのようにトイレの天てん井じよう裏うらをぶち抜ぬいて、屋上との間に作った秘密基地だった。

　情報を悠ゆう子この拷ごう問もんから秘ひ匿とくするため、その存在は、心から信しん頼らいできる精せい鋭えい中の精鋭にしか明かしていなかったのに……。

【うふふ……では、こちらは片付きましたし、聞きに伺うかがうとしましょうか】

「ま、待て！　早まるな！　来るな！　来なくていい！」

【首を洗って待っていてくださいな♪】

　プツッ。プーッ、プーッ、プーッ。桜之介は絶望から、力なく腕を垂らした。

　潰つぶされた秘密基地。没ぼつ収しゆうされただろう旧時代の戦果と、幾いく多たのアイテム。同志たちが捕らわれることはあっても、これまでこんなことは一度だってなかった。

　アンダーハート始まって以来の由ゆ々ゆしき事態。

　このままでは本当に滅ほろぼされかねない。どこかで、何とか逆転しなければ。

　桜之介はめまぐるしく思考を巡めぐらせ、即そく座ざに逆転の策を考え始めたが……。

「待て、考えるのはとりあえず逃にげてからだ！」

　松葉杖を投げ捨て、桜之介は一目散に病院から逃げ出す。さっきまで足を引きずっていた人物とは思えない、陸上選手さながらの俊しゆん足そくだった。

「希望はあるんだ。俺は絶対に……絶対にあきらめねぇぞ！」

　翔という救世主を得て始まった、下心と秩序の戦争の第二局面。

「俺たちの下心は不ふ滅めつだ！　こんなくらいで、折れやしねええええええええ！」

　モラリストを破り、下心の大反はん撃げきが始まるはずだったその局面において。男子の基本的エロ権を説く下心の勇者たちは、早くも劣れつ勢せいに立たされてしまっていた。








　あとがき




　出版業界の片かた隅すみからこんにちは。はじめまして、もしくはお久しぶりです。

　といってもオリジナル作品としてははじめましてだし前回から二年くらい経たっちゃってるし久しぶりの方にも絶対忘れられてるだろうからもうはじめましてに統一した方がいいんだろうかよし統一しようそうしよう。というわけで……。




　改めて、はじめまして。根ね岸ぎし和かず哉やです。

『英えい知ち学園のアンダーハート』、お楽しみいただけましたでしょうか？

　あなたの下心が少しでもエキサイトしていただけたなら幸いです。




　簡単に言いますと、本作は妹バカのＭＫ（マジにカタブツ）な少年が、ヘンな能力者を探し出してえちぃことをしなきゃいけない、というお話です。きっとラブコメ。

　数名、あまり見ないようなヘンな能力者が出てきたりします。そのあたりが企き画かくの発ほつ端たんと言えば発端……でしょうか。

「あとがきから！」な方は、最初の口絵をご覧ください。

　それ規制じゃないよ！　ヘンな能力のせいだよ！　おかしな口調のオタ充じゆうも暴れるよ！　人の話をよく聞かない人が暴走しまくるんだよ！（笑）

　とか、まあ色々ありますが、下手に書くとすぐネタバレになるので、この辺で。

　詳くわしくは本文でッ！




　さてさて。実は本作、最初は全然違ちがうお話だったんですが、いま思い返せば自分でも「どうしてこうなった……」と言わざるを得ません。そのくらい原形がないんです……。

　ちなみに、もともとの企画を大おお袈げ裟さに要よう約やくしますと。




『イラッ☆　小者だらけのミニマム器なデスゲーム！　残念能力もあるよ！』




　でした！　ボツの理由が最初の三文字に如によ実じつに現れている気がします！

　そこから、割と作り直し状態だったわけですが、でもでもでも……？




　本作の中に原形の残り香がさんはいらっしゃいませんか！




　あいす「わ、私はふしだらな女じゃないもん！　名前が同じだけだもん！」

　夢む依い「あんな逃とう走そう狂きようのアマチュアと一いつ緒しよにしないでください。私はプロですよ？」

　劇げき中ちゆう作さく「原形とは俺のこと……ゴゴゴ」




　ちょっとだけ、いらっしゃるみたい。

　しかし今とは違いすぎる……（笑）。

　格下げされまくってそんなところに落ち着いてしまった劇中作さんはちょっと言いすぎですね。残ってるのは多分五十パーセントもないでしょう。




　いやはや、かれこれ約二年も揉もみくちゃにしていたおかげで、本当に紆う余よ曲きよく折せつありまくりでした。こうしたお蔵入り部分までひっくるめていつか、やり込みは裏切らない……と、胸を張って言える日が来るといいなぁ。




　本作はひとまず続きますが、どこまで、いつまで続けられるかは未定。すべては、本書をお手に取っていただいた皆みな様さま次し第だいです。

　もし、「この下心……ワンチャンスある！」なんて思っていただけたなら、今後ともぜひよろしくお願いいたします。精せい一いつ杯ぱい、変な発言やヘンな能力が飛び交かう、えちぃくておバカな話を書きますので……。







　では、最後に謝しや辞じを。

　本当に世界が狭せまく、様々な方々に身元をお引き受け頂いて育てられているので、いっぱいですが……。




　まずは、イラストを担当してくださったＨｉｓａｓｉさん！　お忙いそがしい中、ハイクオリティなえちぃイラストの数々、ありがとうございます！　眼がん福ぷくっす！　なのにマジもう、変な光が邪じや魔ましてすみません……。




　初代担当のＭ井様、二代目担当のＴ野様、三代目（現）担当のＮ野様。初オリジナルをやるまえからまさかの担当連続中ちゆう継けいには驚おどろきましたが、大人の事情がある中で、皆様が模も索さく中の僕を拾い続けてくださったからこそ、今があると思っております。今後とも、どうかよろしくお願いいたします。




　我らがＡ─ＴＥＡＭの水みず城き正しよう太た郎ろう先生。いつもご指導ありがとうございます！　リアルに痺しびれます！　説得力がすごいです！　これからもダメ出しお願いします！　できれば優やさしく……なんでもないです！　がんばります！

　同じくＡ─ＴＥＡＭ、僕を出版業界の片隅へと導き、育ててくれた斎さい藤とうゆうすけ先生、山やま内うちシロウ先生。そしてＥ社編集Ｏ川様。皆様が僕という歪いびつな鉄てつ塊かいをへし折り鋼鉄に打ち直す、というカンスト級のループコンボで地力を鍛きたえてくださったおかげで、もうちょっとやそっとじゃ折れ……折れない……はず……っ！




　僕のスライディング土ど下げ座ざに複雑そうな顔でも頷うなずいて支えてくれる両親。前ノベライズの発売後、某ぼうゲーム機と某国民的狩しゆ猟りようゲームをまさかの土産みやげに、完全に出で遅おくれていた僕と遊び祝ってくれた親友のＮ嶋くんと、ジェントルマンなＴ郷さん。そして、ヒキコモリな僕のメンタルを定期ケアしてくださるＫ子さん。

　この本に関かかわってくれた皆みな様さまに、これまで諸もろ々もろの場面で僕を助けてくれた皆々様。本当に人の縁えんに支えられていて、みんなみんな、感謝してもしきれません。




　そして何より、この本を手に取り、読んでくださったあなたに感謝を。

　本当に、ありがとうございます。




『俺達の戦いはこれからだ！』しないよう気張りますので、どうか二巻で、僕とまたエンカウントしていただけると幸いです。





二〇一二年十二月二十日　　根岸　和哉













英えい知ち学がく園えんのアンダーハート




1．キスとバトルと下した心ごころ















根ね岸ぎし和かず哉や
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